


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　扉が閉まった瞬間、都会の喧けん噪そうから切り離された。

　薄暗い照明に飴あめ色いろのテーブルが浮かんでいる。ラウンジチェアには身なりのよい男女が腰かけ、思い思いのグラスを手に歓談していた。

　ジャズピアノの旋律が空気を揺らしている。氷の触れ合う音が会話に華やいだ雰囲気を添えていた。時の歩みが遅くなったように思える。気のせいか身体の動きもスローモーに感じられた。

　夢見心地な気分のまま、桜さくら坂ざか工こう兵へいは奥へと進んでいった。虎ノ門の裏通り、官公庁近くの老舗バー。普段ならまず自分から入らない店だ。やや気後れしつつ視線を走らせているとカウンター席で白ブラウスの手が挙がった。

「こっちだよ、桜さくら坂ざか君」

　パンツスーツの女性が微笑ほほえんでいる。長い黒髪、のっぺりした顔、首から肩のラインはなだらかで全体的につるりとした印象を受ける。

　狐きつね目めの女。貝かい塚づか悠ゆう里り。

　スピリッティア社長にしてＮＢＬのソリューションスペシャリストは気さくに手招きしてきた。

「やぁ、よく来てくれたね。三ヶ月ぶりくらいかな。色々と活躍しているようじゃないか。我らがカウル案件の常駐仲間としては誇らしい限りだ。さ、座ってくれたまえ。荷物もこっちに置いて」

　見ると貝かい塚づかは一人ではなかった。傍かたわらに開かい襟きんシャツの男性を従えている。

「こちらはＮＢＬ営業戦略部、ディレクターの黄成林ホアン・チエンリンだ。顧客の業界・事業領域ごとにどういうソリューションが最適か検討する責任者だよ。黄ホアンさん、彼が例の桜さくら坂ざか君」

「初めまして。ユーリから色々話はうかがっています」

　男がにこやかに握手を求めてくる。戸惑いを隠し切れぬまま応じると、貝かい塚づかは口元を緩めた。

「本来なら君みたいなルーキーが挨拶さえできない人だよ。貴重な機会だと思ってほしいね。ＮＢＬ社員でもなかなかコンタクトできない相手なんだから」

「……」

「飲み物は何にする？　食事が先でもいいけどね。お呼び立てしたのはこちらだから勘定は気にしなくていいよ。好きに飲んで食べていってほしい」

　畳みかけるようにメニューを渡された。

　迷った末、ウーロン茶を注文する。食事は頼むことなく着席した。素直に好意を受け取るには、あまりに今の状況は混こん沌とんとしすぎていた。

　状況。

　貝かい塚づかから突然の招集を受けたのはわずか三十分前のことだった。

　会社に戻る途中、いきなり電話がかかってきた。『話がある』『軽く食事でも』、他には一切の情報がない。理由を訊たずねても『来てから説明する』の一点張りだった。

　本音を言えばあまり顔を合わせたい相手ではなかった。己以外の全てを道具と見なす、天性・真性の権謀術数家マキヤベリスト。安易に話した瞬間、身ぐるみを剝がされそうだ。だが無視した場合のリスクはもっと恐ろしい。言われるままタクシーに乗りこみ現在に至る。一瞬たりとも気を抜けなかった。

「難しい顔してるねぇ。なんだい、この手の店は苦手かい？　酒好きには天国みたいな場所だと思うんだけど」

「用件はなんですか」

　痺しびれを切らして問いかけた。もとよりまともな会食になるとは思っていない。含むところがあるならさっさと切り出してほしかった。

　だが貝かい塚づかは口元に笑みを貼りつけたまま首を傾かしげた。

「用があるのは君の方じゃないかな。色々気になってるだろうから気を回してあげたんだけど」

　……？

「おやおや、ひょっとしてまだ情報をつかんでいないのかな？　散々テレビで報道されているから伝わっているかと思ったんだけど」

　テレビ。

　刹那、街頭ビジョンの映像が蘇よみがえった。にこやかに握手するエグゼクティブ達たち、鮮やかにまたたくフラッシュ、ＪＴ＆Ｗ社とＮＢＬ社、金融顧客に対するＳＤＮ提供で戦略的提携。

「っ！」

　詰め寄りかけた途端、鼻先にグラスをかざされた。湾曲したガラスの向こうで狐きつね目めが笑う。不可視の壁に阻はばまれながら歯ぎしりした。

「あなたが、あなたがやったんですか。ＪＴ＆Ｗのトップを動かして、僕らの提案を」

　潰した。

　潰された。

　室むろ見み達たちに対抗するための唯一の手段、ＪＴ＆ＷプライベートＳＤＮを奪い取った。敵意に満ちた視線に、貝かい塚づかは「あはは」と笑い声を上げた。

「過大評価は嬉うれしいけどね。残念ながらこのタイミングでことがなったのはわたしの功績じゃないよ。トリガーを引いたのは君の上司だ。〈教授〉がイグゼク・ソルの動きをＮＢＬにリークしてきたんだよ」

「藤ふじ崎さきさんが？」

　予期せぬ名前にまばたきする。貝かい塚づかはグラスを引っこめると、うまそうにあおった。

「わたしはまぁ少し援護射撃した程度かな。〈教授〉自身はわたしのことを嫌ってるから別ルートで調整する気だったんだろうけど、折角の機会だしね、たっぷり絡からませてもらったよ。いやぁ、本当に嫌な顔された。ひどいよねぇ、可愛かわいい元部下がこんなにも慕ってるっていうのに」

「ちょ、ちょっと待ってください。え？　藤ふじ崎さきさんがＮＢＬとＪＴ＆Ｗのトップを動かしたって言うんですか？　噓うそでしょう」

　確かに底の知れない人ではある。自分のあずかり知らぬ人脈や調整先もたくさん持っているのだろう。とはいえ、今の肩書きはあくまで一ベンチャーの部長だ。日本を代表するＩＴ企業の経営層を自由にできるとはとても思えない。

　黄ホアンが鞄かばんからクリアファイルを取り出した。中身をカウンターに広げて押し出してくる。

「そちらは今、ＮＢＬが開発中の商社向けソリューション・パッケージです」

　カラフルなテキストボックスが紙面に並んでいた。財務・管理会計、販売管理、ロジスティック回帰分析など、太文字の見出しが各枠に収められている。業務アプリの一覧？　いや、視線を下ろすとミドルウェア・ＯＳの項目もある。更に下にはサーバー、ネットワーク、データセンターファシリティと書かれていた。

　システム構成図か。企業活動をサポートするＩＴサービスが網羅されたもの。だが。

「これって」

　眉をひそめたのは、各テキストボックスに具体的な提供業者名が併記されていたからだ。会計システム＝Ｂ社。在庫管理＝Ｄ社。ミドルウェア＝Ｇ社。

「次世代商社インフラの分割案ですよ」

　黄ホアンの声は今夜の献立でも告げるようだった。

「日本の総合商社の数は多すぎます。遠からず赤あか城ぎ・神楽かぐらに続く大規模な再編が起こるでしょう。その時に一から提案を作り上げるのでは、各ＳＩｅｒともロスがありすぎます。ですからあらかじめ分割案を作り、誰がどこまで提供するか決めておくんです。これにより無駄なコンペティションや価格競争が省けます。参加する各社ともウィン・ウィンの関係を築けるでしょう」

「みんなで互いの取り分を決めておく。その代わり相手の領域には手出ししない。独り占めできるか分からない十億を夢見るよりは、仲よく一億円ずつ山分けしようってことさ」

　──事実上デ・フアの市場クト・モ独占ノポリーだよ。

　こともなげに貝かい塚づかは言い放った。長い指がプリントの中央をつつく。

「この座組ができあがれば、他社の入りこむ余地はなくなる。全ての商社はＮＢＬのコントロール下で各ＳＩｅｒのサービスを享受していくんだ。向こう十年、いや二十年はわたし達たちの天下が続くだろうね。莫ばく大だいな金と権力がＮＢＬに流れこむはずだ」

　できあがれば、だけどね、と貝かい塚づかは肩をすくめた。

「残念ながらこいつは未完成だ。赤あか城ぎ・神楽かぐら案件にはとてもじゃないが間に合わなかった。黄ホアンさんの部隊が必死で調整してるんだけどね。話がでかすぎるせいかなかなかまとまらない。どうにもごうつくばりが多くてね」

　冷笑気味なコメントに混乱がいや増す。話が見えない。未整備のソリューションと今回のコンペになんの関係があるのか。そもそもニュースで発表されていたのは金融業向けの提携だ。商社向けの協業ではない。

「それと藤ふじ崎さきさんがどう絡からむんですか」

　苛いら々いらしながら訊たずねると貝かい塚づかは片眉をもたげた。やや意外そうな顔になって。

「分からないのかい？　もう少し勘がよいと思ったんだけどな。いいかい、日本の大企業は先例重視だ。誰かが成功を収めればすぐ皆で同じ方向を向く。今後商社が合併を繰り返していく中で実績のあるインフラ統合案があったら間違いなくそれを取り入れようとする。さて、では今合併の先駆けとなっている企業はどこかな？　誰がモデルケースになろうとしている？」

「……」

「想像してみなよ。わたし達たちが今一番避けたい事態はなんだと思う？」

　はっとなった。

　唐突に絵図が見えた。恐ろしく巨大で、かつ複雑な絵図が。

「ＮＢＬは赤あか城ぎ・神楽かぐらのシステム統合を失敗させたいんですか？」

　将来のライバルを潰すため、自じ分ぶん達たちのソリューションを成功させるため、半はん端ぱな実績を作ってほしくない。クラブＮＢＬ以外のベンダーを排除したい。

「そこまでは言わないけどね」と貝かい塚づかはウィスキーを味わった。

「できれば二十パーセント程度の完成度で収まってほしいところだ。表向きは統合成功、だけど実態は二社のシステムを繫つなげているだけ──とかね。後発の商社が『なんだ、参考にならない。こんなのまったくシステム統合じゃない』と思うのがもっとも望ましい。あるいは他社への移植など検討もできないくらい一ワ品ンもオのフのシステムとか」

　糸目が開く。鋭い、蛇のような瞳が露あらわになった。

「もう理解できただろう？　今のタイミングでＪＴ＆Ｗみたいな大手に参入されると困るんだ。彼らの全国網を使ったＳＤＮなんて作られたら本気で参る。わたし達たちの予定している利益配分がすっかり変わってしまうからね」

「だから金融顧客をバーターにして、赤あか城ぎ・神楽かぐら案件から手を引かせた？」

「イエス」

　貝かい塚づかは薄く笑った。

「そしてわたし達たちがそう動くだろうと最初に考えたのが君の上司だよ」

　針のような言葉が意識に突き刺さる。

「あの人はうちの社内政治をよく理解しているからね。どういう情報を流せば誰が動くか、全部計算した上で君らの提案をリークしてきた。見事としか言いようがないよ。たった一本の電話で日本を代表するメガベンダーのトップを会談させたんだからね。いやはや、怖い怖い。本当あの人だけは敵に回したくないよ」

（そんな）

　背筋が凍る。

　そこまでやるのか。

　やれてしまうのか。

　確かに最初、場外乱闘をしかけたのは自じ分ぶん達たちだ。商流（提案企業の取引関係）の妥当性というテーマを持ち出し、藤ふじ崎さき達たちの提案を引っ繰り返した。だが仕切り直しの判断はあくまで客だ。赤あか城ぎ・神楽かぐら案件のコンペという枠組みからは一切はみ出していない。

　しかし今、示されたものは違う。紛まごうことなき総力戦、無制限戦争の構図だ。使える駒は全て使い、戦線拡大を厭いとわず、あらゆるタブーを排して敵を殲せん滅めつしようとしている。敵、すなわち自じ分ぶん達たちの提案を。

（なぜ、そこまで）

　喘あえぎ声が漏れる。

　どうしてそれほどまでに部下を目の敵にする。同僚を倒そうとする。

　パニックが心を満たす。危うく平静を失いかけて、だが次じ郎ろう丸まるの言葉を思い出した。

『味方同士であっても、いえ味方同士だからこそ全力を尽くして戦う必要があるんです。互いに手を抜き合ったら結局どちらも勝てません。内部で馴なれ合あったが最後、外からの攻撃に呆あつ気けなく滅ぼされるだけです』

　そうだ。藤ふじ崎さきに与えられたミッションは『案件の受注』、以外の何物でもない。競合のどれかを警戒し、どれかに手心を加えるなどできるはずもなかった。目につくもの全てを破砕し排除する。たまたま今回はその標的が自じ分ぶん達たちなだけだ。そして一旦獲物と見なしたら最後、完全に息絶えるまで攻撃し続ける。政治、技術、裏工作、あらゆるレイヤーを使って。

（次元が……違いすぎる）

　絶句していると貝かい塚づかが身を乗り出してきた。

「で、ここからが本題」

　にこやかに狐きつね目めが見つめてきた。

「君さ、これ以上赤あか城ぎ・神楽かぐらの案件で暴れないでもらえるかな」

「どういう意味ですか」

「言葉通りだよ。状況は最悪。競合の実力も段違い。対抗策なんて思いもつかない。でも君はどうせ諦めずに悪あがきするんだろう？　アルマダだなんだって会社を巻きこんで起死回生の一手を練るはずだ。何かできることはないか、事態改善の糸口はないかってね」

「……」

「その後始末をさせられるのは他でもないわたし達たちでね。できれば先の見えた勝負で、無駄な稼か動どうは割きたくないんだ。だからしっかり状況を理解してもらって、君、自ら撤退いただこうと考えたんだよ。関係者間で忌き憚たんなく意見を交換し合ってね」

「降伏勧告ってわけですか、この場は」

　精一杯の皮肉に微笑が答える。

「アドバイスだよ。君より少しばかり世間の仕組みを知った大人のね」

　愉快そうに言って椅子にもたれかかる。組んだ足の上で白い手が組まれた。

「うちの役員が動いた以上、この件はもうゲームセットだ。現場がどう動いたところで結果は覆くつがえらない。赤あか城ぎ・神楽かぐらのシステム更改は瑞みず穂ほ電でん気きが受注し〈教授〉達たちが応急的な統合を行う。で、遠くない将来にＮＢＬが全面的なインフラ刷新を主導するんだ。この国の総合商社全てを巻きこむ形でね」

「……そう何もかもうまく進むものですかね」

「進めてしまえるのが権力ってものだよ。ビジネスを左右するのは提案の善よし悪あしじゃない、いかに上位者を巻きこめるかだ。利口なエンジニアより間抜けな役員ってね。おっと、これは黄ホアンさんの前じゃ失言か」

　低い笑い声を響かせて貝かい塚づかは視線を戻してきた。

「で、回答は？」

「回答」

「さっきのアドバイスについてだよ。赤あか城ぎ・神楽かぐらの案件から手を引いてくれないかってね」

　口調に冷気が混ざった。

「考える材料は与えたはずだよ。今この場で判断を下せるはずだ。わたし達たちＮＢＬを敵に回すか、あるいは不干渉を貫くか」

　ごくりと喉が鳴った。空気が急激に薄くなったように感じられる。ざわざわと嫌な感覚が内臓を上ってきた。

　懸命に動揺を押し殺す。

「随分と乱暴な話ですね。天下の大企業のやり方にはとても思えませんけど」

「それだけデリケートな領域に君は踏みこんでしまったんだよ。ベンチャーのやんちゃで許される次元をはるかに超えた世界にね」

　貝かい塚づかの言葉には静かな非難が含まれていた。

　身のほどを知れ。分不相応なビジネスに関わるな。弱小は弱小らしく、小口の案件をこなしていろと。

　掌てのひらが汗ばむ。息が苦しい。呼吸を整え、なんとか退路がないか模索する。

「交渉の余地は？」

「ない」

「持ち帰り検討させてもらうというのは」

「ＮＯ」

「判断できない。答えられませんと言ったら？」

「黙殺は拒絶と同義に見なす」

「……」

　強圧的な姿勢に、さすがに反発心が湧いた。内心の怯おびえが苛いら立だちに押しのけられる。深呼吸を一回、背筋を伸ばす。

「なら答えは一つです。この案件は僕一人のものじゃありません。関係者の了解も得ずに撤退なんかできません」

「おやおや」

　貝かい塚づかは大仰に肩をすくめた。

「追い詰めすぎて自や棄けにさせてしまったかな。ねぇ桜さくら坂ざか君、わたし達たちを敵に回すのがどういうことか本当に理解しているかい？　ＮＢＬの資本が入った企業、ビジネスには一切入りこめなくなるってことだよ。わたし達たちはこの国のＩＴサービス全てになんらかの関わりを持っている。つまり業界全体に君の絶縁状が回付されるってことだ。もう二度とまともな商売はできなくなる。ＳＥとして生きていけなくなる。そんな判断を軽々と下していいのかい？」

「……」

「それとも何か？　脅されて引き下がるんじゃ若人のプライドが傷つくか。なら取り引きでもいいよ。スピリッティアの持っている案件をいくつか紹介してあげよう。どれも小ぶりだが筋のよい商談ばかりだ。手土産に持ち帰れば、社内での面目も立つんじゃないか」

　揶や揄ゆするような発言に怒りがいや増す。強面こわもてが通じないと見れば買収か。馬鹿にしている。いずれにせよ、まともな人間扱いされていないことはよく分かった。飴あめと鞭むちで調教可能な獣のようにでも思われている。

「お話は以上ですか」

　冷ややかな回答に貝かい塚づかは嘆息した。救えないといった様子でかぶりを振る。

「ユーリ」

　身を乗り出しかけた黄ホアンを「いいよ」と手で制した。

「破滅が待ち受けているのを承知で突き進むなら、それもまた個人の自由だ。どうぞ好きなだけあがいてくれたまえ。気のすむまでね」

　長い指がグラスをつかむ。薄い唇の間に琥こ珀はく色の液体が流しこまれる。

　貝かい塚づかは背もたれに寄りかかると、酷薄と言っていい笑みを浮かべた。

「泣いても喚わめいても動かせない壁がある。その熱意に満ちた目が現実に汚されていくのを見るのもまた一興かな。気が変わったらいつでも連絡をくれよ。慰めの酒くらい奢おごってあげるからさ」




　体内で炎が燃えさかっている。

　吹きすさぶ夜風に抗しながら坂を下りていく。鏡を見ずとも凶相になっているのが分かった。激しい怒りが胸を満たしている。

（ゲームセットだって？）

　ＲＦＰの参加者でもない。商流上の絡からみもない。そんな相手になぜ勝敗を決められなければならないのか。納得いかない。かけられた言葉の一つ一つを思い出すだけで、むかっ腹が立ってくる。

　──遠くない将来にＮＢＬが全面的なインフラ刷新を主導するんだ。この国の総合商社全てを巻きこむ形でね。

　何様のつもりだろう。

　客の都合も既存の関係性も無視して市場を左右できると思っている。ささいな提案の善よし悪あしなど政治力で吹き飛ばせると考えている。

　唾棄すべき考え方。

　だが貝かい塚づか達たちにはその傲慢さを裏づけるパワーがある。倫理を超越した絶対権力が存在している。普通に戦えば勝てるわけがない。

　が。

（負けるものか）

　絶対にあんな人ひと達たちに高笑いなどさせるものか。

　決意も新たに深呼吸する。

　瞑めい目もくしてセルフチェック。思考はクリア。悲ひ愴そう感かんはなく意い気き軒けん昂こう。よし、まだ自分はくじけていない。戦える。

　昂たかぶった気持ちを抑えつけ、情報を整理する。

　考えろ。今問題になっているのはなんだ？　ＪＴ＆ＷのプライベートＳＤＮという武器がなくなった、シンプルにそれだけだろう。であれば少なくともことの背景は見えた。誰がどういう思惑で動いているかもだ。なら対策は打てる。五ご里り霧む中ちゆうで武器を振り回す必要はない。

　気づけばスマホを取り出していた。事件の震源地にいるであろう味方を呼び出す。

『なんだ』

　梅うめ林ばやしの声は不機嫌極まりなかった。あからさまに多忙そうな気配が伝わってくる。

『どうした。アルマダと連絡が取れたのか』

　あ。

　忘れてた。そういえばＳＤＮ取り下げの件を共有するよう頼まれていたんだっけ。

「ええっと、それはまだ」

　もごもご口ごもっていると唸うなり声が大きくなった。

『ならなんの用だ。悪いが雑談に付き合っている暇はないぞ。こっちはえらい騒ぎになってるんだ。ＮＢＬとうちの上がＳＤＮソリューションで提携するというニュースが出ていて』

「あ、実は今その件でＮＢＬと話をしてきたんです」

　一瞬の沈黙の後、『は？』と間の抜けた声が返ってきた。

「実はですね」

　畳みかけるように説明していった。さっき梅うめ林ばやしとの電話を切ってから何があったか。誰と会ったか。そこでどんな話を聞かされたのか。

　あらかた話し終えると梅うめ林ばやしは放心した様子になった。物ものの怪けにでも化かされたようにつぶやく。

『営業戦略部だと？　全世界のソリューション開発を統括するＮＢＬの〈奥の院〉じゃないか。なんで君、そんなところとパスがあるんだ』

　なんでと言われても。

　そんな部署があること、今日の今日まで知らなかったんですが。

　返事に窮するこちらの前で梅うめ林ばやしは考えこんだ。

『しかし……そんな大物まで出張ってくるようじゃ正直手の打ちようがないぞ。一案件の規模をはるかに超えている。どうする、潮時と見て引き揚げるか？』

「そのつもりならわざわざこんな時間に電話してませんよ」

　背筋を伸ばす。

「いいですか、今回の話はつまるところ金融と商社、どちらが御社にとって魅力的かということです。たまたま金融顧客のポテンシャルが高いと見たからＮＢＬのバーターを受け入れた。でも全員が全員、そう考えているわけでもないでしょう？」

『商社業界に肩入れしている奴やつを探せと言っているのか？』

「もしくは肩入れしている部署です。御社ほどの大企業なら、業界ごとに専門の営業部隊が組織されているんじゃないですか？　そこが今回の提携話の裏を知ったらどう思いますかね。赤あか城ぎ・神楽かぐらの案件はおろか、将来の統合案件まで失うと分かったら」

　低い呻うめきが返ってきた。

『うちの会社に内紛の種をばらまけってか』

「黙っていたらＮＢＬのいいようにやられるだけです。今は少しでも状況の悪化を食い止めないと」

『……』

「とりあえず御社内に味方を作れるだけでもいいんです。実際に行動を起こすのは次のステップでも」

　切々とした訴えに梅うめ林ばやしは吐息を漏らした。根負けしたように『まぁ』とつぶやく。

『確かに今やれることはそれくらいか』

　納得してもらえた。まずは反撃の一手。ほっと肩の力を抜きかけた途端、低い呼び出し音が響いた。

『待った。内線だ』

　梅うめ林ばやしの気配が遠ざかる。雑多な物音に続き、くぐもった会話が聞こえてきた。──分かった。いやいい、何もするな。状況が変わったら共有してくれ。頼む。

　受話器を置く音。電話口に戻ってきた声は強い苛いら立だちを含んでいた。

『悪いニュースだ。イグゼク・ソル向けに出されていた特価申請が差し戻された。これでうちのＤＣも回線も定価タリフとほぼ変わらない出し値になる』

　！

『うちの上層部はよほどＮＢＬに鼻薬を嗅がされたらしい。全力で赤あか城ぎ・神楽かぐら案件から撤退する気だ。わずかな不確定要素も残すつもりはないと見える』

　ぞっと背筋が寒くなる。心臓を氷で鷲わしづかみにされたような感覚。

「梅うめ林ばやしさん」

『心配するな。ここまでやられたら逆に黙って見ていられん。手をこまねいていると僕まで潰されかねないからな。考えられるパスは全て当たってみる。ＮＢＬと、うちのどのラインが交渉をまとめ上げたのかも探るつもりだ。君のリクエストにはそれで答えられるだろう』

「すみません……」

『謝るくらいならＮＢＬと喧けん嘩かなどしてくるな。とにかくもう賽さいは投げられたんだ。打てる手を速やかに打っていくしかない。僕はもちろん、君もだ』

　確かに、うろたえている余裕などない。相手より一歩でも二歩でも先んじて動く必要があった。

　居住まいを正し携帯を握りしめる。

「分かりました。こっちでもできることはないか探ってみます。御社以外にＳＤＮサービスを出せるところがないかも含めて」

『それはいいがとにかくアルマダに連絡してくれ。ケチのついた戦略であの娘を動かし続けるわけにもいかんだろう。妙な方向に暴走されるとあとが厄介だ』

　ああ。

　仰おつしやる通り、次じ郎ろう丸まるの性格を考えれば早めの軌道修正は必須だ。放っておくとＪＴ＆ＷのＳＤＮありきで最終成果物まで作りかねない。というか今まさに関係各所と調整中かもしれなかった。

「すぐ連絡します」と言って電話を切る。アドレス帳を操作して次じ郎ろう丸まるの携帯を呼び出した。

　コール音が響く。二回、三回、四回。

　……出ない。

　ううん？　変だな。普段ならほとんどワンコールで取ってくれるのに。離席中だろうか。あるいは電車で移動中とか。

　七回、八回。いい加減諦めかけた途端、回線が繫つながった。

『Hello?』

　へ？

『May I ask who is calling?』

　知らない女性の声だった。しかも英語。間違い電話かと思ってパニックになる。ええっと、あの、その。

「次じ郎ろう丸まるさんの番号じゃないんですか？」

　日本語で話してどうする。

　だが相手は『Ahh』と納得した様子になった。

『Just a moment』

　気配が遠ざかる。やがて戻ってきた声は流りゆう暢ちような日本語だった。

『お待たせしました。次じ郎ろう丸まるの取引先様でしょうか』

「はい、スルガシステムの桜さくら坂ざかと言いますが」

　不安が膨れ上がるのを感じる。やはり番号は間違っていない。ならどうして本人が出ない？　他の人間が電話を取る？

「あの、次じ郎ろう丸まるさん、何かあったんですか？」

　一瞬の間があった。どう説明するか迷うような雰囲気。低い呼吸音を響かせて、相手は口を開いた。沈痛な、悔恨を多分に含んだ声で答える。

『次じ郎ろう丸まるは……病院に搬送されまして』

　……。

　はい？




　地下鉄御お成なり門もん駅えき近くの総合病院。

　そこが次じ郎ろう丸まるの運びこまれた場所だった。

　流しのタクシーをつかまえ、取るものも取りあえず駆けつける。運転手には「こんな近距離で」と嫌がられたが構っていられない。

　交通事故だったらしい。

　同僚と食事に出たところを交差点進入中の車に撥はねられた。子細は訊きけなかったが随分騒ぎになっていたようだ。大おお怪け我が、緊急手術、いや命に別状はない。アルマダ社内でも情報が錯さく綜そうしている様子だった。

　車止めに乗り入れてもらい降車する。小銭がなかったため千円札をアームレストに置いて飛び出した。「おつりは」と呼び止められるも手を振って断る。

（本当、なんだっていうんだ。次から次へと！）

　あたかも数年分の凶事が一時に訪れたようだった。全てが雪崩を打ち崩れていく。積み上げた成果が無に帰していく。

　不運にもほどがあるだろう、と思いかけて凍りつく。

　不運？　本当にそうか？　少なくともＪＴ＆Ｗの件はＮＢＬの悪意によるものだった。次じ郎ろう丸まるの事故が誰かの作為でないとなぜ言い切れる？　イグゼク・ソル陣営の技術主幹たる彼女を敵対者が排除せんとしていたら。

『わたし達たちを敵に回すのがどういうことか本当に理解しているかい？』

　貝かい塚づかの言葉が蘇よみがえり、ぞっとする。

　まさか、とは思うも不安がぬぐい去れない。悪い想像が次から次に浮かんでくる。

（くそっ）

　歯ぎしりしつつロビーを横切りエレベーターに乗った。携帯をマナーモードにしてメモを開く。次じ郎ろう丸まるの病室は……５０５号室か。階数表示が二階、三階と切り替わる。到着のチャイムが響いた。扉が開き廊下の明かりが差しこんでくる。

　病室のフロアは静かだった。行き交う人もまばらで会話一つ聞こえない。夜も遅いせいか、明かりの消えている部屋も散見された。

　目的地に近づくにつれ心音が大きくなってきた。呼吸がうるさい。こめかみがずきずきと疼うずき始める。

　大丈夫、大丈夫だ。本当に重傷なら面会謝絶になっているはず。こうやって見舞いに行ける時点で大したことないはずだ。そもそもあの次じ郎ろう丸まるだぞ？　完璧超人の呼び声も高い彼女がこんなところでリタイアするわけがない。きっと何食わぬ顔で「あれー？　桜さくら坂ざかさん、どうしたんですか」とか言ってくるはずだ。

（５０１号室、５０２号室）

　病室の表示を確認していく。５０５号室は……あれか？　５０３号室、５０４号室の先にある部屋。

　駆け寄りかけた途端、扉が開いた。白衣の医師と看護師が出てくる。続いて年配の男女が姿を現した。二人ともうつむきがちになって目を腫らしている。女性の方は口元を押え嗚お咽えつを漏らしていた。

「かなり厳しい状況です」

　医師の声は硬かった。

「我々も全力を尽くしますが今夜が山かと。あれだけの事故でしたから……覚悟はしておいてください」

　女性が耐えかねたように顔を覆う。男の方が沈痛な面持ちで彼女の肩を抱いた。そのまま二人揃そろって歩み去っていく。看護師が『面会謝絶』の札を扉にかけた。

（そん……な）

　頭が真っ白になる。張り詰めていた気持ちが崩れていく。

　厳しい状況、あれだけの事故、覚悟。

　もはや否定できない。自分は一世一代の勝負に続き、仕事仲間まで失おうとしているのだ。時に暑苦しく、時に恐ろしく、迷走する自分を煽あおり、叱しつ咤たし、激励してくれたパートナーを。

　──私に倒される前に他の人間になんて負けないでください。

　情熱に満ちた瞳を思い出す。無尽蔵のエネルギーをたたえる溶鉱炉のような眼まな差ざしを。

「こんな……こんなところで倒れている場合じゃないでしょう、次じ郎ろう丸まるさん」

　悲痛な声が絞り出た。

「僕をぶちのめすんじゃないんですか。限界突破して上り続けるんじゃないんですか。掛け声倒れにもほどがありますよ。一歩でも先に、一秒でも早くが次じ郎ろう丸まるさんのモットーでしょう。病室で寝ている時間は全然ないはずです」

「まったくです」

「一緒に案件を勝ち取ろうって誓ったじゃないですか！　今度こそトップでゴールインするって！」

「その通りですよ！」

　……。

　ん？

　異常を感じて振り向く。すぐそばで次じ郎ろう丸まるが腕組みしてうなずいていた。
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「はぃいいい!?」

　悲鳴とともに飛びすさっていた。震える指を向ける。

「じ、じろ、まる、さ、な、どうして」

「なんですか、驚いた顔して。ていうか病院で大声出しちゃダメですよ。看護師さんに怒られますから。あ、実は私、もう三回ほど怒られているんですけどね！」

　という声が既に大きい。この空気の読めなさ、本物だ。慌てて周囲を見渡し、壁かべ際ぎわに押しつける。細い肩をつかみ詰め寄った。

「どういうことですか」

　鼻息も荒く訊たずねる。よく見れば彼女は病衣姿だった。片手にスマホを持っているから電話でもかけてきたのか。きょとんとした様子でまばたきする。

「どう、というと？」

「だって５０５号室は面会謝絶で。ひどい事故だから今夜が山だって」

　指さした先をのぞきこんでくる。くりくりした目でプレートを読み取って。

「そこ、５０６号室ですよ」

「へ？」

　馬鹿なと思い振り返る。だがプレートに書かれた数字は確かに５０６だった。あれ？　え、なんで。

　視線を走らせる。三つ隣の部屋は５０２だ。その橫は５０３、で隣が。

（５０５？）

　あ！

　忌いみ数か。縁起の悪い部屋番号を欠番にしている。別の病室に置き換えている。

　ということは。

「次じ郎ろう丸まるさん、無事なんですか！」

「無事……と言うと語弊がありますけど。実際こうやって入院させられてるわけですし」

「そ、それはそうですよね。でも」

　見たところ目立った外傷はない。顔色も健康そのものだ。

「交通事故って聞きましたけど？」

「んー」

　なんとも微妙な反応だった。

「まぁ確かに車絡がらみではあるんですけど、ちょっと格好悪い話で」

「というと？」

「例のパフォーマンス検証で行き詰まってて、というかどう考えても検証機材が不足していて、箱庭でのテスト方法を考えてたんですよ。半日くらいラボに篭もって、飲まず食わずで作業をしていたら同僚が心配してくれて、とにかく夕ご飯に行こうと連れ出してくれたんですけど」

「……」

　またそのノリか。アルマダの社内も大変だ。

「外に出たあとも検証が気になって上の空で歩いていたんです。そうこうしているうちに赤信号の交差点に入りこんじゃって、同僚に呼ばれた時にはもう車が」

「ぶつかったんですか!?」

「いえ、間一髪バック転で飛びすさって回避を」

「……」

「したのはよかったんですけど、着地点までちゃんと確認できていなくて、植えこみに突入して足がぐきっと」

　言われてみれば右の足首が包帯に覆われている。重心も心なしか無事な方の足に寄っていた。

　次じ郎ろう丸まるは不満げに足を振った。

「ただの捻挫だと思うんですけどねー。どうも周りからは撥はねらたように見えたみたいで、あれよあれよという間に病院に担かつぎこまれて応急処置をされて、ただ精密検査は明日でないと無理だからとりあえず今晩は絶対安静・入院だって」

　今に至るというわけか。なるほどなまじ見事な回避を見せたせいで衝突時の衝撃を疑われていると。

　どんだけジャンプしたんだよ。マリオか。

「というわけで次じ郎ろう丸まる縁ゆかり、まったく全然健康体なんですよ。こんなところで油を売っている暇はないんです。桜さくら坂ざかさんの仰おつしやる通り、一刻も早く社に戻って検証続行しないと」

　ん？

「ご心配なく。私、全然手をこまねいている気はありません。さっき電話でタクシーを呼んでおきました。あと十分もすれば無事、退院を敢行できるはずで」

「脱走する気かよ！」

　何、いい笑顔で携帯を掲げてるんだ。慌てて携帯を取り上げ肩をつかむ。有無を言わさず病室に連行した。

「ちょ、ちょっとどうしたんですか桜さくら坂ざかさん。この部屋だとモバイルカードの電波も入りづらくて仕事のメールが」

「ノートＰＣまで持ちこんでるんですか！　没収！　鍵かけてしまっておいてください！」

　強制的に持ち物を回収しベッドに寝かしつける。携帯の履歴から配車センターにキャンセル連絡。押えつけるように毛布をかけると低い呻うめき声が返ってきた。

「え？　なんですかこれ。私、何したらいいんですか。就寝時間にはまだ間がありますよ。一体この身動きしづらい状態で私にどんな価値や生産性を求めてるんですか？」

「何も求めていないです。強いて言うなら病院に言われた通り安静にしていてください」

「安静と言われてもゴールや指標がないと動きづらいっていうか、いつまでに何をするかはっきりしてもらわないと」

「だから何もするなと言ってるんです！　じっと橫になって身体を休めていてください！」

　ワーカホリックにもほどがある。室むろ見みも大概だが目の前の女の子はやや常軌を逸していた。いい機会だ。心身がとろけるほどしっかり休んでもらおう。仕事はおろか、私用のスマホ操作も禁止する感じで。最大の娯楽は「天井の染しみを数えることです」くらい言わせてやる。

　次じ郎ろう丸まるは最初の方こそ、ぐずぐず抵抗していたが、こちらの意志が固いことを察したのだろう。見るも哀れな様子で沈黙した。

　枕の上で小作りな顔がしょんぼりしている。大好きな玩具を取り上げられた子供のようだった。普段の快活さが噓うそのように小さくなっている。

（そんなに働きたいのか）

　さすがに気の毒になってベッド脇に腰かけた。肩の力を抜き、声音を和らげる。

「ていうかもうあんまり急がなくていいんですよ。ちょっと状況が変わっちゃって、ＳＤＮの検証だけ進めても仕方ないっていうか」

「？　どういうことですか」

　先ほど梅うめ林ばやしにした話を繰り返す。ついでに現在進行形でＪＴ＆Ｗが赤あか城ぎ・神楽かぐら案件から撤退しつつあることも告げた。自じ分ぶん達たちの提案がほとんどゼロベースで再構築になることも。

「一応梅うめ林ばやしさんには巻き返しの可能性を探ってもらっていますけど、状況的には結構厳しいかなと。だとすれば新しいパートナーやサービスを探さなきゃいけないわけで、その結論が見えるまでは検証の手を休めた方がいいと思うんです」

　だから今休養することには意味があるんですよ、そう続けるつもりだったが。

「……」

　次じ郎ろう丸まるはまっすぐに天井を見ていた。先ほどまでの落胆が噓うそのように冷徹な雰囲気となっている。

「それで、桜さくら坂ざかさんはどうするつもりですか」

「どう、というと」

「手を止めるのは構いません。ですがそれは並行して打開策が練られているという前提です。当然何かアクションを考えているんですよね？　梅うめ林ばやしさんの社内工作以外の方策を」

　もちろん、と言いたいが正直あまり検討できていない。立て続けの凶事に振り回され、考える余裕がなかった。

「とりあえず別の通信会社に相談してみようかなと。ＩＴＴＵとかネットエフェクトとかに、ＪＴ＆ＷのＳＤＮに似たサービスを出せませんかって」

「それは望み薄です」

　予想外に強い否定。次じ郎ろう丸まるはゆっくりと顔を向けてきた。

「ＩＴＴＵもネットエフェクトも通信事業者としては後発です。設備投資の時期も新しく、まだ減価償却が終わっていません。つまりＳＤＮのような次世代インフラに全面投資できる時期ではないということです。私わたし達たちの理想とするサービスはまず間違いなく提供できません」

「そう……なんですか」

「ＪＴ＆Ｗは本当に特殊な会社なんですよ。何十年も前からデータ通信・ブロードバンドの未来を見据えて設備のアップグレードを繰り返してきた、だからこそ一般家庭に光ファイバーを引きこみ全網ＩＰ化なんてことができるんです。普通の企業がおいそれと追随できる領域じゃありません」

　なら、どうしたらと叫びたくなる。あなたの失ったものはオンリーワンなんです。替えはありません──では検討のしようもない。出口のない迷路を見せつけられたようなものだ。勝負に挑むこと自体、虚むなしくなってくる。

　なすすべなく沈黙しているとノックの音が響いた。入り口に白衣の看護師が立っている。

「まもなく消灯です。面会を終了してください」

「あ、はい」

　弾はじかれたように立ち上がる。えらく中ちゆう途と半はん端ぱなところで話が終わってしまった、が、仕方ない。これ以上怪け我が人にんに負担をかけられなかった。一旦持ち帰って頭を悩ますか。

「桜さくら坂ざかさん」

　次じ郎ろう丸まるがこちらを見ていた。大きな瞳に理知的な光が宿っている。

「行き詰まった時は、基本に立ち戻ってみるといいかもしれません。進むのではなく一歩下がって、他の選択肢がないか探ってみるんです」

「他の選択肢？」

「情報システムの目的は顧客のビジネスを成功させることです。ＳＤＮは手段でしかありません。商社という組織がＩＴに何を求めているか、そこをヒアリングすれば新しいアプローチも生まれるんじゃないですか？」

　なるほど、ゴールへの道筋を再検討しろという話か。行き止まりを避けて新たなルートを探る。未知の領域を開拓する。言わんとすることは分かる、分かるのだが。

「でも今回、赤あか城ぎ・神楽かぐらは僕らの直接のお客さんじゃありませんし、ヒアリングといってもなかなか厳しいですよね。Ｍ本もとさんに質問して訊きいてもらう感じですか？」

　キューピー人形のようなイグゼク・ソルの担当者を思い出す。うーん、どうにもうまくいく気がしない。というか彼にそんな動き方ができていたら、そもそも自じ分ぶん達たちの出番などなかったはずで。

　案の定、次じ郎ろう丸まるは「いいえ」と首を振った。

「赤あか城ぎ・神楽かぐらは前回のＲＦＰ取り下げでかなりピリピリしています。特定ベンダーにのみ有利な情報を流すとは思えません。仮に何かコメントを出しても、公平を期すため全ベンダーに同じ内容が展開されるでしょう」

「じゃあ」

　どうしろというのか。混乱を露あらわにしていると次じ郎ろう丸まるはちょいと布ふ団とんを押し下げた。

「桜さくら坂ざかさんには他にも懇意にしている商社がいるじゃないですか。規模も違いますし総合商社と専門商社という差もありますけど」

　……。

「自分のお客さんを忘れましたか？」

　あ。

　そこまで言われてピンと来る。専門商社。電子部品の卸売業で業界三位。次じ郎ろう丸まるにとっても自分にとっても因縁浅からぬユーザー。

　かつての商売敵はにっこり笑った。ええ、と口角をもたげ悪戯いたずらっぽくうなずいてみせる。

「業なり平ひら産さん業ぎようさんです」




　　　　[image: くぎり]




　三日後。五月二十九日、土曜日。

　約束の時間、五分前に指定の場所にたどりつく。

　柔らかな日差しが噴水に降り注いでいた。青々とした木々の向こうに高層ビルが浮かんでいる。都心にもかかわらず空は広く緑は多い。行き交う人々もどこか伸びやかな雰囲気だった。

　日ひ比び谷や公こう園えん、第二花壇脇のベンチ。半年前、今日会う人物に相談を持ちかけられた場所だ。結婚式のスピーチをどうこなすか、マニュアル本を買って必死にアドバイスしたっけ。

（半年前、か）

　随分昔のことに思える。季節にすれば二つも経過していないのに、ひどく遠いところまで来てしまった気がした。

　室むろ見みとはここ一週間、まともに会話できていない。双方とも無意識に接触を避けている感じだった。赤あか城ぎ・神楽かぐら案件の始まる前なら考えられなかったことだ。彼女の動きは、ただスケジューラを介してのみ伝わってくる。登録された予定を見る限り各ベンダーやメーカー、通信事業者と精力的に打ち合わせを重ねているらしい。おそらく自分同様、ＲＦＰ再開に向けて爪を研いでいるのだろう。競合を蹴散らすため、桜さくら坂ざか工こう兵へいを倒すために。そして今自分がここにいる理由もまた、結局は室むろ見み・藤ふじ崎さきを打ち負かすためだ。冗談のような状況。だがこれが現実だった。

　何が変わってしまったんだろう。過去を置き去りにしたのは自分か、それとも周囲か。

　感慨に浸っていると軽い靴音が響いた。

（おっと）

　待ち人来たれりか。わざわざ休日に呼び出したのだ。ぼんやりしていては失礼に当たる。

　居住まいを正し、深呼吸して振り向くと。

「お待たせしました」

　清風が吹いた。

　舞い散る草葉の中に白いワンピースが現れている。癖のない黒髪がカーディガンの肩に流れ落ちていた。細い指にはファッションリングが輝き、小ぶりなハンドバッグを携えている。

「橋はし本もと課長？」

　ぽかんとなったのはいつもの彼女とあまりに装よそおいが違ったからだ。清せい楚そで上品、女性的で自然体。モノトーンのスーツを見慣れた目には、ひどく新鮮に映る。南風に浮かんだ姿はお世辞抜きにたおやかで可か憐れんだった。
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「どうしました？　桜さくら坂ざかさん。そんな驚いた顔をして」

「あ、え、いや、その」

　どぎまぎして顔を伏せる。

　やばい、すっごい好みのビジュアルなんですけど。え？　何これ。橋はし本もと課長、どういう心境の変化？

　まさかあれか。一線を越えるための勝負服とか？　自分の嗜し好こうをリサーチしてこのタイミングでぶつけに来たとか？

（……く）

　心が揺れる。落ち着け、自分にはカモメさんという存在が、身命を捧げた運命の女ひ性とが。必死で言い聞かせるも白ワンピースの威力は半はん端ぱない。今告白されたら高確率で理性が吹き飛んでしまいそうだ。

　いや、いや待て。

　前回も同じようなシチュエーションで勘違いしかけた。時ならぬ呼び出しに心をときめかせて行ったら、新人研修のアドバイスだったというオチ。冷静に対応しなければ。そう、服装の変化で一喜一憂とかうぶすぎる。まずは相手の意図を探るべきだろう。それとなく、遠回しに、やんわりと。うん、全然期待してなんかいないんだからね！

「め、珍しいですね橋はし本もと課長！　私服なんて！」

「今日は会社に寄らないので、普段の服装で来ただけです」

　……。

　あれー？

「え？　で、でも以前ここで休日にお会いした時はスーツでしたよね？」

「あの時は帰りに仕事をしていく予定だったので。ああ、そういえば桜さくら坂ざかさんと待ち合わせする時は会社の行き帰りがほとんどですね。すみません、今日はこんな気の抜けた格好で」

「い、いえ！　全然問題ないです。てか、むしろいい！　と言いたいところ……ですけど」

　膨れ上がった期待が萎しぼんでいく。急激に舞い上がった分、落胆も凄すさまじかった。まぁ確かに直近で関係性の変わるイベントもなかったし、距離が縮まるならもっと相応ふさわしいタイミングもあっただろうけど。

　恨みがましい視線に首を傾かしげられる。表情こそいつも通りだが服装の分、無邪気に思える。きょとん、ちょこん、って感じで。くそっ、二十九歳の小悪魔め。パンツスーツのクールビューティーがプライベートでは白ワンピだと？　殺す気か。

　だがいつまでも鼻息荒く鑑賞していられない。未練を振り払い一礼する。

「今日はお休みの日にすみません。御社の仕事とも無関係ですし、本当、図ずう々ずうしいお願いで恐縮なんですけど」

「構いませんよ。一般論として商社の話をお聞きしたい、でしたか。あまりまじまじ考えることもなかったので新鮮です」

　ワンピースの膝裏を押え、橫に腰かける。頰にかかった髪を後ろに流した。

「ただ、別に社会科見学をしたいわけでもないですよね？　よければことの背景を聞かせてもらえませんか。話の内容次第で説明する事柄も変わってくると思いますので」

　確かに。

　というかよくこんな曖昧な依頼に応じてくれたものだ。自分なら絶対怪け訝げんな顔をしていただろう。感謝の念を強めつつ口を開く。案件の詳細はぼかして現状を解説していった。

「社内競合」

　一通り話し終えると橋はし本もとは絶句した。唇を結び、考える表情になる。

「それは……なんと言うか、やりづらいですね」

　端正な顔に同情の色が濃くなる。喘あえぐような吐息が漏れた。

「御社の提案パートナーが仰おつしやる通り、複数商流には『案件獲得機会の増加』というメリットがあります。フロントが分かれれば当て馬のリスクも減りますし、経営層的には願ったりですから。ただ理屈はさておき、実際に関わる桜さくら坂ざかさん達たちのストレスは相当なもののはずです。本来同じ方向に進むはずの仲間が敵として立ちはだかってくるわけですから。しかもすぐ隣や向かいの席で、日常的に」

「……」

「大変でしたね、ずっと」

　とくんと心臓が鳴る。別に、仕事ですし、と言いかけて言葉に詰まる。改めて第三者から指摘されることで心の悲鳴が自覚された。そうだ。大変だった。なんで同僚と戦わなきゃいけないんだ？　社内のコミュニケーションを控えさせられてるんだ。当たり前の疑問が次々に湧き起こってくる。社長が無闇に案件を受けてこなければこんな思いをすることはなかった。社内の動きに怯おびえ、奔走する必要もなかったはずだ。

　橋はし本もとは眉尻を下げた。

「会社というのは家族みたいなものです。一日の大半を中で過ごすわけですから、下手な友人より濃い関係性が生まれるはずです。特に御社のようなベンチャーはその傾向が強いと思いますが、違いますか？」

「いえ」

　違わない。室むろ見みや梢こずえ達たちのいない日常などもはや考えられない。公私を問わず、彼かの女じよ達たちの存在は生活の一部になっていた。

「私は」

　と橋はし本もとが言葉を重ねる。

「スルガシステムという会社が嫌いではありません。全ての社員が互いの人となりを知り、同じ方向に走り続けている。ある意味、私が所属したかった組織の理想型、そのものですから」

「……」

「だからこそうかがいます。桜さくら坂ざかさん。そこまでして室むろ見みさん達たちと戦わなければいけないんですか？　これ以上、社内の関係を悪化させることが怖くないんですか」

　真摯な眼まな差ざしだった。

　業者とクライアントの立場を超えて気遣われている。心の底から思いやられている。

　じわりと胸が痛んだ。常識的に考えればこんな内うち輪わ揉もめに第三者を巻きこむべきではない。どちらが勝っても橋はし本もと課長は後味の悪さを覚えるだろう。本当に肩入れしてよかったのか、手を出すべきだったのかと悩み続けて。

　だが。

　だが、それでも。

「怖くない……と言ったら噓うそになります」

　まっすぐに彼女の目を見つめ返した。

「自分の行動が大切な何かを傷つけているのかも。現在進行形で取り返しのつかないことをしているのかも。そう思ったことは何度もあります。今のまま進めば勝っても負けても社内の雰囲気をぶち壊すんじゃないかって」

「だったら」

「でも中ちゆう途と半はん端ぱに終わるのはもっとまずい気がするんです。結局何も白黒つかなくて上うわっ面つらだけ元の関係に戻る。それは多分現状維持じゃなくて後退なんです。問題から目を逸そらして過去の幻影にすがっている。誰もどこにも進んでいけていない」

「進む」

　そう。本案件の話だけではない。自分は判断しなければならなかった。エンジニアを続けるか別の道に向かうか。人生の岐路を前に残された時間は少ない。己が全霊の生み出す結末を、しっかりと見極める必要があった。室むろ見み立りつ華かに育てられた一年がどう評価されるのか。自分と彼女がぶつかり合いの末、どこにたどりついたのか。そこを明らかにして初めて次の進路を選ぶことができる。

「……分かりました」

　ややあって橋はし本もとはうなずいた。張り詰めていた空気が緩む。

「桜さくら坂ざかさんは変化を恐れていないんですね。いえ、どんなものも永遠でないことを理解しているというか、ゆるやかに衰え続けるくらいならオールオアナッシングの覚悟で前進すると。そういうことですか」

「まぁ、青臭い考えというのは重々承知していますけど、ええ、仰おつしやる通りです」

「了解です」

　感慨深げに言ってうつむく。柔らかな黒髪が頰をなでた。

「では老婆心はこのくらいにしておきましょう。あまり時間もないようですし本題に入りますか。訊ききたいのは商社が望むＩＴサービス、キラーコンテンツについてですよね？」

「はい」

　キラーコンテンツ。つまりＳＤＮに代わりイグゼク・ソル社の提案の肝になるものだ。

　できれば他ＳＩｅｒがまだ認識していない、未知の需要が望ましい。ユーザー企業の一員だからこそ思い当たる節があるのではと期待していた。

「実現できるかどうかは一旦気にしないでください。とにかく不便に思っていること、できればいいなと考えているものがあれば教えてほしいんです」

「潜在的なニーズということですね」

　橋はし本もとは親指と人差し指で顎を挟んだ。心もち目を伏せて考えこむ。

「いくつか心当たりはあります。……が、正直本件の参考にはならないと思います。桜さくら坂ざかさん達たちがどうこうというより今回のＲＦＰの性質的な問題です」

「？　どういうことですか」

「ＩＴ投資には大きく分けて二種類あります。主にユーザー視点の考え方ですが、攻めのＩＴと守りのＩＴと呼ばれるものです。聞いたことはありますか？」

　む。

　あるような、ないような。

「……すみません、ちゃんとは理解できていないと思います」

「攻めのＩＴはビジネスモデル変革やサービス革新に使われるもの、たとえばビッグ・データやＩｏＴのことです。これらはかつての組織・テクノロジーでは難しかったことを実現します。たとえばＧＰＳ付き携帯の動きから渋滞情報をアップデートする。たとえば数億人の検索履歴からトレンドを見極めるなど」

「ああ」

　確かにどちらもＩＴなしでは実現できないものだ。数億人に趣味・嗜し好こうのアンケートを取るなど不可能だし、道路の渋滞状況を人目で監視し続けることも難しい。両者とも検索エンジンやＧＰＳスマホが普及したからこそ現実化した話だ。

「反対に守りのＩＴは既存の業務を効率化するものです。手で行っていた帳票処理を自動化する、電話でやっていたサポートをウェブ化する。形態こそ様々ですが要はコスト削減です。一千万円のシステム構築で月々百万円の人件費が不要になる。十ヶ月で投資を回収し、以降はコストメリットを享受する、という具合ですね」

　こちらも理解しやすい。何度も業務で見てきたパターンだ。人手をＩＴに置換、既に自動化された仕事はより費用対効果の高いシステムに載せかえる。パフォーマンスアップにより競争力を向上させ業務のスピードを上げていく。

「さて桜さくら坂ざかさん、今回のＲＦＰはどちらに当てはまると思いますか？」

　攻めか、守りか。

　いや、考えるまでもないか。

「守り、ですね」

　既存システムの統廃合。実現手法はともかく今までの業務を変えることはない。いや、むしろ変えないことこそ重要だ。なるべく低コストに、シームレスに新旧の組織を結びつけていく。

　橋はし本もとはうなずいた。

「インフラ提案は守りの投資です。より安く、より高速なネットワーク・ハードウェアを手配する。必然、コンペに参加するベンダーも単純な価格の叩たたき合いに終始しがちです。機能面や使い勝手で独創性を発揮しづらい」

「ああ」

　言わんとすることが分かってきた。橋はし本もとがなぜ歯切れ悪そうにしているのかも。

「御社にとって潜在的なニーズはある。ＩＴに対する期待もある。でもそれは攻めのＩＴ投資で実現するもの。守りのＩＴ投資、つまり今回のＲＦＰの範囲ではないということですね」

「ええ」

　申し訳なさそうにうなだれる。両の目に沈痛な光が宿っていた。

「通信機器もサーバーも回線も、言ってしまえば誰でも買えるものです。おまけにユーザーが認識するのはその上で動くアプリやサービスで、インフラではありません。もう少し提案範囲が広がってくれないと一発逆転の策は練りづらいと思います」

「なるほど」

　そもそもの質問に無理があるわけか。建築資材の仕入れがミッションなのに、どんなモデルハウスが魅力的ですか？　と訊たずねているみたいな。

　己の無思慮を恥じて沈黙する。くそっ、こんな内容、普通に考えれば分かることじゃないか。わざわざ橋はし本もと課長の時間を無駄にして、申し訳なさすぎる。

　橋はし本もともまた気まずそうな様子だった。表情こそ乏しいものの、うつむきがちになっている。

「インターネットみたいに革新的な技術が出れば、また話は別でしょうけどね。今のインフラビジネスでは地道にコストを削り、ナレッジを積み上げていくしか」

　……。

（ん）

　溜ため息いき交じりの言葉に引っかかる。

　なんだ。今の話、おかしくないか？

　何を変だと感じた。奇妙に思った。インターネット、技術、革新的。……革新？

「桜さくら坂ざかさん？」

　橋はし本もとが心配そうにのぞきこんでくる。

「どうしました。気分でも悪いんですか」

「いえ、大丈夫です。大丈夫ですけど」

　新たな通信手段、接続方法、ニーズ、既存サービスとの差別化。

　差別化。

　そうか、分かった。どこがおかしいのか、何に違和感を覚えたのか。

「橋はし本もと課長」

　と顔を向ける。

「インターネットって何が新しかったんですか？」

「え？」

「だってコンピュータとコンピュータを繫つなぐ技術なんて、インターネット以前にもいっぱいあったじゃないですか。たまに案件で見かけますけどトークンリングとかＳＮＡとか、個人用ならパソコン通信だって存在していたわけですし。でもそれらは衰退してインターネットだけが爆発的に普及した。同じインフラなのに何が違ったんですか？」

　橋はし本もとは虚を突かれた顔になった。

「言われてみれば」

　細い顎を引いて考えこむ。

「オンラインで各種情報にアクセスできるのは、別にインターネットの専売特許ではありませんね。ビデオテックス、ＶＡＮ、双方向型ＣＡＴＶ。具体的なサービス名ではキャプテンシステムなんてのもありましたし」

「はい」とうなずき返す。

「全部コンセプトは同じだと思うんです。離れたところの端末を繫つないでデータをやりとりする。ある意味、枯れたニーズに対して一つのサービスだけが守りの投資の枠を飛び越えた。誰もが先を争い接続し、回線帯域を広げていった。ただのネットワーク、通信インフラにもかかわらずです」

　言葉に熱がこもる。八方塞がりの状況に、わずかだが光が感じられた。正体は分からない。だが進むならこちらだと直感が告げていた。この違和感を突き詰めろ。引っかかりの理由を探れ。そこに全ての突破口がある。

「Standardization」

　ややあって橋はし本もとが言った。

「え？」と見返すと彼女は顔を上げた。

「スタンダーディゼーション、標準化のことです。肝はそこかもしれません」

　表情が引きしまっていく。

「以前のネットワーク規格はベンダーに閉じていました。自社サービスに繫つなぐための専用装置・プロトコルを用意させる、他メーカーの機器は一切接続させない、そういう囲いこみが当然だったんです。だけどインターネットでは仕様が公開され誰もが繫つなげるようになった。そうして様々な人や企業が参加し、やがて繫つながないこと自体が『不利』と見なされるようになった。だからみんなお金をかけてでも接続環境を整えようとした」

　繫つながないこと自体が……不利。

　売りこむのではなくユーザー自身からその環境に入ってきたいと思わせる。

　事実上デ・フアの市場クト・モ独占ノポリー──

「そう……か」

　脳裏に貝かい塚づかの資料が浮かぶ。サービスやベンダー名の列記されたパワーポイントが。

　なんだ、とっくに答えは見えていたじゃないか。個々のパーツではなく全体像を見据えた上でのアプローチ、戦略が。

　閃ひらめきを検証、論旨に穴がないことを確認する。鼻息も荒く橋はし本もとに向き直った。

「ありがとうございます、橋はし本もと課長。方向性が見えた気がします」

「今の話でですか？」

　きょとんと見返される。確かに、標準化が突破口とか言われてもなんのことやら分かるまい。だが検討の背景を全て明かすわけにもいかなかった。申し訳なく思いつつ頭を下げる。

「すみません。案件の詳細は話せないので、きちんと説明できないんですが、とにかく参考になりました。これでなんとか戦えそうです」

「はぁ」

　狐きつねにつままれた様子で首を傾かしげられた。

「よく分かりませんが、お役に立てたなら何よりです。室むろ見みさんに勝てそう……ということですか？」

「少なくとも勝負の土俵には乗れると思います」

　橋はし本もとは頰を緩めた。ワンピースの裾を揺らして一礼する。

「分かりました。後悔のない戦いができることを祈ってます。どちらが勝っても意義ある経験になるように。よければ全て終わったあと三人で食事にでも行きましょう」

「はい、もちろんです」

　言ってベンチから立ち上がる。

「じゃあ行きますね。このお礼はまた改めて」

　手を振る彼女に会え釈しやくして駅に向かう。携帯を取り出し関係者に招集メールを投げ始めた。

　梅うめ林ばやしさんと、Ｍ本もとさんと、あとは……一応次じ郎ろう丸まるさんにも送っておくか（怪け我が人にんだが）。資料は準備しておくので月曜朝一に打ち合わせさせてください、と。

　送信ボタンを押しつつ、ふっと我に返る。

　待った。ちょっと待った。

　話の流れ的に引き揚げてしまったが、自分、橋はし本もと課長にすごい失礼な対応をしていないか？　わざわざオフの日に呼び出して、解決策を見つけた瞬間さよならとか、あんまりだろう。せめてお茶くらいご馳ち走そうするのが筋というものだ。

　慌てて振り向くも車道の向こうに人影はない。もう帰ってしまったのか。今更ながらの罪悪感に襲われていると携帯が震えた。液晶画面に新着メッセージが現れている。

『お礼は甘い物がいいにょー☆　今度会った時はたっぷりお話しさせてね！　楽しみにしてマス☆（敬礼）　はしもと』

（あはは）

　額を押える。

　まったく、かなわないな。外見は冷血、内面は熱血、しかしてその素顔は意外なほどお茶目。本当にややこしい、いつも通りの橋はし本もと課長だ。だがこんな時だからこそ、彼女の揺るぎなさはありがたい。周囲がすごい勢いで変化していく中、自分の立ち位置を思い出すよすがになる。

『なんでも好きなもの、おごりますよ』

　ためらいなく書いて返信する。語尾に☆をつけかけたのは、彼女の茶目っ気が移ったせいかもしれなかった。







[image: レイヤー２]







「僕らの提案を商社向けＩＴインフラのスタンダードにします」

　開口一番ぶち上げると、居並ぶ面々がぽかんとした顔になった。

　橋はし本もと課長との会話から二日後、朝一番で九段下のイグゼク・ソル本社に赴いている。同席者はＭ本もと、梅うめ林ばやし、次じ郎ろう丸まるの三人だ。次じ郎ろう丸まるは足首に包帯を巻き、椅子に松まつ葉ば杖づえを立てかけている。全員、突然呼び出されて何がなんだか分からない様子だ。

「商社向けのスタンダード……だと？」

　梅うめ林ばやしが皆の疑問を代弁するように言った。

「いきなりどういう話だ。僕らは今、方々から梯はし子ごを外されて回線一つ、まともな値段で仕入れられなくなってるんだぞ。なのにスタンダードだと？　議論の順序が違いすぎだろう」

　的確な指摘に「はい」と答える。視線をまっすぐに受け止めて。

「確かに、今の僕らは自じ分ぶん達たちの足下さえ固められてない状態です。ただ、あえて大上段な話から入ったのには理由があります。まずはそこを説明させてもらえますか」

「……聞こう」

　梅うめ林ばやしは渋面で椅子にもたれかかった。足を組み唇を引き結ぶ。

　視線を巡らす。他に質問がないことを確認してから説明を始めた。

「ＩＴ投資には大きく分けて二種類あります。ここにいる方ならご存じでしょうが『攻めのＩＴ』と『守りのＩＴ』と呼ばれるものです。前者は新規ビジネス実現、後者は既存業務の効率化を目的とします。攻めであれば将来性を加味した投資ができますが、守りの場合はどうしても既存費用ありきの判断になる。つまり提案の善よし悪あしよりは、いかにコストをかけないかが重要なわけです。技術も体制もあくまで費用削減のための手段、どれだけ先進的なテクノロジーを使おうと値上がりしたらなんの意味もない。ですよね？」

　目だけの肯定が複数、返ってきた。

「今回の赤あか城ぎ・神楽かぐらインフラ統合はまさに『守りのＩＴ投資』です。普通に考えれば一円でも安く、一手間でも少なく実現することが必要です。だとすれば今の僕らに勝ち目はありません。何せコスト削減の柱だったＳＤＮが消滅し、回線費用も割高になっているんですから。少々工夫したところで瑞みず穂ほ・スルガのフルチューン・システムには敵かないません。いいとこ二番手につけられれば御の字でしょう」

「だから他のディスカウント手段を探ろうって話だろう？　うちのプライベートＳＤＮに代わるコストダウンの柱を」

「いいえ、だめです。だって僕らの敵はＪＴ＆Ｗの上層部を動かせるような相手なんですよ？　一つや二つ代案を見つけても、また政治力で潰されるだけです。だから根本的に考え方を改める必要があります。顧客にとっての今回の投資の意味を丸ごと変えてしまわないと」

「投資の意味を……変える？」

　Ｍ本もとが異国の言葉のように繰り返した。

「ど、どういうことですか」

「新ビジネスの立ち上げかコスト削減か。投資の目的を二つに決めつけるから話が行き詰まるんです。世の中にはもう一種類、企業が投資するシーンがあるはずです。いいですか。たとえば僕らはなぜ会社にメールアドレスを持たされているんですか？　他の連絡手段をメインにしない理由はなんですか？」

　Ｍ本もとはまだきょとんとしている。

　あ、と次じ郎ろう丸まるが喘あえいだ。刮かつ目もくして身を乗り出す。

「世間一般の連絡手段がメールだから？　ＳＮＳやページャーがどれだけ便利でも、メールほどは広く普及していない。だからどの会社もお金をかけてメールサーバーを導入する。コスト削減でも新規事業目的でもない。あくまで世間一般の標準に追いつくための投資」

「その通りです」

　力強くうなずく。

「業界スタンダードに追いつくためなら、企業はたとえ予定外でもお金を払います。なぜなら標準に準拠しない結果はゼロではなくマイナスだからです。勝負の土俵に乗るためにも会社は様々な規格・認証に投資し続けないといけない。そうしたスタンダードの一つに僕らの提案を乗せられれば」

「向こうから買いに来てくれる、売り手と買い手の立場が逆転する、ってわけか」

　梅うめ林ばやしのつぶやきにＭ本もとが「え、え」と目をしばたたかせた。

「そ、そんなにうまくいくものですか？　だってサービスを選ぶのはユーザーですよ。ただの情報システムが『スタンダード』ってラベルをつけただけで引く手あまたになるとは、とても思えないんですが」

「確かにな」

　梅うめ林ばやしは眉根を寄せた。

「たとえば今回、僕らの提案が無事通ったとする。その評判が業界に広まりトップシェア獲得、だからスタンダードになって大名商売。これなら分かる。一流の商社ならイグゼク・ソルのサービスを入れるのが常識ですよ。どうぞ買いにきてください、値切りは一切しませんってな。だが今回は違うだろう。僕らの提案にはなんの実績もない。むしろこれから築いていくところだ。そんな状況でスタンダードを名乗ったところで見向きもされないぞ」

「はい。ただ実績がなくても選ばざるをえないものってありますよね？　業界を挙げて作られた通信手順、データフォーマットとか。各社バラバラにやっていると非効率だから一つの仕組み・標準を決めていこう的な話とか」

「全銀手順みたいなものをイメージしているのか？　あれは日銀やメガバンクの強力なリーダーシップがあったからできたもんだ。一企業の枠でどうこうできる話じゃない。こう言っちゃなんだが、イグゼク・ソル・クラスの会社がどれだけ声を上げたところで──」

「誰がこの話を一企業でやると言いましたか？」

　語気を強める。息を吞のむ梅うめ林ばやしからＭ本もと、次じ郎ろう丸まるに視線を走らせた。

「やるなら有力ＳＩｅｒをまとめ上げて、上流から下流までひっくるめたソリューションを提供します。インフラはあくまで一部、アプリ・サービス・サポート体制まで垂直統合されたスキーム。競合が一社や二社出てきても、びくともしない体制」

　──ワン・アンド・オンリー・ソリューションです。

　高らかに言い切ると今度こそ全員が呆あつ気けに取とられた様子になった。

　そう、答えは最初から見えていたのだ。ビジネスの主導権を受注者側が握るにはサービスの標準自体をコントロールするしかない。だからＮＢＬは関係各社をまとめ上げて、ターゲット業界ごとのベストプラクティスを作り出した。客の選択肢を狭め、容易に競合が参入できなくした。そうした動きに対抗するには個々のプロダクトを突き詰めても仕方がない。必要なのは対抗軸となる業界スタンダードだ。あの巨鯨に太刀打ちできるだけの強力無比なＳＩアライアンス。業界団体。

　そして協業の箱さえできあがれば、他の業者も勝ち馬に乗ろうとする。回線はもちろん、ＳＤＮだって二つ返事で出してくるはずだ。自じ分ぶん達たちが持っている個別の悩みなど一瞬で吹き飛んでしまうに違いない。

「待て、ちょっと待て」

　狼ろう狽ばいも露あらわに梅うめ林ばやしが身を乗り出した。眼鏡の奥の目が混乱している。

「さっきから聞いていると、君、話を大きくするばかりで全然僕らの疑問に答えていないぞ。だからそうした構想を実現するための政治力がどこにあると訊たずねているんだ。スルガか？　アルマダか？　それともまだ僕に何かの調整力が残っていると思っているのか」

「いいえ」

「だったらどこを頼るつもりだ。相手は国内最強ベンダーのＮＢＬだぞ。奴やつらを敵に回して戦える企業なんてありゃしない。君自身がさっき言った通り、半はん端ぱなベンダーが名乗りを上げても潰されるだけだ。圧倒的な組織力・政治力に跳ね返されるだけ、違うか？」

「違いません」

「だったら」

　詰め寄りかけた梅うめ林ばやしを制す。一呼吸置き、うなずいた。

「確かに今の日本にＮＢＬ以上のＳＩｅｒはいません。他のどの会社を旗頭に担かつごうと彼らを上回る信頼は得られないでしょう。ですが」

　声音を鋭くする。

「それはあくまで日本国内の話です。海外まで視点を広げれば状況は変わってきませんか？」

「海外……外資か？」

　まじまじと見返される。梅うめ林ばやしは渋面のまま考えこんだ。

「確かに、ワールドワイドならＮＢＬ以上の会社はいくつも存在する。ビジネスパートナーの数も桁違いだろう。だが、こんなデカい話、どこに持ちこむ。悪いが僕にそんな当てはないぞ。君にはあるのか？」

「いえ？」

　自分の数少ないキャリアで付き合ってきたのはほとんど日本企業だ。外資の、しかも超大手ＳＩｅｒとのパスなどあるはずがない。

「でもパスを持っていそうな相手なら知っています。僕らの事情を承知し、必要な人脈とネットワークを兼ね備え、ついでに協力するモチベーションもありそうな人が」

「そんな都合のいい人間、いるはずが──」

「いますよ。それも比較的すぐ近くに。ね？　次じ郎ろう丸まるさん」

　にこやかに笑いかけてウィンクする。次じ郎ろう丸まるは「え？」とまばたきした。

　周囲の視線が集まる。沈黙の帳とばりが降りる。彼女は混乱も露あらわに一拍置くと「え？」と首を傾かしげた。




　高級ホテルを思わせるエレベーターを昇り切り、目的階に到着する。マホガニー調の廊下がホールの左右に延びていた。淡い照明がカーペットにオレンジの光を落とし、壁かべ際ぎわにはヤシ科かの観葉植物が設置されている。静かだ。人の姿は見当たらず話し声も聞こえない。荘そう厳ごん極まりない雰囲気。空気自体が気品を持ちよそ者を拒否している。

「まさか本当に相談に乗ってくれるなんて」

　次じ郎ろう丸まるはまだ信じられない様子だった。口元に手を当て考えこんでいる。

「すごく忙しい人なんですよ？　リーダークラスだって一ヶ月前に予定を押えないと会ってもらえないんです。もちろん曖昧な話は絶対にＮＧ、具体的な資料とコスト試算の準備は必須なのに、こんなざっくりした相談を、しかも今すぐ受けてくれるなんて」

「実は意外と余裕あるんじゃないですか？　みんなが遠慮して及び腰になってるだけで、普段はお茶を飲んでるだけとか」

「桜さくら坂ざかさん！」

　真顔で詰め寄られた。小ぶりな鼻の両脇に皺しわが寄っている。いつもの能天気さが噓うそのように険しい顔になっていた。

「仲介した私の立場もあるんですから！　あんまり不ぶ躾しつけな言動は慎んでください。今みたいな発言、絶対打ち合わせの場でしないでくださいね！」

「え、ええ、はい」

　随分ピリピリしている。下手に反論しない方がよさそうだ。というよりあえて注意されずとも遠慮するのが当然と言える。自分のいる場所はおよそ通常の手段で来られるところではなかった。

　アルマダ・イニシアティブ本社、四十一階エグゼクティブ・フロア。異能の精鋭集団の中枢にして心臓部。部外者はおろか、アルマダの社員さえ容易に入れない領域。

　無言で歩いていくと両開きのゲートにたどりついた。次じ郎ろう丸まるが深呼吸して内線を取り上げる。到着の意を告げるなり、ロックが解除された。秘書と思おぼしき女性が出てきて丁寧に会え釈しやくしてくる。

　次じ郎ろう丸まるは硬い表情で向き直ってきた。

「私はここまでです。桜さくら坂ざかさんと二人で話したいと聞いてますので、一旦自席に戻ります。用件が終わったら携帯に連絡してもらえますか」

「はい」

「健闘を祈ります」

　小さくうなずいて秘書を見る。まだ不安そうな次じ郎ろう丸まるを残してゲートの中に入った。前室なのだろうか。こぢんまりしたスペースに受付カウンターや飾り棚が設しつらえてある。棚にはいくつものトロフィーや表彰盾が飾られていた。

　鼓動の高なりを感じながら秘書の背中に続く。彼女は部屋の奥にたどりつくと扉をノックした。

「スルガシステム、桜さくら坂ざか様です」

　扉が開くなり陽光に眩げん惑わくされた。広い窓の前に細身の男性が立っている。高い額と落ちくぼんだ眼がん窩か、ブロンドの巻き毛と青い瞳。

　男はゆっくりと向き直ってきた。抜けるような青空を背に両手を広げる。

「よく来たね。業なり平ひらの案件以来かな」

　アルマダ・イニシアティブ社長、チェスター・ローズは流りゆう暢ちような日本語で挨拶した。

　秘書が一礼して引き揚げていく。背後で扉の閉まる音が響いた。

「座ってくれ。悪いが三十分しか時間が取れない。早速本題に入ろう」

　応接用のソファーを勧められる。ガラステーブルを挟んで向かい合わせに腰かけた。

「赤あか城ぎ・神楽かぐらの件で私に協力できることがあると聞いたが」

「はい」

　概要は既に次じ郎ろう丸まるから共有済みと聞いている。なので詳細は省きキーワードを中心に話していった。商社業界をターゲットにしたＩＴシステム標準の必要性、ＮＢＬに対抗可能なアライアンスの意義、そしてその中核となりえるグローバル企業の不在について。

「なるほど」

　ローズは静かにうなずいた。

「話の筋は通っている。で、君は一体私に何を期待しているのかな？　周囲からどういう噂うわさを聞いているのか知らないが、今の私はしがないベンチャー企業のトップだ。君の描いた絵図には随分力不足な存在だと思うがね」

　うかがうような視線で質ただされる。首肯を一回、冷静に言葉を選び回答を続けた。

「確かに、アルマダ・イニシアティブの社長という肩書きにＮＢＬクラスのパワーはありません。常識で考えれば企業規模に見合った政治力や交渉力のみ期待するべきでしょう。ですがローズ社長。あなたにはもう一つタイトルがあるはずです。世界最大規模のコンピュータ・メーカー、アトランタコンピュータＡＣの元日本支社長という肩書きが」

　そう、五ヶ月前の江え古ご田た建けん設せつ案件で藤ふじ崎さきから教えられた。この哲学者めいたアングロサクソンの男性こそ、ＰＣ市場の覇者を統すべるエグゼクティブの一人だったと。古巣を出たあとも圧倒的な人脈と影響力を維持していると。

「ＡＣは、一般ユーザー向けはもちろん、エンタープライズ市場でも大きなシェアを持っています。サーバーやネットワーク機器、その上で動くソフトウェア、監視システムなど、フルラインナップのプロダクトを全世界規模で提供している。ＮＢＬの対抗軸には十分すぎる存在だと思いますが」

「私にＡＣを口説けと言っているのか？」

　静かに問い返された。

「日本国内の、しかもわずか一案件のためにＡＣ本体を動かせと」

「一案件じゃありません。これは総合商社という売上高数十兆円クラスの業界を押えられるかどうかの分ぶん水すい嶺れいです。ＮＢＬの座組が完成すれば金輪際、他のＳＩｅｒはこの業界に入りこめなくなる。逆に今、対抗スタンダードを打ち立てられれば、半永久的に商社向けのビジネスを継続できます。色々調べてみましたが日本の商社は世界でも有数の規模です。ＡＣに相談を持ちかけても、無下にされることはないと思いますが？」

「……」

「今回の件はアルマダにとっても過去最大のビジネスになるはずです。使える人脈を全て使っても攻める価値があるとは思いませんか。勝負に出てもいい話だと思いませんか」

　強い口調で言い切るとローズは微笑した。あくまで泰然とした様子で熱気を受けとめる。

「Ｓｏｇｏ－Ｓｈｏｓｈａは日本経済の柱だ。それを業界丸ごと外資に受け渡すのかい？　桜さくら坂ざか君、君に愛国心の類いはないのか？」

「ＩＴはお客さんの生産性を上げるためのものです。それが果たせるなら国籍なんて関係ありませんよ」

　胸を張って見返す。

「だいたいＴＣＰ／ＩＰもＷｉｎｄｏｗｓもＬｉｎｕｘも全部、海外の技術でしょう？　よいものなら手当たり次第に取り入れて利用してきたのが日本企業です。今更国粋主義を気取ってどうするんですか」

「違いない」と笑ってローズはソファーにもたれかかった。鼻から息を抜き、真顔になる。

「正直なところ相談先は分かっている。どういう持っていき方をすれば彼らの検討対象になるかもな。──だが」

　切れ長の目がすぼまった。

「私の名前はＡＣに対するフリーパスではない。過去の信用や貸し借りで、たまたま一定以上の関係性を保てているだけだ。一度でもミスをすればまたたく間に切られる。私を構成するパワーの一つが失われる」

　声音に冷気が宿る。刃のような眼光が虚飾を切り裂かんとする。

「君が要請している協力とはそういうことだ。桜さくら坂ざか君。どこまで理解した上でこの場に臨んだ？　私の力を使おうとした？　教えてくれ。君は一体どんな覚悟で私や私の社員達たちをゲームの賭け金に使おうとした」

　息が苦しい。圧倒的なプレッシャーに目を逸そらしたくなる。プレイヤーではない、経営者ならではの凄すごみが襲いかかってきた。社員や株主、取引先、様々なものに責任を持つ者だけが持つ迫力。

　そういえば以前も同じことがあった。ＳＲＧ４６の提案に社長のコネクションを使おうとした時だ。『バグだ仕様だなどという言い訳は一切きかん。そこまで覚悟した上で君らは私の人脈を使おうとしているのか？　会社の信用を預けろと言っとるのか』

　あの時、自分はすくんでしまった。心をくじかれ諦めかけた。だが他でもない、室むろ見みが叱り飛ばしてくれた。しっかりしろ、ここが勝負所だ。逃げるんじゃないと。

　……。

　今、隣に彼女はいない。背中を押してくれる先輩はいない。だから一人で決断しなければならなかった。進むも戻るも全ては己が責任で。

「ローズ社長」

　呼吸を整える。視線の強さに焼き尽くされないよう、背筋を伸ばして。

「既に僕は日本最大のＳＩｅｒを敵に回しています。彼らを倒す以外に、エンジニアとして生きる道はありません。覚悟という意味なら他の誰よりも持っています。逆に言いましょう。今の状況で御社を勝たせられる人間は僕以外にいません。ＮＢＬに勝負を譲るか、僕に賭けるか、二つに一つです」

　胸を押える。天に宣誓するように、高らかに告げた。

「これは投資です、ミスター・ローズ」

　静寂が満ちた。ローズは押し黙っていたが、ややあって携帯電話を取り出した。液晶画面を操作し、どこかに電話し始める。

「Yes……It's been a long time,sir. Could I have a minute of your time?」

　早口の英語が社長室に響いた。社名や人名と思おぼしき単語が切れ切れに現れる。二、三分ほど話した後、ローズはうなずいた。

「……Thank you for your concern. Bye」

　携帯を耳から離す。細い顎をもたげ向き直ってきた。

「一つ、テストをしよう。ミスター・桜さくら坂ざか」

　碧へき眼がんが光を孕はらむ。

「まず私とＡＣの看板だけ貸す。それでこの座組にのるＳＤＮ事業者を見つけてみたまえ」

「ＳＤＮ事業者……ですか？」

　メーカーでも通信会社でもなく単一サービス事業者の指定。ピンポイントな依頼に眉をひそめる。

「君きみ達たちの提案の肝はＪＴ＆ＷのプライベートＳＤＮだろう。あれがなくなって平気なほど気安い勝負ではあるまい。ならばまずは自じ分ぶん達たちの武器を取り戻してみたまえ。それさえ覚おぼ束つかない相手を私はビジネスパートナーに認められない」

「でも、ＪＴ＆ＷはもうＮＢＬに取りこまれて」

「通信会社は彼らだけじゃあるまい。私のリクエストは、かつて君きみ達たちが持っていた強みと同等のものを準備することだ。協業相手は限定しない」

　ローズは手を組んだ。あくまでリラックスした姿勢のまま静かに宣告する。

「期限は一週間、その間に進展がなければ今回の話はなかったことにする。決断したまえ。この条件でディールするか、否か」

　ごくりとつばを飲む。

　明確な期限と条件に不安がよぎる。だがどのみち断れる立場ではなかった。取り得る選択肢がない以上、悩むだけ時間の無駄だ。

「はい」

　と応諾する。

「了解しました。必ずご期待に添ってみせます」

　ローズは口元をほころばせた。立ち上がり手を差し伸べてくる。

「私の名前とＡＣのブランドを君に預ける、使いこなしてみたまえ」

　握りしめた掌てのひらは意外なほど温かかった。




　梅うめ林ばやしが頭を抱えていた。

　午後一時、ＪＴ＆Ｗ丸の内オフィス近くのシアトル系カフェだ。買ってきたコーヒーに手もつけず、ベビーフェイスの営業は机に突っ伏している。先ほどから何度も「馬鹿じゃないのか」「馬鹿じゃないのか」と繰り返していた。

「ええっと」

　次じ郎ろう丸まると顔を見合わせてから、声がけする。腫れ物に触るように恐る恐る。

「ひょっとして梅うめ林ばやしさん、怒ってます？」

「呆あきれてるんだ！」

　握り拳が机を叩たたく。周囲の非難の視線をものともせず犬歯を剝むき出だしにした。

「進捗を共有したいというから来てみたら、ＡＣの看板を借りてきた？　アライアンス先のＳＤＮ事業者を見つけてこいと言われただ？　一体どこから突っこんだらいいんだ。おまけに期限は一週間、うちのサービスと同等のものを探せと来た。出で鱈たら目めにもほどがあるだろう。二人で来る途中、一度でもおかしいと思わなかったのか？　え？」

　視線を向けられて次じ郎ろう丸まるは目をぱちくりさせた。「んー」と首をひねり。

「いえ、思ったより穏当な結果になってよかったなと」

「同類か！」

　梅うめ林ばやしは荒い息を吐いた。「もういい」と苛いら立だたしげに髪を搔かき混まぜる。

「ったく、際限なしに話を大きくしやがって。たった一つの案件にどれだけ人の稼か動どうを注ぎこむ気だ。今後君らからの引き合いは全て有償対応にするからな。覚悟しておけよ」

　ぶつぶつ言いながらも座り直す。細い眉を片側だけもたげた。

「で？　次のアクションは。何かしら考えては来たんだろう」

「はい。……と言いたいところですが」

　スマホをテーブルに置く。メモ帳の画面を見えるように表示した。

「移動中に『ＳＤＮ・サービス』で検索した企業をリストアップしたものです。数だけならたくさんありますし、ＡＣの名前を出せば興味は持ってくれると思うんですけど」

「ふん」と鼻を鳴らされた。

「どこもパブリックＳＤＮばかりだな。イグゼク・ソルと同じ、プライベートＳＤＮを出せそうな会社は一つもない」

「ええ」

　インターネット経由で制御システムと個別のネットワーク装置を連携させるのがパブリックＳＤＮ、対してプライベートＳＤＮは、セキュリティ確保のため制御システムを閉域網の中に置く。必然、ネットワーク装置の属する網ごとに接続回線を準備する必要があった。コストメリットの低いこの方式をあえて採用するサービス事業者はまずいない。仮にいても、膨れ上がった費用はそのまま客に転てん嫁かされるだろう。

「ＪＴ＆ＷうちがプライベートＳＤＮを安価に出せるのは、通信事業者として国内全ての回線を提供しているからだ。もともと自社設備内に各網の接続ポイントを持っているので、既存のパブリックＳＤＮを裏側で繫つなぎこめる。既にあるものを最低限の変更で組み合わせられるわけだ。同じ理屈で考えるなら、同等のサービスを提供できるのは回線事業者のみ。だが」

「ＩＴＴＵもネットエフェクトも新規にＳＤＮ網を作れる余裕はない、ですよね」

　次じ郎ろう丸まると病院で交わした話を思い出す。

　新興通信事業者である彼らは、設備更新のタイミングが遅れている。わずか一案件のためにＳＤＮ向けのインフラ更改はしないという分析だった。

「ただ、今の僕らにはＡＣの看板があります。これを持ち出せば話が違ってくるんじゃないですか？　特に現状ではＮＢＬ・ＪＴ＆Ｗの共闘が見えているわけですし、競合他社も危機感を持つと思うんですが」

「ああ、持つだろうな」

　梅うめ林ばやしは皮肉な笑みを浮かべた。

「そして諸もろ手てを挙げて君の提案を受け入れるはずだ。ＳＤＮ？　お任せください、すぐ用意してみせますよ、ってな。だが全国網の更改がそう簡単に進むわけがない。案件に必要なスピード感と現実の板挟みになった現場は、おそらく様々なサボタージュを始める。たとえば実装の間に合わない機能を手作業で代替したりな。結果、首を絞められるのは運用部隊だ。ＳＥによる二次対応、つまりは君の会社のエンジニア達たちだよ」

　梢こずえさん達たちが。

　悲惨な未来予想図に慄然とする。出来損ないの運用管理システムを渡され疲弊していく現場、面目を失うローズ。冗談ではない。そんなもの絶対に受け入れられない。

　じゃあどうすれば？

　日本の通信事業者に頼れないなら、ああ、そうだ。

「外資の通信会社はどうですか。ＡＣの話と同じです。国内の事業者に相談できないなら海外まで視点を広げてみる。アメリカやイギリスの会社で日本法人を持っているところに声がけしてみたら」

「だめだな」

　にべもない否定。

「外資系キャリアの設備は主に国際回線だ。国内網はゼロか、あっても主要都市間を結ぶ程度だろう。ＩＴＴＵやネットエフェクトには及びもつかない、ましてやＪＴ＆Ｗとは比べるのも馬鹿馬鹿しいレベルだ」

「そう……なんですか」

　アイディアが途絶えて口ごもる。

　今更ながら状況の困難さが身に染しみてきた。ＪＴ＆Ｗのサービスは間違いなく規格外だったのだ。何せ専用線はおろか、個人のブロードバンド回線でもＳＤＮを利用できたのだから。およそ全てのネットワークに繫つながる機器を制御できる。

　くそっ、せめてもう少し早くローズ社長を巻きこめていたら。ＮＢＬが動く前にＪＴ＆ＷとＡＣを協業させられていたかもしれないのに。

　沈黙が息苦しい。次じ郎ろう丸まるを見ると彼女も難しい顔になっていた。さすがの怪物娘も八方塞がりというところか。

「次じ郎ろう丸まるさん」

　仕方ない。格好は悪いがローズに実情を報告するか。失望されるだろうが、出口のない迷路を進むよりいくらかマシだ。一旦立ち止まり現実的な落としどころを探る。覚悟を決めて提案しかけた時だった。

「ＪＴ＆Ｗさんって一枚岩なんですかね？」

　次じ郎ろう丸まるがぼそりと言った。

　は？　と場の全員が彼女を見る。いきなり何を言い出した、こいつという雰囲気。

　だが当の本人は気にした風もなく首をひねっている。ぶつぶつ独り言のように何かをつぶやき続けていた。

「なんだ？　うちの派閥争いを利用できないかと言ってるのか？」

　痺しびれを切らした梅うめ林ばやしが呼びかけた。横目でこちらをうかがい。

「桜さくら坂ざか君にも同じような話はされたがな、ぶっちゃけ望み薄だ。そりゃ確かに大組織だから全員の足並みが揃そろっているとは言いがたい。ただ今回は社長レベルで決まった話だ。不満に思う人間がいてもそうそう引っ繰り返せないはずで──」

「いえ、いえそういう次元の話じゃないです」

　あっさり反論を遮り、顔を上げる。ガラス玉のような目が周囲を見渡した。

「昔、とある提案で四社くらいのコンペになったんです。その時の競合がＪＴ＆ＷさんとＪＴ＆ＷソリューションさんとＪＴ＆Ｗ－ＢＢさんで、『なんだ、全部ＪＴ＆Ｗグループじゃないか！』って社内で笑い話になったんです。どう思いますか」

「どうって」

　口ごもりつつ首を傾かしげた。

「まぁ僕らと違ってグループ企業はいっぱいいるでしょうしね、コンペでぶつかることくらい普通にありえるんじゃないですか」

「普通にありえてしまうんですか？」

　妙な絡からみ方をしてくる。一体何が言いたいのか、わけが分からず質問を重ねかけた時だった。

「グループ企業……子会社」

　うわごとのように梅うめ林ばやしがつぶやく。天井を仰ぎ眉を開いている。

「そうか、うちの関連企業か。盲点だった」

「え？　え？」

　思わず見つめ直してしまった。

「なんですか、ＪＴ＆Ｗさんの関連会社が僕らの協業相手になりえるって言うんですか？　無茶でしょう。持っているインフラの規模だって全然違いますし、何より同じグループ内なら本体と同じ政治力が働くはずで」

「働かないんだ、我々のグループは」

　梅うめ林ばやしの声は力強かった。

　拳を握りしめる彼の前で次じ郎ろう丸まるがうなずく。

「ＪＴ＆Ｗさんの前身は国営の通信公社です。民業圧迫を避けるため、様々な関連法規で活動を縛られてきました。本来なら鉄道・電気・ガスと同様、ＪＴ＆Ｗさんも民営化のタイミングで各地域会社に分割されるはずだったんです。ただ通信インフラは全国一体で運営されてこそ意味がありますし、将来的な設備更改の煩雑化も懸け念ねんされました。だから彼らは自主的な資本分散・分権化に舵かじを切ったんです」

「要は現実とべき論の擦り合わせだ。分け隔ユニバてのないーサルサ公共便益ービスというお題目を営利企業でどう実現していくか、偉いさん達たちが頭を悩ませたわけだ」

　梅うめ林ばやしは紙ナプキンを一枚取り上げた。端から切り取ってテーブルに配置していく。

「地域ごとではなく事業単位で会社を分割する。子会社を作りまくる。そうして本体の規模を縮小しつつ、インフラはグループ全体で利用する。これが僕らの生存戦略だ。独占の誹そしりを避けるために各企業は可能な限りの自治権を持ち、本体といえども容易に言うことを聞かせられない。だから単一案件で複数のグループ企業がコンペなんて珍事も起こりうる。だが逆に考えればどうだ？　ＪＴ＆Ｗうちの通信網を使える会社が子会社の数だけ存在するとしたら」

　！

「プライベートＳＤＮを提供できる企業が一気に増える？」

　こくりと肯定された。

「もちろん、普通ならこんな話をグループ企業に振ったりしない。大規模投資、かつハイリスクなサービスは本体で提供するのが筋だ。だが今回はその本体が身動き取れなくなっているしな。グループ内の競合ゼロ、しかもＡＣの後ろ盾ありとくれば、絶対にどこかが食いついてくる。規模の小さい関連会社ほど山っ気も強いからな」

　梅うめ林ばやしは小鼻をひくつかせて次じ郎ろう丸まるを見た。

「しかしよく気づいたな。僕らのグループ内の力関係なんて」

　次じ郎ろう丸まるはむふぅと笑った。

「普通の企業なら親会社の意向が絶対ですからねー。同じ案件で親子が激突とかありえません。ひょっとしたらと思って、あとはウィキ○ディアからの推測です！」

「ウィキ○ディアって、君な」

　戦慄する梅うめ林ばやしを横目に頭を整理する。

　ＪＴ＆Ｗの子会社に本体のインフラを利用させて、プライベートＳＤＮを提供させる。元の提案とスペックはほぼ同等。ブランド力の低下はＡＣの看板で補って──

　いける。

　ローズのリクエストに完璧に応えられる。

　ぶるり。

（来た）

　一発逆転の予感。勝利の光明。マグマのごとき戦意が腹の底から湧き上がってくる。かつて何度も味わってきた昂こう揚よう、興奮。自分を高みに誘ってくれた感覚。

　武者震いして身を乗り出した。「梅うめ林ばやしさん」と荒い息遣いで呼びかける。

「どこかめぼしいグループ会社に顔繫つなぎしてもらえませんか。なるべく早く今の話をしてみたいんです」

「言われるまでもない」

　スマホを取り出し電話をかけ始める。何度かのやりとりの末、顔を上げた。

「アポが取れた。三十分後に品川で打ち合わせ、来られるか？」

　否などあるはずもなかった。




　太っ腹な梅うめ林ばやしがタクシーを手配して目的地に運んでくれた。

　川沿いに立ち並ぶオフィスビルの一つに案内される。没個性だが無駄のない、機能的な建物だった。テナント表示のプレートに『ＪＴ＆Ｗプログレス』の文字が確認できる。

「昔の上司が役員をやっているんだ。新人の頃、世話になってな。今でも年賀状のやりとりくらいは続けている」

　ロビーを横切りながら説明された。次じ郎ろう丸まるが興味深そうに耳をそばだてている。新人時代の梅うめ林ばやしが想像できず「はぁ」と答えた。

「ＯＪＴのトレーナーみたいな感じですか」

「そんな気安い関係じゃない。当時からもう部長クラスだったしな。折に触れて声をかけてもらっただけだ。ただかなり面倒見のよい性格でな。部下が困ってると小まめに助けてくれるんだ。回線のトラブルシュートとかＤＮＳの設定変更とか。ああ、あとTera Termマクロを組んでくれたりとか」

「……部長ですよね？」

「そういうエンジニアリングが大好きなんだよ。ま、うちの会社じゃ異端だな。なので早々に本体の出世を諦めて関連会社に出向した。当時は世捨て人でもあるまいしと思ったが……こうなると何が正解か分からんな。本体にいないからこそ大規模取引に関われるとなると」

　一瞬、悩ましげな顔を見せて首を振る。迷いを振り払うように話題を切り替えた。

「ＪＴ＆Ｗプログレスは法人向けのインフラ構築・運用に特化した会社だ。もともと黎れい明めい期きのインターネット接続・検索サービスとか、博ばく打ち的てきなサービスを提供してきたからベンチャー気質が強い。今回みたいな攻めの開発にはうってつけだろう。少なくとも無下にはされないはずだ」

　エレベーターに乗りこみ目的フロアに到着する。受付で訪問先を告げると、こぢんまりとした部屋に通された。ＪＴ＆Ｗの名を冠しているとは思えない殺風景な打ち合わせスペースだ。肩が触れ合いそうな距離で座っていると、ほどなくして扉が開いた。

「よう、久しぶり」

　開かい襟きんシャツの男性が入ってきた。

　浅黒の肌で短めの髪には緩いパーマがかかっている。年の頃は六十前後だろうか。年齢相応の皺しわはあるが、くたびれた印象はない。垂れ気味の目に強い光が宿っている。

　男は立ち上がろうとするこちらを押おしとどめ、向かいの席に座った。フランクにスラックスの足を組む。

「びっくりしたぞ、梅うめ林ばやし君。君の方からこんな話を持ちかけてくるなんて」

　口角が緩く持ち上がった。

「出世命だった君が随分と面白いことをしているじゃないか。どういう心境の変化だ？　ついにクーデターでも起こす気になったか」

「そんなのじゃありませんよ、甘あま木きさん」

　梅うめ林ばやしは憮ぶ然ぜんと答えた。

「国内最大の通信事業者たる我々がＮＢＬの振りつけで踊っているのが気に入らないだけです。ＩＴゼネコンから考える脳みそまで奪ったら何が残るんですか。僕はあくまでＪＴ＆Ｗのあるべき姿を体現しているだけです」

「愛社精神」

「そう呼びたければ否定はしませんよ。僕はＪＴ＆Ｗの一員である自分に、それなりの誇りを持っているんです」

　ぶっきらぼうに言って視線を向けてきた。

「ＪＴ＆Ｗプログレス社の常じよう務む取とり締しまり役やく、甘あま木きさんだ。今回の相談の窓口になってくれる。甘あま木きさん、こちらが一緒に提案活動をしているアルマダ・イニシアティブの次じ郎ろう丸まるさん、そしてスルガシステムの桜さくら坂ざかさん」

「よ、よろしくお願いします」

　緊張気味の一礼に甘あま木きは「よろしく」と答えた。長い顎を楽しそうにもてあそぶ。

「二人ともエンジニアか？　得意分野はなんだい。プログラミング言語なら何が使える？」

「甘あま木きさん」

　梅うめ林ばやしは弱り切った様子になった。

「趣味の話はあとにしてください。時間がないんです。もしプログレス社で今回の件を受けられないなら別の伝つ手てをたぐることになるんですから。まずは用件を話させてください」

　ほら、とアイコンタクトされる。これ以上脱線されないうちに本題に入れということだろう。慌てて背筋を伸ばした。

「で、では、僕の方から説明させてもらいます。梅うめ林ばやしさんから頭出しはされていると思いますが、まずは依頼の背景と概要をおさらいする形でいいですか？」

「うん、かまわんよ」

　フランクな応対に力づけられて話し出す。

　かいつまんだ説明に、甘あま木きは口を挟むことなく耳を傾けていた。時折、考えこむように首をひねり、視線をさまよわせる。一通り聞き終えると間髪入れず質問してきた。

「つまり私わたし達たちに商社ソリューション用のプライベートＳＤＮを作れということかな？」

「はい」

「ＪＴ＆Ｗの全回線に繫つなぎこめるようなネットワーク管理・制御インフラを構築する」

「ええ」

「ＧＵＩの操作画面や周辺ＡＰＩも含めて？」

「仰おつしやる通りです」

「ふむ」と甘あま木きはうなずいた。頰ほお杖づえを突いて肩をすくめる。

「そりゃ無理だな。意味がない」

　え。

　空気が凍りつく。愕がく然ぜんとする自じ分ぶん達たちの前で甘あま木きはにやりと笑った。

「なぜなら既に我々はプライベートＳＤＮのインフラを持っているからだ。一から作り直す理由はまったくもって存在しない」

「ど、どういうことですか」

　仰天も露あらわに梅うめ林ばやしが詰め寄る。甘あま木きはおどけた様子で手を広げてみせた。

「口で説明するより現物を見せた方が早いだろう。ついてきたまえ、わざわざ品川まで足を運んだ甲か斐いはあると思わせてやるよ」




　受付とは反対側のオフィススペースに通される。セキュリティゲートを開いた向こうに狭い廊下が続いていた。

　私服姿の社員が行き交っている。いずれもジーンズやＴシャツなどラフな恰かつ好こうだ。小脇にノートＰＣを抱え、スマホをいじっている。甘あま木きの姿を認めると気安い感じで挨拶してきた。

「正社員ばかりですね。業務委託や派遣はいないんですか？」

　次じ郎ろう丸まるの問いに甘あま木きが片眉をもたげた。

「なぜそう思う？」

「ストラップの色です。正社員は青、パートナー社員は赤、これ、ＪＴ＆Ｗ本体と同じルールですよね？」

「ははは、その通り。いちいち考えるのが面倒くさいんでね、使える仕組みは流用している。で、パートナーをほとんど使っていないというのも当たりだ。うちのプロパー比率は九割を超えている」

　甘あま木きは周囲を見渡した。

「基本的に社内にナレッジを溜ためるポリシーなんだ。技術力を育てるのは一朝一夕にはいかないからね。なるべく外に仕事を出さない」

「アルマダうちと似てますね。ＪＴ＆Ｗグループらしくない」

「跳ねっ返りの集まりだからね。代わりに、なかなか規模が大きくならない。商売下手だっていつも親会社から呆あきれられてるよ。……ああ、着いた。ここだ」

　カードリーダーの読み取り音とともに扉が開く。どうぞと促されるまま中に入った。

「う、わ」

　黒光りする柱が視界の限り立ち並んでいた。柱の中には無数の電子機器が搭載され、ＬＥＤをまたたかせている。轟ごう々ごうと響く空調の音。天井ダクトをケーブルが這はい、柱と柱を繫つないでいる。一瞬オフィスビルの中にいることを忘れそうになる。それくらい見事なサーバールームだった。ラックだけでも数十基はあるだろう。機材に至ってはどのくらいあるか見当もつかない。

「すごい」

　次じ郎ろう丸まるが悲鳴のような声を上げた。

「ハイエンドのルーターやスイッチがこんなに！　Ｆ５・Ａ10のフラグシップモデルもある。わ！　クラウドエンジンの１２８００系。初めて見た！」

　クリスマス前の子供のように目を輝かせている。放っておくと機材に飛びかかりそうだ。慌てて二の腕をつかんでいると甘あま木きが口元を緩めた。

「グループの検証請負みたいなこともやってるんだ。大してお金はいただかないが、代わりに機材を借りてナレッジは蓄積させてもらう。そのへんの機械一台でうん千万はするからね。まともに買ってると一瞬で会社が傾く。他人のふんどしでうまいこと相撲を取らせてもらってるわけさ」

「へぇ……」

　説明を受けつつ奥に進んでいく。パッチ配線用のネットワークラック、電源装置、奥行きのあるサーバーラック、色合いも大きさもバラバラな設備が左右に立ち並んでいた。目を奪われながら歩いていると、甘あま木きが灰色のオープンラックの前で立ち止まった。

「さぁ、ご覧あれ。ＪＴ＆Ｗ・ＳＤＮサービス、パイロットモデルだ」

　パイロットモデル？

　開放棚に１ｕサーバーが満載されている。十台、いや二十台はあるだろうか。メーカーも機種もバラバラで寄せ集め感は否いなめない。だが拡張スロットは余すことなく利用され、ＮＩＣのポートもケーブルで埋め尽くされている。美観や洗練さをかなぐりすてた姿には凄すごみさえ感じられた。

　梅うめ林ばやしの顔色が変わっていく。

「待ってください、ひょっとして、これは」

　甘あま木きはうなずいた。

「ああ、ＪＴ＆Ｗ本体が運用しているＳＤＮサービスのプロトタイプだよ。あれは私わたし達たちが技術実証したものをベースに作られたんだ。細かな実装はさておき、基本設計はほぼこいつと同等だ。つまりきちんとしたサーバーを準備し、中身を移し替えればすぐにでも本体と同じサービスが始められるわけさ」

　全員、言葉もなく立ち尽くしていた。目の前でされた説明が信じられない。求めていたものがすんなり見つかった事実を受け止められなかった。

「な、なんで、そうしないんですか？」

　上ずった問いに甘あま木きは顔を向けてきた。

「というと？」

「だから本体に成り代わって同じようなサービスを提供しないんですか？」

「無意味だろう」

　あっさりと肩をすくめられた。

「本体ほどのブランドもない。営業力もない。そんな会社がインフラサービスをリリースしても維持費で首が回らなくなるだけだ。だったら基礎技術の確立で儲もうけて、別の開発に投資した方がいい。我々の強みはあくまで閃ひらめきとスピード感だ。重厚長大型の産業じゃない」

「……」

「ただ今の理屈は我々が単体でサービスを提供する場合だ。他のブランド力を使えるなら話が変わってくる」

　年齢の割に頑健な身体が向き直る。垂れ気味の目が鋭くなった。

「ＡＣブランドの総合商社ソリューション、面白いじゃないか。うまくいけば国内だけでなく海外にも販路を広げられる。紛まごうことなきビッグビジネスだ。乗らない手はない」

　！

　簡潔明瞭な参戦宣言。

　鳥肌が立つ。自分のまいた種がぱぁっと芽吹いたように思えた。アイディアが周囲を巻きこみ、育ち実っていく。

「ＪＴ＆Ｗからのクレームは受けないんですか」

　片手を挙げたのは次じ郎ろう丸まるだ。わずかな陥かん穽せいも見逃すまいと真剣な面持ちになっている。

「こちらのシステムは既にＪＴ＆Ｗに納品されたあとでしょう？　同じものを使って商売したら、よい顔はされないと思うんですが」

「通常の開発業務ならそうだな。だが本体との契約はあくまで『技術協力』だ。我々が作ったシステムを開示して必要な部分を持って帰ってもらった、そう言えば分かりやすいか？　ソースコードの著作権はこちらに残っている。どう使おうがとやかく言われる筋合いはない」

「政治的な圧力は？」

「うちの役員はグループ内じゃ異端揃ぞろいだ。親会社に遠慮するお利口さんはいないよ。というかうちがＡＣのスキームに乗れたら、ＮＢＬスキームとどちらが勝ってもグループ内に金を落とせる。悪い話じゃないと思うがね」

　うなずく次じ郎ろう丸まるから甘あま木きが視線を外す。「それより」と梅うめ林ばやしに呼びかけた。

「君こそ、この件をどうＪＴ＆Ｗ本体のビジネスにする気だ？　うちと顧客は直接商流。回線も我々経由の方が勝負しやすい。売り物が減る程度ならともかく、一円も稼げないじゃ君が動けんだろう。どうするつもりだ？」

「機器販の商流に絡からませてもらいますよ。ルーターやスイッチは我々で引いた方が安いですしね。仕入れ値に影響が出なければイグゼク・ソルも文句は言わないでしょう。何よりうちの購買はバイヤー部隊の聖域ですから。経営層といえど茶々は入れづらいはずです」

　それにと梅うめ林ばやしは口元を引きしめた。

「ここまで来たら多少の屁へ理り屈くつをこねてでも絡からませてもらいますよ。散々骨を折って終幕前に退場とか寝覚めが悪すぎます」

「よし」と甘あま木きの手が叩たたかれた。

「なら遠慮なく話を進めよう。一旦この件は持ち帰って役員会の合意を取りつける。あとうちの取引先にもＡＣの座組に乗らないか、打診してみよう。むざむざＮＢＬ陣営に業界スタンダードを奪われるのはどこも嫌だろうからな」

　愉快そうにこちらをうかがう。

「構わんだろう？　宿題に百パーセント回答しただけじゃつまらん。君としても課題以上の手土産を用意した方が、以降の交渉で優位に立てるはずだ。ご用命のＳＤＮだけでなく他のパートナー候補も見つけてきましたよ、いかがですか？　ってな」

　なるほど。ローズやＡＣに対して自分を高く売りこめるということか。さすが、いたずらに年を重ねていない。組織間の交渉に長たけている。

「願ってもない話です。むしろこちらからお願いしたいくらいで」

　頭を下げかけて停止する。閃ひらめきが生じる。かけられた言葉と記憶が化学反応を起こしていった。

「……桜さくら坂ざかさん？」

　次じ郎ろう丸まるに呼ばれた時にはもう口元がほころんでいる。高揚と闘争心が顔を歪ゆがめていた。

「声をかける先ってもう決まってるんですか？」

　甘あま木きは「いや？」と首をひねった。

「いくつか候補を並べて検討するが、今のところはノー・アイディアだな。できるだけＮＢＬと距離のある企業を選ぶつもりだが」

「だったら」

　身を乗り出すように呼びかける。逸はやる気持ちを抑えて、なるべく平静を保ちつつ続ける。

「参考になりそうな情報がありますよ」




　　　　[image: くぎり]




　──八日後

　六月八日　火曜日




【××経済新聞　朝刊】米アトランタコンピュータは六月七日（米国時間）、日本の総合商社向けに統合ＩＴインフラパッケージ「ＡＣ　ＯＮＥ　ＴＲＡＤＥ」を提供すると発表した。再編の進む総合商社にフルラインナップのＩＴインフラを用意することで、今後のイニシアチブを握る思惑と見られる。同パッケージにはＡＣのソリューションだけでなく、国内情報通信企業のサービスも多数含まれ、業界横断のスタンダードを目指す。




【ＡＭ10：30更新　ＩＴニュース・インサイト】米アトランタコンピュータ（以下ＡＣ社）の発表した「ＡＣ　ＯＮＥ　ＴＲＡＤＥ」に注目が集まっている。ＡＣ社はこれまで日本マーケットに対してＰＣ・サーバー・周辺機器のみを提供し、その上で動くサービスの売りこみを控えてきた。ビッグユーザーである国内ＳＩｅｒとの競合を避けるためだが、今回のポジション変更で国内ＩＴ産業の勢力図が一変すると思われる。特定業界向けソリューションは先月二十六日、ＮＢＬとＪＴ＆Ｗが金融顧客向け事業の提携を発表し、ＳＩｅｒの合がつ従しよう連れん衡こうが進んでいる。ＡＣ社の動きはこの流れに続くもので更なる競争の激化が予想される。




【ＡＭ11：00　民放ニュース・識者のコメント】ええ、そうですね。ＡＣ社参入のインパクトはでかいと思いますよ。本来こういうＩＴゼネコン的な動きは瑞みず穂ほ電でん気き・ＮＢＬ・秋あき津つ製せい作さく所しよあたりの十お八は番こで、国内のＳＩｅｒはそのどれかの傘さん下かに収まってきたわけです。そこに新たな選択肢が生まれたわけで、新興・外と様ざまのＳＩｅｒには大きなチャンスと言っていいでしょう。今回「ＡＣ　ＯＮＥ　ＴＲＡＤＥ」に参加する企業もかなり個性的と言いますか、現行事業者へのチャレンジャー的な顔ぶれで、既存スキームに対する第三極が形成されたと考えられます。逆に瑞みず穂ほやＮＢＬの下で安定収入を得てきた企業は、うかうかしていられませんね。既得権益にあぐらをかいていると、すぐ乗り換えられるリスクが出てきたわけですから。




【ＡＭ11：30　日刊コンピュータ（スマホ版）号外】米アトランタコンピュータ社は「ＡＣ　ＯＮＥ　ＴＲＡＤＥ」のロードマップを公表した。今後二年でサービスやパートナーを倍増させる計画で、Ｃソフト社、Ｎシステム社など独立系大手の参加も予定されている。▼Ｃソフト社、Ｉ崎ざき社長のコメント「ＮＢＬやＪＴ＆Ｗなど大手のアライアンスが加速する中、市場へのアクセスを失わないためにもＡＣ社のスキームは歓迎したい。今後は弊社の所属する別のコンソーシアムとの合流も協議しており──」




『わたしが見せた資料をＡＣにリークしたな！』

　電話に出るなり貝かい塚づかの怒鳴り声が響いた。回線越しにでも相手の激げつ昂こうが感じ取れる。普段の淡泊さが噓うそのように彼女は激していた。

「なんのことでしょう」

　地下鉄の改札を出て壁かべ際ぎわに避ける。昼時にもかかわらず都心駅の交通量は多い。スマホのスケジューラで次のアポまでの時間を逆算していると『しらばっくれるな！』とがなられた。

『今朝から報道されてるＡＣの商社向けソリューション、あれ、君の仕業だろう。うちの協力会社をリストアップしてライバル企業を搔かき集あつめた。君個人にそんなパスがあるとは思えないから誰かの手を借りたはずだ。一体どうやってＡＣを巻きこんだ？　こんな極東の一案件に関わらせたんだ』

「答える必要はないと思いますが」

　淡々と、だがはっきりとした口調で答える。

「好きなだけあがけと言ったのは貝かい塚づかさんですよ。だからやりたいようにやらせてもらってるんです。散々人を煽あおっておいて、今更予想外の結果だと怒るのはちょっと理不尽じゃないですかね」

　携帯を握りしめる音が響く。

　荒い呼吸を一回、二回。貝かい塚づかは震える吐息を押えつけた。

『君、自分が何をしたか分かっているのか。大戦争が起きるぞ。本来必要なかった駆け引き・競争・謀略が山のように発生する。どちらが勝っても死し屍し累るい々るい、屍しかばねの山だ』

　耳元で歯ぎしりされる。しゃっと息を吸いこむノイズがあとに続いた。

『君のようなルーキーが！　何も背負っていない子供が！　日本経済の損失に責任を持てるのか！』

「何を言っているのか分かりませんね」

　口から漏れた声は、予想以上に冷ややかだった。心もち首を傾け目をすがめる。

「僕らＳＥの仕事はいかにお客さんの期待通りにシステムを作るかでしょう。よりよい提案をすることが、なぜ日本経済の損失に繫つながるんですか？　誰かの責任問題になるんですか」

『……』

「もしコンペになること、それ自体が間違いだと言うなら、そんな業界はそもそもおかしいんです。一般人の感覚からもユーザーの常識からも乖かい離りしている。市場経済とも呼べない、ただの詐さ欺ぎ師し集団です。僕はそんな常識、絶対に認めません。あくまでも押しつけるというなら全力で迎え撃ってみせます」

『……今のＩＴ業界を丸ごと敵に回す気か？』

「先に喧けん嘩かを売ってきたのはあなた方でしょう。僕は単に受けて立っただけです。そちらが攻撃の手を強めるなら相応の対処をするまでですよ」

　たとえば、と声を潜める。視線を鋭くして。

「今回の『ＡＣ　ＯＮＥ　ＴＲＡＤＥ』を金融業界向けのソリューションに転用するとか」

『！』

　息を吞のむ気配がした。耳元の空気が戦慄わななくように震える。

「ご心配なく。今みたいな話は、あなた方が攻めてきた場合のみです。現状では他の提案まで手を出す気はありませんよ。目の前の案件に集中したいですからね」

『き、君は』

　貝かい塚づかは言葉を失っていた。急な力関係の逆転を受け入れられずにいる。状況の変化に対応できないでいる。

　動揺気味な沈黙を前に、携帯を持ち直した。

「いいですか、貝かい塚づかさん。僕が興味を持っているのは現場の仕事だけです。あなた方が政治の世界でどんな動きをしようと本来どうでもいいんです。ただ僕らの領分にちょっかいを出すのは許さない。シンプルにそれだけです」

　顎をもたげる。天井を仰ぎ、背筋を伸ばして、きっぱりと狐きつね目めのフィクサーに宣言してみせた。

「これは僕と室むろ見みさんの戦いです。外野は引っこんでいてください」
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　梅うめ林ばやしから電話がかかってきたのは、プログレス社での打ち合わせ中だった。

　丁度ＳＤＮのユーザーインタフェースについて意見交換していた頃だ。議論の続きを箱はこ崎ざき（ＯＳ部代表だ。新人だが、一応）に任せて離席する。廊下に出て通話ボタンを押した。

「はい、桜さくら坂ざかです」

『打ち合わせ中か？　悪いな』

「他の担当もいるので大丈夫です。どうしました」

　やや電波が悪い。アンテナの本数を気にしながら場所を移す。

　切迫気味な口調が気になった。そもそも不要不急の用件ならメールですますだろう。わざわざ電話をしてきた以上、急ぐ理由があるということだ。案の定、梅うめ林ばやしは単刀直入に用向きを告げた。

『赤あか城ぎ・神楽かぐらのＲＦＰが出た』

　！

　ついに来たか。満を持しての再告知。準備はしてきたが一気に気持ちが引きしまる。

『前回の反省を踏まえて、今回は先方社員だけで練り上げたらしい。イグゼク・ソルの常駐者からの情報は一切なしだ。つまり僕らは公開されたリクエストだけで提案を作り上げないといけない。ま、至極当たり前の話だがな』

「他ベンダーも条件は同じですよね？」

『ああ、だから全社スタートラインは同じだ。純粋に提案内容・見積もり額だけが評価のポイントになる』

　ＮＢＬとＡＣ、二大巨頭が睨にらみ合あうことで生まれた政治的空白。皮肉にも強大すぎる力の均衡が、公明正大なコンペの場を生み出していた。参加者の誰一人として相手を寝技で引きずり下ろせない。ただ個々の提案クオリティを高めるのみという状況。

（なんてことだ）

　つまり自分と室むろ見みの距離は元に戻ったということだ。

　圧倒的な技術力を持つ彼女を前に、己が実力だけで挑まなければならない。あの恐ろしいフルチューン・ネットワークに打ち勝たなければならない。

　笑えてくる。ＮＢＬの参戦から約二週間、あれだけの奮闘の果てにたどりついたのが元の絶体絶命な状況だとは。

　だが少なくともここまでは盛り返した。勝率マイナスをゼロに引き戻した。ならば次はプラスに持っていくだけだ。大丈夫、自じ分ぶん達たちはまだ力を残している。

『ざっとＲＦＰを眺めてみたが、細かいところが結構変わっている。大筋はともかく、こっちの提案もかなり調整が必要になるだろう。スルガのメアドに送ったから目を通しておいてくれ。前回の提案書の最終版も念のため添付してある』

「助かります」

『読み合わせの場は別途アレンジする。じゃあな』

　電話が切れる。一息つくと武者震いにも似た感覚が湧き上がってきた。止まっていた時計が動き出す。タイムリミットまでのカウントを刻み始める。もう留まることはない。あとは最後までフルスロットルで突っ走るだけ。

　とはいえ勢いだけではどうしようもない。機器のコストパフォーマンスで室むろ見みの後こう塵じんを拝しているのは紛れもない事実だ。何か手を打たない限り間違いなく負ける。そして常駐者への情報統制が強化される中、以前やったような卓ちや袱ぶ台だい返しは二度と使えない。どうあがこうと開札結果が全て。提案書を出した瞬間、敗北が決まる。そう、何もしなければ確実に。

（どうするべきかな）

　前髪をいじる。

　もっとリーズナブルな機器の仕入れ先を探す？　運用スペックを落として減額する？　あるいは初期と月額の配分を変えてみるとか。

　だめだ、どれも現実味がない。小手先で提案をいじりまわしても別の課題・問題が生まれるだけだ。

　どうしたら。一体どうすれば。

　考えこんでいるとスマホが震えた。箱はこ崎ざきからのショートメッセージが届いている。

『全然、話が分からないです～（涙）　早く帰ってきてください～（汗）』

　ああ、ちょっと席を外しすぎたか。最近目覚ましい成長をとげているが、まだまだ新人だ。大規模な商談の席は荷が重いだろう。

　踵きびすを返かえす。電波のよい場所を探したせいか、思ったより移動してきていた。さて会議室はどっちだったかな、記憶を探りつつさまよっていると。

「えー！　そんな、困ります！」

　聞き覚えのある声が聞こえてきた。

　廊下の奥でスーツ姿の女の子が伸び上がっている。長身の男性に不満顔で詰め寄っていた。

　男性はどうにも弱り切った様子だ。ぐいぐい距離を詰めてくる彼女を必死で押おしとどめている。

「次じ郎ろう丸まるさん？」

　なぜこんなところに。プログレス社で打ち合わせするなんて聞いていなかったが。

「あ、桜さくら坂ざかさん！」

　白い顔が輝く。次じ郎ろう丸まるは大きな目を見開き、向き直ってきた。

「聞いてください、ひどいんですよ。私が検証中の機材、持っていっちゃうって言うんです！」

　なんの話だ。

　疑問符を浮かべて近づくと男性が頭を搔かいた。

「だからギリギリまでお待ちしたじゃないですか。本当なら昨日の時点で発送しなきゃいけなかったんです。現場でセットアップする時間もありますから」

「私だって随分な時間をかけて環境作ってきたんです！　代替機材があるならともかく、問答無用で撤去じゃ今までの努力がパーですよ」

　パー！　と両手を広げてみせる。真面目に怒っているのだろうがどうにもユーモラスだ。困惑する男性が気の毒になり、割って入った。

「ちょっと、ちょっと次じ郎ろう丸まるさん、落ち着いてください。状況がさっぱりなんですけど、検証？　なんの話です？」

「赤あか城ぎ・神楽かぐら案件のパフォーマンス向上試験です！」

　当然のように胸を張られた。

「病院でお話ししたじゃないですか。ギリギリのパフォーマンスチューニングをするには、アルマダの検証環境じゃ全然、まったく機材が足りないんです。私には室むろ見みさんほどの知見がありませんから、あの人が経験したであろう構成を実際に組み上げてみるしかないんです。ただイグゼク・ソルにもＪＴ＆Ｗにもそれだけの機器はありませんし、どうしようかなと悩んでいたら、ほら、こちらのラボに宝の山が！」

　ああ。

　初回訪問時に目をギラギラさせていたしな。あの時にもう狙いをつけていたのか。自分の理想の箱庭、砂場を作る材料として。

「で、梅うめ林ばやしさん経由で検証環境を貸してもらえるよう打診したと？」

「はい！　甘あま木きさんに話を通してもらって『空いている機材は自由に使っていい』と許可をもらったんです。なのにこんな仕打ちを受けるなんて、大ショックです！」

　いやいやいや、と男性社員が押しとどめる。心外そうに顔を青くして。

「甘あま木きが言ったのは『弊社の業務に影響が出ない限り』です。無条件にお貸し出ししたわけじゃありません。あくまで空き時間を利用してのご協力。ちゃんと説明しましたよね？」

「それは……まぁ」

　説明されてるのかよ。なら、無理を言ってるのはこっちじゃないか。逆ギレもいいところだ。

　次じ郎ろう丸まるはむくれ気味にうつむいた。

「でもまだ全然、パフォーマンス向上の策が見えていないのに」

　……。

　そうだ。他ひ人と事ごとのように論評している場合ではない。提案構成のチューンナップは自じ分ぶん達たち共通の課題なのだ。

「どのくらいプログレスさんの業務で使うんですか？」

　男性社員に訊たずねる。

　数日～一週間程度なら、リリース後にまた貸してもらえばいい。自分も参加して検証環境を作り直せばと思ったが。

「一ヶ月、いや二ヶ月はかかるかもしれませんね。正直先が見えていないんですよ。Ｔストリームの導入可能性を判定する検証なので」

「Ｔストリーム？」

　聞き慣れない単語に眉をひそめる。きょとんとしていると次じ郎ろう丸まるが説明を引き取った。

「テクニカルストリームですよ。通常のＭ……メンテナンスストリームのファームウェアと違って、新機能や新ハードのサポートを目的としたファームです」

　へぇ。

　そんな種別があるのか。

　ファームウェア、要はネットワーク装置の制御ソフトだ。ＲＡＭ上に展開され、ルーティング・スイッチングなどの具体的な機能を提供する。ただ１０．０だの１１．０だのというバージョンの違いは日常的に目にしているが、ストリームという概念は初耳だった。あまり調達などで意識する機会もなかったが、高機能版のような位置づけだろうか。

　プログレス社の男性社員がうなずく。

「次世代サービスでどうしても使いたい機能があるんですが、現状だとＭ（メンテナンス）ストリームでサポートされていないんですよ。なので一旦Ｔストリームで動作確認して、そもそも選択肢になりえるか検証したいなと」

「なるほど」

「使い物になるか見るだけなら一日、二日ですむじゃないですかー。なんで一ヶ月も二ヶ月も独り占めしちゃうんですかー」

　往おう生じよう際ぎわの悪い次じ郎ろう丸まるに男性社員は「いやいや」と手を振る。

「EVPNとMPLS・VXLANの接続性を見たいですし、BGP FlowSpecとRPKIも連携させたいですし、あと仮想ルートリフレクタも使ってみたいなと」

　ん、ん？

　全ての単語を理解できるわけではないが、なんとなくとんでもないことを言われているのは分かった。

　困惑も露あらわに訊たずねる。

「ちょっと待ってください。その……Ｔストリーム？　ってやつを入れるだけで今言ったような機能を使えるんですか。機械は同じまま？」

「ええ」

「メモリや拡張カードを増やすわけでもなく？」

「はい」

　混乱がいや増す。狐きつねにつままれた思いだ。そんなうまい話があるものなのか？　……ああ、いや、分かった。

「お値段が違うんですね。ＴストリームはＭストリームと比べて提供価格がぐんと上がるとか」

「いえ、同じです」

　……。

「じゃ、じゃあ機器のパフォーマンスが下がるんですか？　限られたリソースをソフトウェアで食い合って処理が重くなるとか」

「いやぁ？」

　首を傾かしげる男性の傍かたわらで次じ郎ろう丸まるも考えこんだ。

「どっちかって言うと速くなるんじゃないですかねー。新しい命令セットとかドライバーとかが実装されてますし、コードも最適化されてますから」

「ああ、ですよね」

　うんうんうなずく二人に当惑を禁じ得ない。一体何を言っているのか。値段は据え置き、機能は追加、パフォーマンスアップも見こまれる。そんな選択肢があればそもそも色々な悩みが意味をなさなくなる。

「じゃ、じゃあなんでみんなＴストリームを使わないんですか？　Ｍストリームなんてやめて、全機器Ｔストリームを入れればいいじゃないですか。特にデメリットはないんですよね？」

　次じ郎ろう丸まるとプログレス社員は顔を見合わせた。不思議そうにアイコンタクトして向き直ってくる。

「え、だって運用できないじゃないですか」

　……。

　はい？
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「Ｔストリームというのは言ってしまえばベータ版なんですよ。パブリックベータ。ユーザー試用版のサンプルソフトウェアですね」

　帰社後、疑問をぶつけると姪めい乃の浜はま梢こずえは呆あつ気けなく答えてくれた。ダウンする箱はこ崎ざきをＯＳ部に送り届けたあとだ。ジャンパースカートの運用エンジニアは自席に着いたままスツールを勧めてきた。

　つんと上を向いた鼻が可愛かわいらしい。丸みを帯びた顎の上に小さな唇が乗っている。相変わらず小動物的な雰囲気だ。レギンスの膝をちょこんと合わせて梢こずえは視線を向けてきた。
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「新機能を実装する代わりに、安定性やバグ対応は後回しにされている。なので問題発生時にベンダーに問い合わせても『そんなファームを使ってるあなた達たちが悪い』という話になる。改善策は『Ｍストリームに変更してください』、以上終了。正式サービス中のインフラでこんな対応ありえないですよね？　だからどこの運用部隊もＴストリームなんて受け入れません。やるならユーザーなり構築部隊の責任でご自由に、ってところです」

　簡潔明瞭な回答に得心する。

　つまり商用リリース前の試供品というところだ。いざ安定版が出た時、スムーズに使えるよう試してもらう。不具合が出たら報告し、メーカーともども後の正式版に活いかす。言い方は悪いが『人柱』的な位置づけ。

　どうりで検証環境でしか使われていないはずだ。こんな未完成品、実サービスでは怖くて導入できない。ましてやＡＣ社のグローバル・ソリューション、その雛ひな形がたとなる提案に組みこめるはずもなかった。

　脱力していると梢こずえは首を傾かしげた。

「Ｔストリームがどうかしたんですか？」

「実は」

　溜ため息いき交じりに説明する。今日プログレス社であったこと、検証機材や試験内容の件をかいつまんで話していった。

「で、そのＴストリームを使えば僕らの悩みが解決するんじゃないかと思ったんです。機器のスペックを落としてコストダウンして、でもソフトウェアでパフォーマンス確保！　みたいな。そんなうまい話、あるわけないんですけど」

　わずかながら期待してしまっていた。八方塞がりの状況を打破するウルトラＣが現れたのではと。

「要するに開発中のソフトを本番に乗せようってことですものね。運用部隊的には絶対ＮＧというか、話を持ってくるのも筋違いというか」

「そう……でもありませんよ」

　え？　と顔を上げる。

　梢こずえは考える目になっていた。ややうつむきがちになって床を見つめている。瞳の奥に思考の煌きらめきが感じ取れた。

「さっきの話はあくまで一般論です。たとえ正式サービスの運用であっても、特定条件下ではあえてＴストリームを受け入れることもあります」

「というと」

「まずはお客様で機器の不安定さを許容してもらえるケースですね。ステージング環境なので、多少のダウンが起きても許されるとか、バグ出しすること自体が目的になっているとか、要は新機能に付きもののリスクをお客様に吞のんでもらえる環境です」

　梢こずえの指が一本立っている。続けて二本目の指がカウントに加わった。

「それからインシデントの対応がチケット制になっているケース。この場合、お客さんは問題が発生するほど費用が増えていきます。運用会社は逆に儲もうけが出ますから、両者の折り合いさえつけば不安定なファームを入れるのもありです」

「はぁ」

　話を聞く限り、どちらも赤あか城ぎ・神楽かぐらの案件にあてはまりそうにない。一体何を言いたいのかと思ったが。

「そしてもう一つ、最後のケース」

　梢こずえの声に力がこもった。三本目の指が天井を指す。

「不測の事態に対する対処法があらかじめ全て定義されていること」

　一瞬、寒気にも似たものを覚える。梢こずえの視線は猛もう禽きんのように鋭くなっていた。

「構築エンジニアが事前にＴストリームの癖をつかみ、問題となるコンフィグを回避し、仮にトラブルが起きても対処可能な緊急時コンテイ対応ンジエンシ計画ープランを用意しておく。ソフトの不安定さが設計や対応フローによってカバーされるなら、運用部隊はＴストリームを受け入れます」

　！

「ですが、これは本当に対応方法が『全て定義されていること』が前提です。ただ単に『定義しました』なんて口約束じゃだめですよ？　もしサービス開始後、不測の事態が起きれば運用部隊は容赦なく構築部門にエスカレーションします。場合によってはシステム運用を差し戻すことも辞しません。それがたとえ休日であろうと深夜であろうと、Ｔストリームのシステムが動き続ける限り」

　ぞくりと背筋が粟あわ立だった。具体的な事例に心胆が寒くなる。単純に不安定と言われるよりも、Ｔストリーム運用の厄介さが伝わってきた。

　梢こずえはまっすぐな視線を向けてきた。

「私わたし達たちは構築プロジェクトの理想を維持し続けることが使命です。求められる理想が高ければ全力でそれに寄りそってみせます。ですが口先だけの綺き麗れい事ごとにはついていけません。一方でコストパフォーマンスを叫びながら、一方で具体策を運用に丸投げするようなＰＭは廃業すべきです。リスクを冒すのであれば相応の対価を構築側も支払うべき、それが私わたし達たちＯＳ部の考えです」

「対価」

　喘あえぐようなつぶやきに梢こずえはうなずき返した。琥こ珀はく色の瞳に強い意志を滾たぎらせる。

「Ｔストリームを受け入れる覚悟を、私わたし達たちは疾とうに持ち合わせています。桜さくら坂ざかさんのチームに同じ覚悟はありますか？」




（覚悟……か）

　足取りも重く自席に戻る。事態改善の可能性を見み出いだしながら、気分は暗かった。

　たとえるならあれだ。竜殺しの聖剣を見つけたと思ったら、使用には強烈な呪いが伴うと知らされた気分。なまじメリットが大きい分、受け入れ時の恐怖が現実味を持つ。この話を進めたら何が起こる？　自分の生活がどうなってしまう？

　いや、ことは自分だけに留まらない。梢こずえは「桜さくら坂ざかさんのチーム」と言った。本提案のメインエンジニアは次じ郎ろう丸まるだ。真っ先にエスカレーション先になるのは彼女だろう。未成システムの面倒を夜も休日も見させられる。運用の相談窓口になり続ける。

　無理だ。

　構築エンジニアには日々、別のシステムを作っていくというミッションがある。過去のシステム一つ一つにとらわれていては首が回らなくなる。スルガ社内でＳＥ部（構築）とＯＳ部（運用）が分かれているのも、それを避けるためだ。自社内でさえ非常識なことを他社の人間に頼めるはずがない。

　もちろん、梢こずえの言う通り、全てのインシデントに対応準備ができれば話は別だ。ソフトの不安定さを設計でカバーする。何か起きた場合の緊急時コンテイ対応ンジエンシ計画ープランを用意する。あらゆるトラブルの対処計画さえ練っておけば、構築部隊に連絡が来ることもない。

　理屈の上では。

　現実には全ての問題を予見し切ることなどできない。不測の事態は予測できないからこそ『不測』なのだ。どれほど注意深く備えてもトラブルは起こる。そして一つでも問題が起こりうる限り、構築エンジニアはエスカレーションの緊張から解放されない。

　結論、Ｔストリームの導入は現実味がない。

　失望と安あん堵どが半々くらいで身体を満たす。起死回生の逆転手段と言うにはあまりにもＴストリームはリスキーだった。案件は取れても関わったベンダーが丸ごと死に絶えかねない。できればもっと安全、且かつ穏健な策を採りたかった。

（といってもな）

　もともと八方塞がりな状況をどうするか悩んでいたのだ。Ｔストリーム案がＮＧだからと言って他の策があるかと言えば──

（うーん）

　頭痛を覚えながら歩いていると、不意に足を取られた。バランスを崩して転びそうになる。

「!?」

　必死でパーティションの角をつかみ踏みとどまった。革靴にケーブルが絡からみついている。カラフルなＬＡＮケーブルだ。モールやストラップでの整線もなく無造作に床を這はっている。片端は室むろ見み席のパーティションに、もう片方は執務室の奥に。

（な、なんだぁ？）

　一瞬トラップでも仕掛けられたのかと思う。ＲＦＰが再提出されたタイミングで邪魔な社内競合を倒そうとしたのかと。

　だが理性が妄想を否定する。いくら室むろ見みでも案件のコンペに現実の暴力を持ちこむまい。多分必要があって配線したのだ。自席とどこかを結ぶために。

　気づけば線の先をたどっていた。パーティションの間を抜け、観葉植物の角を曲がり、窓まど際ぎわを進む。サーバールーム脇の廊下を抜けるとそこはラボルームだった。開きっぱなしの扉から喧けん噪そうが漏れてくる。機械の稼か動どう音とタッチタイプ音、それに話し声が響いていた。

「次、負荷試験５─２、行きますよ。トラフィックかけますから管理コンソールで設定変更してください。レシーバー起動、送信コマンド用意。３、２、１」

　室むろ見みの声だ。誘われてのぞきこむとキャミソールの背中が見えた。薄い肩けん甲こう骨こつが淡い陰影を生み出している。剝むき出だしの肩が照明に輝いていた。

　彼女は山積みの機械を前にノートＰＣを操作していた。左手に突っ伏しているのは新人か。向かいの席では丸っこいシルエットの男が仏ぶつ頂ちよう面づらになっている。顔のパーツだけは美男の肥満漢、ＳＤ部の福ふく大だいだった。

「室むろ見みさぁ、もういい加減にしない？　俺、昨日、担当システムのカットオーバーで徹夜明けなんだけど」

　うんざりした訴えに、だが室むろ見みは眉一つ動かさない。目さえ合わさぬままケーブルの配線を変えた。

「奇遇ですね。私も昨日、完徹ですよ。本当は代休取る予定でしたけど赤あか城ぎ・神楽かぐらのＲＦＰが出たんで急きゆう遽きよ、再検証を始めたんです。同類ですね」

「勝手に同類にするな！　おまえが問答無用で招集したんだろう。可か哀わい想そうに、こいつ、寝言で検証項目読み上げてるぞ」

　気の毒そうに新人を見下ろす。ＳＥ部一年目の男子は何かを記録するようにぴくり、ぴくりと指を動かしていた。

　福ふく大だいの目が床のケーブルを追う。その視線が入り口近くに来たので慌てて姿を隠した。

「ったく、電源が足りないからって自席にまで検証機材を積み上げやがって。総務に怒られても知らねぇぞ。なぁ聞いてるか？　俺は社内報で吊つるし上あげられるのとか嫌だからな。なんか言われたらおまえが責任取れよ」

　返事がない。室むろ見みは黙々と作業を続けている。まるで技術以外の会話は全て聞こえないとでもいうようだった。

　福ふく大だいは更に声を荒らげかけて口をつぐんだ。言っても無駄と感じたのか、疲れ切った表情になる。

「分っかんねーなー。前回の提案でぶっちぎりだったんだろ？　今回のＲＦＰも似たような内容なら、もう勝ったも同然じゃねぇか。なんでそんなに根を詰めるんだよ。適当に切り上げて他の仕事した方がいいんじゃねぇの？」

「『切り上げる』なんて言葉が出てくるうちはまだ全然やり切ってないんです」

　静かな声が答えた。

「提案を磨いて磨いて磨き続けて、どれだけ探しても改善点がない、やるべきことが見つからない、そこまで行ってなお道半ばというのがエンジニアリングです。目先の仕事を投げ出すような人間が、なんで別の仕事をやりとげられるんですか？　私が客ならそんな相手に自社のシステムを任せません」

　それに、と彼女は続けた。

「やり切ってだめならともかく、中ちゆう途と半はん端ぱな仕事で負けるのは絶対に嫌です。協力してくれた人にはもちろん、競争相手にも失礼ですから。私は私のベスト以外を世に出したくないんです」

　押し黙る福ふく大だいに室むろ見みは「ほら」と検証シートを差し出した。

「項番５─３、行きますよ。まだ試したい項目いっぱいあるんですから、休憩はあとにしてください。ロギング、いいですね？」

　……。

　無言の作業音に背を向けて執務スペースに戻る。

　殴られたような衝撃が頭を満たしていた。室むろ見みの言葉が脳裏に木こ霊だましている。

　──やり切ってだめならともかく、中ちゆう途と半はん端ぱな仕事で負けるのは絶対に嫌です。私は私のベスト以外を世に出したくないんです。

　頂点にたどりついて、なお先を目指そうとする第一人者プリマの意地。

　顧みて自分はどうだ？　たった一つリスクを示されただけで怖おじ気けづいてしまった。もっと平和な策はないかと日和ってしまった。だって自分だけの問題に留まらないし。社外の人に厄介ごとを押しつけられないし。協力会社に心中の覚悟なんてさせられないよね？　常識的に考えて。うん、そうだ。仕方ない。

　愚か者が。

　次じ郎ろう丸まるの覚悟？　違うだろう。必要なのはたった一人でも本案件をやりぬく覚悟だ。梅うめ林ばやしやイグゼク・ソル、その他、大多数の初期メンバーが抜けたあとも自分のアイディアに責任を持ち続ける。それが基本にして結論だ。次じ郎ろう丸まるに助けを求めるにしても、全てはその覚悟を固めてから。

　さぁ、考えろ。自分はどこまで腹をくくっている？　この案件に投資するつもりでいる。賭けの目的は小遣い稼ぎか、あるいは一世一代の大勝負か。

（……うん）

　悩むまでもない。今の自分の全部をぶつけると決めたのだ。室むろ見みに負けたくない。彼女の覚悟に圧倒されたくない。そのための手段がＴストリームなら迷わずつかみとろう。たとえそれが呪いの剣であっても、災いを呼ぶ宝具であろうとも。

　携帯を取り出す。自席に戻るなり宛先を選択して電話した。

「次じ郎ろう丸まるさん、少し相談があります」




　　　　[image: くぎり]




　夕刻の参道は厳かな空気に包まれている。

　長く延びた石畳の向こうに巨大な鳥居がそびえ、奥には沈みかけの夕ゆう陽ひがのぞいていた。

　シルエットになった並木が影絵のように揺らめいていた。休むことなくざわざわ、さわさわと、何千もの枝葉が空を掃いている。その遥はるか上をちぎれ雲が流れていった。

　千代田区九段北、地下鉄駅からほど近い都心のオアシス、靖やす国くに神じん社じや。

　時刻は午後六時。帰宅ラッシュにはまだ間がある。人気のない境内を歩いていくと三分ほどで木製の神しん門もんにたどりついた。銅どう葺ぶきの屋根がオレンジ色に染まっている。門もん扉ぴの脇に華きや奢しやな影が寄りそっていた。

「次じ郎ろう丸まるさん」

　呼びかける前に影が動いた。前下がりのボブを揺らしてこちらを見る。

「桜さくら坂ざかさん」

　大ぶりな目が見開かれる。影絵のような世界の中、そこだけが鮮やかな色をたたえていた。伸び上がるようにつま先立ち、手を振ってくる。

　小走りに駆け寄り頭を下げた。

「すみません、イグゼク・ソルさんとの打ち合わせ前にお時間いただいて。本当ならどこか喫茶店にでもお連れできるとよかったんですけど」

　この辺りの店はどこも手狭で人目につく。商談には不向きだった。どのみちこのあとのＲＦＰ読み合わせまで三十分しかない。駅近で落ち着けるところといったら靖やす国くに神じん社じやしか思いつかなかった。

「いえ、私も直前までアポがありましたから、十分な時間が取れずすみません」

　次じ郎ろう丸まるが携帯を見て一礼する。肩をすくめつつ木立の向こうを一いち瞥べつした。

「まぁここなら道を挟んですぐイグゼク・ソルさんのオフィスですし、変に離れた店で時間を気にするより話しやすいですよ。全然問題なしです」

「そう言ってもらえると」

「で、相談というのは？」

　単刀直入な確認。相も変わらず効率最優先だ。まぁ変に探りを入れられるよりは踏ん切りがつく。一呼吸置いて視線を合わせた。

「今回の提案、機器のファームをＴストリームにしようと思います」

　大きな目がまたたいた。え？　とばかりに首をひねられる。

「ファームの変更で機器のパフォーマンスを上げるんです。高速化に繫つながる新機能は片っ端から入れて低グレードの機材でも性能を発揮できるようにする。そうすれば設備コストはガクンと落とせます。懸案だったスルガシステムとの価格差も埋められるかと」

　一気に言い切ると次じ郎ろう丸まるは混乱した様子になった。眉根を寄せ硬い表情になる。

「ちょ、ちょっと待ってください。Ｔストリームを使えば確かにパフォーマンスは上げられるかもしれません。でも代わりに運用の引受先がなくなります。今回のインフラは運用サービスも同時に準備する必要があって」

「準備はできます。うちの所管部門と話はついています」

　力強く言い切る。次いで、帰社してからの試行錯誤を順に説明していった。梢こずえとの会話を、自分のプランを、そして強大な戦力と引き替えに被こうむる代償を。

「梢こずえさ……うちの運用部隊の要求は確かに非常識かもしれません。プロジェクトが終わったあとも構築エンジニアにエスカさせろなんて無茶苦茶です。ただ無茶であろうとなんだろうと、彼らは受け入れてくれると言ってるんです。僕らがともに歩むなら、同じ重荷を背負い続けるなら」

　気づけば背筋が伸びていた。内なる覚悟が勢いを増していく。

「全ての責任は僕が負います。ただ次じ郎ろう丸まるさんにも、ほんの少しだけ力を貸してほしいんです。検証・構築の主担当として、最後の最後、どうしようもなくなった時の相談先として」

　一気に言い放ってから異常に気づく。

　次じ郎ろう丸まるがうつむいていた。握りしめた拳が震えている。頰を戦慄わななかせている。激しい感情が彼女の身体を揺らしていた。

「え、あ、その」

　冷たいものが背筋を走る。

　やばい。怒った？

　そ、そりゃそうだよな。いくら綺き麗れい事ごとを言おうと自分の誘いはただの無茶振りだ。一線級のエンジニアを便利使いしようとしている。忙しい中、屋外に呼びつけて、素人しろうと考えの演説を延々と聞かせて。

「す、すみません！　図ずう々ずうしすぎましたね。こんな出で鱈たら目め、忘れてもらえれば──」

「違います！」

　境内に声が弾はじける。道行く人々が驚いた様子で振り向いてきた。次じ郎ろう丸まるの顔が上気している。双そう眸ぼうを輝かせ詰め寄ってきた。

「全然出で鱈たら目めじゃありません！　すごいサポート、覚悟ですよ。なんですかその運用の人、聖人？　神様ですか？」

「か、かみさま？」

「だってこちらが手順化すれば全部こなしてくれると言ってるんですよ。再起動・設定変更・状態リセット、全て対応するってことじゃないですか。どれだけトラブルが起こるかも分からないファームに、最初から無条件で付き合うと言ってくれているんです。凄すさまじい覚悟じゃないですか。信じられません」

「で、でも解決できなかったものは全部、構築部隊にエスカされるんですよ？　休日だろうが深夜だろうがお構いなしに」

「桜さくら坂ざかさん」

　次じ郎ろう丸まるの目から光が退いた。すっと冷めた眼まな差ざしになる。

「エスカレーションがあるということは誰かが一次受けしているってことですよ？　私わたし達たちに相談しようがしまいが、運用の人ひと達たちは全てのインシデントを受けるんです。それがどれだけ大変なことか分かりませんか？」

（あ）

　横よこ面つらを張られたような衝撃。

　かっと顔が熱くなる。それ以上諭されるまでもなく己の不見識が認識された。

　次じ郎ろう丸まるの言う通りだ。エスカ先があろうとなかろうと、Ｔストリームの不安定さはＯＳ部の業務を直撃する。アラート量は激増し、ただでさえ人手不足な現場を苦しめるだろう。だが梢こずえは運用部隊の負荷について一言も触れなかった。ただ一緒に戦う覚悟がありますか？　と訊たずねただけだ。その相手に対し、こちらは構築チームの稼か動どうばかり気にしていた。彼かの女じよ達たちの要求を非常識なものと見なしてしまっていた。

　恥ずかしい。梢こずえ達たちの顔をまともに見られなくなりそうだ。一年以上、業界にいてその程度の視野しか持てていないのか。一面的な判断しかできずにいるのか。しっかりしろ！　桜さくら坂ざか工こう兵へい。

　深呼吸を一回、気持ちを引きしめる。次じ郎ろう丸まるの視線を真正面から受け止めた。

「失礼しました。仰おつしやる通りスルガの運用部隊はもう戦う準備を整えています。あとは僕らの決断次第なんです。改めてお願いさせてください。次じ郎ろう丸まるさん、僕と一緒にＴストリームのシステムをサポートしてもらえませんか？」

「喜んで」

　今度は即答だった。次じ郎ろう丸まるは魅力的な笑みを浮かべた。

「もちろん全力で協力させてもらいますよ。ただ、そんな悲ひ壮そうな決意を固めずとも対応する方法はあると思います。私わたし達たちにエスカレーションも来ず、且かつＴストリームのメリットも享受できる方法が」

　!?

　一瞬聞き間違いかと思った。だが次じ郎ろう丸まるは再びうなずいてくる。

「そ、それは一体？」

　目を剝むいて詰め寄ってしまった。次じ郎ろう丸まるは落ち着いた物腰のまま指を立てた。

「パフォーマンスを稼ぐために不安定なファームを使いたい。でも安定性を求めるなら通常のファームがベスト。どちらを取れば？　というのが桜さくら坂ざかさんの悩みですよね。解決策は単純です。一つの機械に両方のファームを入れてしまえばいいんです」

　空白化する意識にソプラノの説明が反響する。大振りな目が爛らん々らんと輝いていた。

「いいですか。大抵のネットワーク装置には稼か働どう中のコンフィグ・ファームウェア以外にバックアップを保存できる領域があります。設定を操作することで読みこまれるファームを切り替え、起動させる。さて、想像してみてください。ＭストリームとＴストリーム、両方の保存されたネットワーク機器があるとします。通常時はＴストリームで可能な限りのパフォーマンスを発揮させる。ある時、原因不明のトラブルが起き復旧は一刻を争うと言われました。この時、運用部隊の取るべき対応はなんですか？　Ｔストリームを修復するために構築部隊にエスカレーションすることですか。だめもとでベンダーに障害解析を依頼することですか」

　息が止まりそうになった。混乱した思考が一つの方向性を持つ。

　浮かんだ考えをつぶやきの形で口に出した。

「Ｍストリームに切り替える？」

「その通りイグザクトリ」

　見事な発音で答えて、次じ郎ろう丸まるは胸を張った。

「試験ファームの不安定さを安定版で補う。問題検知時、即、切り替えオペレーションを行えばダウンタイムは激減します。もちろんメンテナンスファーム使用時はスループットが落ちますが、あくまで限られた時間での縮退です。トータルのコストパフォーマンスは高いままでしょう」

　──ユーザーの満足度は問題なく維持できます。

　力強い言葉に圧倒される。胸の奥から興奮が込み上げてくる。迸ほとばしりかけた快かい哉さいを、だが理性が押おしとどめた。

　待て、ちょっと待て。

「次じ郎ろう丸まるさん、それは非現実的です」

「非現実的？　なぜでしょう」

「だってファームの入れ替えには現地作業が必要でしょう。リモート作業でも切り替え自体はできるでしょうが、失敗したら二度と機械が上がってきません。現地でコンソールを取れる環境が不可欠のはずで」

「桜さくら坂ざかさん、桜さくら坂ざかさん」

　朗らかな声で呼ばわれる。次じ郎ろう丸まるはおかしくてたまらないという様子だった。

「今私わたし達たちが構築しようとしているものはなんですか？　プログレス社まで巻きこんで作ろうとしているものは」

　！

　ああ、そうか。そうだった。

「ＳＤＮ」

　次じ郎ろう丸まるがうなずく。

「ソフトウェア制御ネットワークは、制御用のＯＳとサービス用のＯＳの二層構造で成り立っています。もともとは遠隔セットアップのための仕組みですが、今回の試みにはぴったりでしょう。ファームの切り替えでどれだけトラブルが起きても制御用ＯＳは無傷です。ボタン一つで元の状態に切り戻せます」

　脳裏にオペレーションのイメージが浮かぶ。

　障害申告に基づきＷｅｂの管理画面にアクセス。当該装置を選択し設定メニューに入る。起動ファームのラジオボタンを切り替え『反映』、再起動指示。

　現地の入管申請も作業員手配も一切必要ない。完全無欠の正面突破戦略。

（繫つながった）

　全ての武器が、アイディアが、音を立てて結合する。

　ぞわりと鳥肌が立った。恐ろしいほどの快感が、興奮が押し寄せてくる。失神しそうだ。脳内麻薬が盛大に分泌されている。

「行けます、行けますよ、次じ郎ろう丸まるさん！」

　勢いこんで告げると次じ郎ろう丸まるは眉をひそめた。

「喜ぶのはまだ早いですよ。Ｔストリームで私わたし達たちの望むレベルのパフォーマンス改善ができるのか確かめないと、このプランはただの絵に描いた餅です」

「検証が必要なんですね」

「ええ、それもかなり大規模な。プログレス社に機材を回収されたままじゃとても無理です」

　なるほどと、しかつめ顔でうなずいてみせた。

「もちろんスルガやアルマダの設備だけではＮＧってことですね？　プログレス社に調整してなんとか環境を準備してもらわないと」

「じゃあ先方の検証を手伝えと言われるかもしれませんね。数ヶ月かかるテストを、おまえらの力で短縮してみろとか」

「ＳＤＮ側の改修依頼も必要でしょう。既存の予算を踏まえた上で、機能やＵＩを拡張してもらう」

「提案スケジュールがガタガタになりますね。あちこち見切り発車で方々から苦情が出て」

「クレームの処理に時間を取られて、また余裕がなくなって、スケジュールの引き直しが必要になって」

「……」

「……」

　でも、と言葉を区切る。顔を上げ、目の前のパートナーを見つめる。

「でも、たったそれだけです」

　思いは瞬時に伝わったようだった。いや、そもそも相手も同じ気持ちだったのかもしれない。次じ郎ろう丸まるは不敵に笑っていた。

「ええ、たったそれだけです。まったくもって大したことはありません」

　気づけば互いの手を握っていた。相手の掌てのひらは火のように熱く火ほ照てっている。流れこむ体温と情熱が意識を酩めい酊ていさせた。

「やりましょう。今度の今度こそ徹底的に、最後まで」

　返事の代わりに強く握り返される。言葉はもはや不要と言わんばかりだった。

　ああ、確かに。今自じ分ぶん達たちのやることは議論ではない。一分一秒も無駄にせず行動し続けることだ。結果はＲＦＰの回答のみで判断される。政治の季節も、謀略の時季も疾とうの昔に過ぎ去った。目の前に広がるのは徹頭徹尾、エンジニアの領域。技術屋達たちの戦場。

　ならば自分は本分に立ち返ろう。役割を全うしよう。将来の展望などどうでもいい。身についた技術を引き出し、活用し、ゲームの盤上に叩たたきつける。

　そう、今の自分は間違いなくシステムエンジニアＳＥなのだから。
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　全てが万まん華げ鏡きようのようにめまぐるしく展開していった。

　検証、パフォーマンス測定、ＳＤＮの改修打ち合わせ、見積もり、他部署・ベンダーとの交渉。

　時に激論を交わし、時に頭を搔かきむしりながら提案を作り上げていく。打ち合わせスペースの雰囲気は喜悦と悲嘆、沈滞と興奮の間を躁そう鬱うつ気味に行き来した。

　スケジューラの予定は幾重にも重なり合い、一つのアポが終わる度、次の打ち合わせ場所に移動させられた。あたかも十年分の歳月を一月に凝縮したようだった。誰もが泡を食いながら目先のタスクをこなしていく。

　十日、九日、八日、七日。

　〆しめ切きりまでの時間が容赦なく過ぎていく。

　やってもやっても終わらない。新たな課題が山積みになっていく。

　だがチームメンバーの顔に悲愴さはなかった。一つ一つの問題に思い悩むには、あまりにも皆、心の余裕がなさすぎた。

　誠意と抜け目なさを総動員し、彼我の利害を調整して、最善を導き出す。

　あらゆるタスクが混ざり合い、担当の垣根が消失し、時間と順番の感覚を失わせて。

　そして──
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　赤あか城ぎ物ぶつ産さんの本社は千代田区丸の内、皇居を望むお濠ほり端ばたにあった。

　格こう子し戸どのような外壁が蒼そう空くうにそびえている。屋上階には白い王冠を思わせるケージが設けられ、陽光を照り返していた。日本を代表する総合商社に相応ふさわしい、堂々たる威容だ。車止めには引っ切りなしにタクシーが停車し、訪問客を乗降させていく。見ている間にもまた一台、黒塗りのハイヤーが外国人を降ろしていった。

　午後二時五十分、チーム・イグゼク・ソルの面々はエントランスロビーに集っていた。メンバーはＭ本もと、梅うめ林ばやし、次じ郎ろう丸まる、そして自分の四名。高い天井に掲げられた世界時計を確認しつつ呼び出しを待っている。提案説明会まであと十分。刻一刻と予定時間が近づいていた。

「すみません、トイレ行ってきます」

　青い顔で立ち上がったのはＭ本もとだ。キューピー人形のような髪を力なくしおれさせて、腹を押えている。

「またですかぁ」

　呆あきれたように次じ郎ろう丸まるが見上げる。目の前の男とは対照的に生気に満ちあふれた顔だ。昨日まで全員、徹夜作業だったはずだが、彼女だけが長期休暇明けのように艶つやめいている。

「さっき行ったばかりじゃないですかー。そろそろ呼ばれるかもしれませんし、提案終わってからにしましょうよ」

「いや、本当、胃が痛いんです」

　Ｍ本もとは見るも哀れな様子でうなだれた。

「提案が近づくにつれてどんどんひどくなってきて、このままいくと痛みでプレゼンを失敗してしまいそうで……ああ、そう考えるとまた胃が痛くなってきた」

「プレゼンターを変更する、ってわけにもいかんよな」

　梅うめ林ばやしの溜ため息いきは深かった。仏ぶつ頂ちよう面づらの視線を向けてくる。

「どうする？　僕らの打った手が思わぬ副作用を生んでいるわけだが」

「ううん」

　提案書の説明は元請け社員がすること。それが今回、赤あか城ぎ・神楽かぐらの出してきた条件だった。全ては前回、自じ分ぶん達たちが商流・指揮命令系統の混乱を暴露したせいだ。おかげで瑞みず穂ほ・スルガ組の提案を差し止められたわけだが、代わりにこちらは最も提案下手な人物をプレゼンターに選ぶ羽目になっていた。

「提出済みの提案書を説明するだけですよ？」

　次じ郎ろう丸まるが不思議そうに訊たずねる。実際、ＲＦＰ回答は一週間前にメールしてあった。事前の質疑応答も行っているし、今日は提案骨子のおさらいが主になるはずだ。

「注釈が必要な部分は追記してますし、専門的な箇所の説明は振ってもらって構わないんですよ？　一体何が不安なんですか。風水ですか？」

「いやぁ」

　Ｍ本もとは面目なさげに頭を搔かいた。

「私、提案書説明とか本当久しぶりで。いつもパートナーさんや他部署の人間にお任せしてるんで、そうですね、あがってるといいますか、プレッシャーに押し潰されそうと言いますか」

「あんた、本当に営業か？」

　梅うめ林ばやしの声は呆あきれ果はてていた。次じ郎ろう丸まるも得体の知れないものを見るような目になっている。

　だめだ。大事な提案の前に最悪な雰囲気になっている。

「Ｍ本もとさん」

　見かねて口を挟みかけた瞬間。

「イグゼク・ソリューションズ様、イグゼク・ソリューションズ様、いらっしゃいますか」

　受付の女性に呼ばれる。ああ、くそ、タイムリミットか。仕方ない、移動しながら話すとしよう。

「とりあえず行きましょう。待たせると先方の心証も悪くなりますし」

　つとめて何気なく言って席を立つ。まだ前まえ屈かがみになっているＭ本もとを促し受付に赴いた。

　係から入館カードを受け取りエレベーターホールに向かう。

　吹き抜けの空間に日差しが降り注いでいた。天窓は白く輝き、一瞬外に出たような気分になる。ガラスパネルの壁を見上げながらエレベーターに乗りこんだ。幸いと言うべきか、同乗者の姿はない。青を通り越して白くなったＭ本もとに向き直る。

「大丈夫ですよ。あんなにリハーサルしたじゃないですか。時間も計って、質疑応答の練習もやって」

「ええ、ええ、そうなんですが」

「お客さんなんてカボチャみたいなものですよ。資料読むのに必死で話なんか聞いていませんって。だからリラックスして、多少の失敗なんか気にせず──」

「桜さくら坂ざかさん！　カボチャは資料読まないと思いますよ」

　次じ郎ろう丸まるの一言で、一瞬生気の戻ったＭ本もとが蒼そう白はくになる。あああああ、もう。

「いや、僕が言いたいのはですね」

　ポーンとチャイムが鳴る。軽いＧとともにエレベーターが減速した。

　舌打ちしながらＭ本もとの前に移動。身振り手振りで励ましつつ外に出る、と。

「……あ」

「あ」

　見覚えのある一群がホールで待ち受けていた。

　くたびれたスーツを着た眼鏡の男性、中学生と見み紛まがうばかりに小さい瘦せ形の少女。二人ともビジネスバッグを提げ入館カードをつけている。こちらの姿を認めるなり少女の目が丸くなった。

「桜さくら坂ざか？」

「室むろ見みさん？」

　まさしく室むろ見み立りつ華かだった。一緒にいるのは藤ふじ崎さきだ。提案の帰りだろうか。同行者と思おぼしき男性と三人でエレベーターを待っている。左胸に輝く「Ｍ」のバッヂは瑞穂電気ＭＥＣの社章か。硬い表情で背筋を伸ばしている。

　微妙な空気が流れる。同じ部署の先輩、部門長と客先で出くわしたのだ。普段なら「お疲れ様です」「奇遇ですね」の言葉でもかけ合うところだろう、が。

「おい」

　梅うめ林ばやしが耳元で囁ささやく。

　立場をわきまえろと言わんばかりの声音に身が引きしまる。自分の背負っているものがにわかに思い出されてきた。

　そうだ、今この時に限って言えば、自じ分ぶん達たちは同僚ではない。同じ案件を奪い合う敵同士だ。馴なれ合あいなどもってのほか、周囲を誤解させる言動も慎むべきだろう。

　居住まいを正して会え釈しやくする。室むろ見みは一瞬戸惑った様子になったが、こちらの面々を見渡した。

「これから提案？」

「……はい」

「そう、私わたし達たちは丁度終わったところ」

　肩越しに廊下の奥を振り返る。

　瞬間、ポーンとエレベーターが音を立てて閉まった。藤ふじ崎さきが慌ててボタンを押すも止められない。別のエレベーターが到着予定のランプをつけた。

　室むろ見みは肩をすくめた。

「いいわよ、行って」

「え？　あ、でも」

「いいから」

「……」

　居心地の悪さを感じつつ一礼する。頭を下げて行きすぎかけた途端「桜さくら坂ざか」と呼ばわれた。

「どう？　悔いのない仕事はできた？」

　唐突な質問に面めん食くらう。鳶とび色いろの目がすぐそばでまたたいていた。綺き麗れいな澄んだ瞳に吸いこまれそうになりつつ、呼吸を整える。
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「はい、やれる限りのことはやったつもりです」

「そう」

　細い顎が引かれた。

「私のＯＪＴもまんざら無駄じゃなかったみたいね」

「はい？」

　聞き返す間もなく胸を小突かれた。小さな拳が心臓に当たる。

「最後の締めくくりよ、全力で行きなさい」

　一瞬、ひどい違和感を覚えた。

　力強い言葉と裏腹に彼女の表情は優しかった。目尻から険が消えひどく穏やかになっている。

　……え？

　なんだろう。胸騒ぎを覚える。この雰囲気は……余裕？　いや。

「おい、何してる、行くぞ」

　梅うめ林ばやしの声に苛いら立だちが交じった。

　後ろ髪を引かれつつ追いかける。梅うめ林ばやしは舌打ちした。

「頼むぞ。君までぼんやりしててどうする。ただでさえ、うちのフロントは機能不全なんだ」

「すみません、大丈夫です」

　脳裏から先ほどの情景を振り払う。悩んだところで仕方がない。何かあるにしても考えるのはあとだ。

「そうだ、Ｍ本もとさんは？」

　見回してぎょっとなる。キューピー人形のような男性は、ふらふらとトイレに入りかけていた。

「ちょ、ちょっとＭ本もとさん!?　どこに行くつもりですか」

「いえ、ですからお腹なかが痛くて」

「三十分くらい我慢してください！　一通り説明が終わったら離席するのもありですから」

　今行かせたら絶対戻ってこなくなる。必死で肩をつかみ引き戻した。タイミングよくと言うべきか、前方の扉から顧客担当が姿を現す。

「ああ、イグゼク・ソルさん、こちらです」

　朗らかに呼び寄せられる。立ちすくむＭ本もとを背中に隠し、前に進んだ。かくなる上は勢い任せだ。わけが分からないうちに提案書を読ませ、説明を終わらせる。緊張する間もないほど突っ走らせれば、最低限の体裁は整えられるだろう。とにかく一旦提案に入ってさえしまえば。

　えいや、とばかりに会議室に入ると。

「……う、わ」

　予想外の光景が広がっていた。

　百席は優に入る空間。高い天井からはプロジェクタが吊つり下がり壁のスクリーンを睨ねめつけている。マイクやカメラもぶら下がっているのは、遠隔地との打ち合わせ用か。国際会議の会場もかくやと言うような大会議室が目の前に現れていた。

　円卓の向こうに十人以上の顧客担当者が腰かけている。若手の姿はない。誰もが社長級の貫かん禄ろくを持って、こちらを見つめていた。挙げ句にテレビ会議システムは海外拠点の担当者まで映し出している。

　凄すさまじい重圧、そして緊張感。

（まずい）

　案の定、今日の主役は真っ白になっていた。意識が飛んだように入り口付近で静止している。

「桜さくら坂ざかさん！」

　次じ郎ろう丸まるがかすれた悲鳴を漏らす。考える前にＭ本もとの手を引いていた。強こわばった笑みを浮かべて周囲に会え釈しやくする。なるべく視線を引きつけ時間を稼いだ。

「しっかりしてください！」

　押し殺した声で呼びかける。

「なんのために今まで頑張ってきたんですか。今日この時、この場にたどりつくためでしょう。皆の努力を無駄にしないでください！」

　叱責気味な発破にＭ本もとの身体が震える。まだ青白い顔のまま、それでもなんとか自力で歩き始めた。

　視界の端で梅うめ林ばやしが資料を配っている。次じ郎ろう丸まるもノートＰＣをプロジェクタに繫つなぎこんでいた。

　座席に到着。はらはらして見ている前でキューピー人形が深呼吸する。一回、二回、三回。もう一度、深々と息を吸う。

　ややあって準備の終わった梅うめ林ばやしが戻ってきた。次じ郎ろう丸まるもセッティングを完了して着席する。静まり返った会場の中、提案チームに視線が集中した。Ｍ本もとが観念したように席を立つ。

「こ、この度は提案の機会をいただき、ありがとうございます。改めましてイグゼク・ソリューションズのＭ本もとと申しまふ」

　嚙かんだー！

　だが当の本人は気づいていない様子だった。神経質に手元の提案書をめくっている。次じ郎ろう丸まるが準備したノートＰＣには目もくれない。存在を忘れているのか、あるいはＰＣとさえ認識していないのか。

　いかん。

　うまくいくイメージが欠片かけらも湧かない。成功への道筋が見えてこない。

『全力で行きなさい』と室むろ見みは言った。結果の如何いかんにかかわらず、こんなぐだぐだが全力とは絶対に思われたくない。どうする？　横紙破りを承知で説明を引き取るか？　それとも恥を覚悟で仕切り直しにさせてもらうか。

　Ｍ本もとの呼吸は荒い。「それでは、ご説明を」と言いかけて再度固まる。今度は資料のどこから読むか分からなくなってしまったらしい。だめだ、見ていられない。

「あ、あの！」

　耐えかねて声を上げた時だった。

「ああ、一からの説明は結構です」

　顧客担当者の一人が話を遮ってきた。

「え？」とまばたきする。相対する顧客は、皆、穏やかな顔をしていた。

「御社の提案はしっかり読みこませていただいています。大変素晴らしい内容でした。今日は説明会という体裁を取ってはいますが、実質的にはディスカッションの場にできればと思っています。実際の進め方や実現方式を、各担当の方と議論させてもらえればと」

　頭が働かない。発言の趣旨がよく飲みこめない。

　ディスカッション？　実際の進め方を議論？　それは、どういう。

「弊社内で各社の提案書を比較検討させていただきました。結果、御社のご提案が最も我々のニーズに近い、インフラを任せるに足るという結論になっています。なので改めてのご説明は不要です。あまり時間のない話ですし、早速ディテールを詰めさせていただきたいと考えています」

　別の女性担当者が発言を引き取る。簡潔な物言いに、さすがに理解が追いついた。

　内示を申し渡されているのだ。二ヶ月に及ぶ死闘の覇者はあなた方だ、イグゼク・ソリューションズだと伝えられている。

　一瞬からかわれているのかとも思った。だが周囲の雰囲気は温かく揶や揄ゆの気配は欠片かけらもない。誰もが新しいビジネスパートナーの誕生を心より歓迎していた。

「桜さくら坂ざかさん、私わたし達たち」

　次じ郎ろう丸まるが紅潮した顔を向けてくる。ああ、うん。皆まで言わずとも分かる。我々は勝ったのだ。全ての競合、ライバル達たちの頂点に立った。

　だが。

　だが、それでは。

「す、すみません、よろしいですか」

　我慢し切れず発言してしまった。周囲の視線を感じつつ言葉を続ける。

「他社の提案はどうだったんでしょう。その、我々の案のどこを評価いただいた感じですか」

　顧客担当者は顔を見合わせた。小声で認識合わせした後、向き直ってくる。

「まずは価格ですね。コストパフォーマンスという観点で御社の提案は圧倒的でした。今回、商流整理をお願いしたせいか、どこも割高な見積もりを出してくる中で御社だけが更にコストを圧縮してきた。これは大きなアドバンテージです」

「……」

「機器のスループットという点では評価できる業者もいたんですが、提案の総合力がね。拡張性やサポート力という観点もあるし」

「この規模のインフラを任せるのに、オンプレ・フルスクラッチで今から作るじゃ困るんですよ。たとえばＳＤＮ、御社の提案はＪＴ＆Ｗで実績のあるものをベースにしてるということで、そのあたりも信頼できるかなと」

「あとはＡＣさんの業界標準ソリューションに準拠していることですね。そう、今日はこのへんを詳しくうかがいたいんですよ。御社の提案を受け入れた結果、『ＡＣ　ＯＮＥ　ＴＲＡＤＥ』のメリットがどう享受できていくかを」

　全肯定に近い反応だった。

　自じ分ぶん達たちの打った策、戦略がことごとく当たった感覚。

　そして室むろ見み達たちの敗因も明らかだった。瑞みず穂ほ電でん気きが実質的なフロントに立った結果、莫ばく大だいなマージン・管理工数を乗せられた。フルチューンによるコストメリットは相そう殺さいされ、代わりに一点物としての実績のなさが不安視された。費用感は大企業準拠、だが提案内容はベンチャー企業的。そうしたちぐはぐさが問題視されたということだろう。

（室むろ見みさんに……勝った？）

　傍かたわらで梅うめ林ばやしが小さくガッツポーズを決めている。Ｍ本もとと次じ郎ろう丸まるも机の下で握手していた。喜びが膨れ上がっていく中、だが自分一人のみが流れに乗り切れずにいる。体温が下がるのを感じながら、目だけはいつまでも手元の提案書を見つめ続けていた。
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　説明会が終わるなり自社に飛んで帰った。

　本来なら今後の進め方をチームで議論するべきだったのだろう。だが心中の不安は収まらなかった。激しい焦燥と恐怖が尽きることなく湧き上がってくる。

『最後の締めくくりよ、全力で行きなさい』

　穏やかに告げた室むろ見みの顔。

　今だからこそ分かる。あれは敗北を認めた表情だ。もはや先輩として、上位者として肩肘を張る必要もない。長年の重荷を下ろした様子。

（室むろ見みさん）

　入社してこの方、ずっと叱られ続けてきた。技術のなさを、プロ意識の低さを、ビジネスマインドの不足を。ある時は厳しく、ある時は冷徹に指導されてきた。善よきにつけ悪あしきにつけ自分の社会人生活は室むろ見みとの関係性ありきだった。恐ろしくも優しい、美貌の鬼軍曹。

（室むろ見みさん。室むろ見みさん。室むろ見みさん）

　考えてみればおかしいのだ。年下の、高校も出ていない少女に上司風を吹かされている。字じ面づらだけ見ればありえないだろう。だがそんな違和感を吹き飛ばすほどに彼女は眩まばゆかった。有能で優秀で他のどんな先輩エンジニアより輝いて見えた。だからこそ自分は迷いなく彼女を上司と呼べたのだ。

　でも今、自分はその幻想を粉砕してしまった。室むろ見みが上位者として振る舞うための寄りどころを破壊してしまった。ならばどうなる。自分と彼女の関係は、室むろ見み立りつ華かという虚構的なキャラクターの位置づけは。

　エレベーターを降り、セキュリティドアを抜け、オフィスに入った。ＳＥ部の自席に彼女の姿はない。外出？　いや、スケジューラに予定は入っていなかった。なら、他にいそうなところは、と考えて思い至る。荷物を置くのももどかしくラボルームに駆けこんだ。

「室むろ見みさん！」

　びくりと小柄なシルエットが震えた。雑然とした検証スペースに白ブラウスの女の子が立っている。帰社してすぐにやって来たのか、椅子の背もたれにビジネスバッグとジャケットをかけていた。

　片手に丸めたケーブルと電源コードを持っている。片づけの最中だったのだろう、山積みの検証機材も半分近くが床に下ろされている。

　室むろ見みは驚いた様子でこちらを見ていたが、ややあって眉尻を下げた。

「なんて顔してるのよ、あんた。捨てられた子犬みたいにしょげかえって」

　壁にかかった鏡を見る。左右反転した顔は歪ゆがんでいた。口元が引きつり、今にも泣き出しそうに見える。ひどい有あり様さまだ。いい年をした大人の面相ではない。

　室むろ見みは嘆息した。

「勝ったのはあんたでしょ？　素直に喜びなさいよ。何気なく振る舞ってる私が馬鹿みたいじゃない」

「じゃあ……やっぱり、室むろ見みさんも結果を」

「聞いたわよ。誤解の余地もないくらいはっきりと。あなた方の提案は採用できませんってね」

　あーあ、と天井を仰いだ。

「負けたわ。ぐうの音も出ないくらい徹底的に、きっぱりと。コスト・体制・技術、全ての面で及ばなかった。もうちょっと悔しいかなと思ったけど、意外と清すが々すがしいわね。本気でぶつかっても越えられない壁があるって久しぶりに思い知らされたわ」

　何かをやり切った表情。憑つきものが落ちたような様子にぞっとなる。収まりかけた焦燥が再び蘇よみがえってきた。

「む、室むろ見みさん！」

　必死の思いで呼びかけていた。

「またいなくなったりしませんよね？　七なな隈くまの実家に戻って勉強に専念するとか言わないですよね？」

「はぁ？」

　怪け訝げんそうにまばたきされる。細い眉が急角度で吊つり上あがった。

「なんでたかだか一回、案件を失注したくらいで引きこもらなきゃいけないのよ。私、そんなにメンタル弱く見える？」

「い、いえ。でも」

「だいたいあんた、お客さんから聞いたけど随分風ふ呂ろ敷しき広げまくってるそうじゃない。あの次じ郎ろう丸まるって女と二人で対応できるの？　私やＳＥ部のリソース、フルに使い切ってようやく捌さばけるレベルじゃない？　違う？」

「ち、違いませんけど」

　冷静な受け答えに混乱する。室むろ見みの様子はごくごく自然体だった。心がくじけている印象は欠片かけらもない。逆に、取り乱している自分が馬鹿のようだ。

　むくれ気味に顎を引く。上目遣いに室むろ見みを見つめて。

「そんな簡単に切り替えられると……複雑です。僕、随分悩んだんですから」

「簡単に切り替えられたように、見える？」

　苦笑交じりの問いが返ってきた。白い手がゆっくりとテーブルをなでる。

「今の私があるのは、あんたって後輩がいたからよ。桜さくら坂ざか工こう兵へいの上司・トレーナーになったことで私は自分の立ち位置を再発見できた。足下を固めて前に進むことができた。多分、一人で仕事をしていたらとっくの昔に行き詰まっていたはず。部署を移るか、会社を変えるか。で、異動した先でも同じことを繰り返していたでしょうね。どうして誰も彼も思ったように動いてくれないんだろう。私の言うことを理解できないんだろうって。独りよがりに腹を立てて孤立していたはずだわ」

「……」

「去年の四月、何者でもなかった私に守るべき存在ができた。意地を張る相手が生まれた。だから私は自分を変えようとしてこられたの。感謝してるわ、私みたいなややこしい人間に付き合ってくれて。現在進行形でついてきてくれて」

　でも、と彼女は言葉を切った。双そう眸ぼうが寂しげな色をたたえる。

「あんたはもう私の後輩じゃない。私に追いついて、乗り越えて、先に進んでいってしまった。その事実を受け入れるのは少し……ううん、結構しんどかったわ」

「室むろ見みさん」

　彼女は顔を上げた。鳶とび色いろの瞳がまっすぐに見据えてくる。

「桜さくら坂ざか。もうあんたにトレーナーはいない。これからはあんたが周りの人間を引っ張っていくの。新人や他部署、関連会社のメンバーを、たばねて磨いて戦力にしていく。どんな結果が出ても自分次第。責任も成果も全てあんた一人のもの」

　嫌です、と言いそうになった。

　僕は室むろ見みさんの後輩です。まだまだ教えてもらいたいこと、指導してほしいことがたくさんあるんです。お願いだから手を離さないでください。次の仕事でも部下としてサポートさせてください、と。

　だが心のどこかで理解していた。それは絶対口にしてはいけない台詞せりふだと。

　勝者には勝者の立ち振る舞いがある。望むと望まざるとにかかわらず、自じ分ぶん達たちの関係はもう変質してしまったのだ。それを無理矢理引き戻すような言動は、ここ二ヶ月の激戦を愚弄するものだろう。室むろ見みの奮闘を貶おとしめることにもなりかねない。

　だから認めるしかない。室むろ見み立りつ華かのＯＪＴは名実ともに終了したのだと。もはや二度と始まることはないのだと。

　万感の思いが伝わったのか、室むろ見みは視線を逸そらした。気持ちを切り替えるように髪を搔かき混まぜる。

「さ、片づけるわよ。ＯＳ部が次の検証でここを使いたがってるの。あんたも手が空いているなら手伝いなさい。早く終わらせた方が、赤あか城ぎ・神楽かぐら案件の分担も相談しやすいでしょ」

「あ、はい」

　うなずいたのと激しい足音が響いたのはほぼ同時だった。廊下を誰かが駆けてくる。慌てふためいた様子で戸口に現れた。

「い、いた！　桜さくら坂ざかさん、こんなところに」

「茶ちや山やま君？」

　ＳＥ部の新人、茶ちや山やまだった。息を弾ませ肩を揺らしている。普段の不遜さが噓うそのように動転していた。

「なんだよ。そんな慌てて、何かあったの？」

「何かあったの、じゃないでしょう！」

　苛いら立だちが空気を震わす。ぎりっと歯ぎしりの音が響いたように思えた。

「聞いてないですよ！　一体どういうことですか。室むろ見みさんや藤ふじ崎さきさんは知ってたんですか？　いくらなんでもひどすぎますよ。あんまりです！」

「ちょ、ちょっと待てよ、茶ちや山やま君。さっぱり話が見えないんだけど。一体なんのこと？」

「またそんなしらばっくれて──」

　声を張り上げかけて異常に気づいたのだろう。まじまじと室むろ見みや自分を見渡す。

「もしかして、本当に知らないんですか？」

　得体の知れないものでも見るように眉をひそめる。

「社長が言ってましたよ。桜さくら坂ざかさん、来月から総務に異動だって」
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「本当にごめん！」

　茶髪の採用担当が両手を合わせる。頭を下げた拍子にスジ盛りの髪が撥はね、金のピアスがのぞいた。職場に何をつけてきてるんだと言いたくなるが、今はそんな場合ではない。両手を総務部の机に叩たたきつける。

「ごめんですみませんよ！　一体どういうことですか!?」

　自分はまだ例の話に答えていない。何か手違いがあったのは確かだ。問題はそれが何で、どうすれば改められるかだ。いかなる結論を出すにせよ、こんななしくずしは勘弁してもらいたい。

「いやぁ」と採用担当はうなだれた。

「事故なんだよ、本当事故だったんだ」

「だから、それが何かと」

　詰め寄りかけたところを押おしとどめられる。採用担当は袖机から四つ折りのプリントを取り出した。手渡されたそれを開く。何かの名簿だろうか。社長や採用担当に交じって自分の名前も書かれている。

「これは？」

「株式上場プロジェクトの体制図」

　！

「……の素案だよ。決定稿じゃない」

　盛大な溜ため息いきが漏れた。

「桜さくら坂ざか君の返事はまだだったけどね、検討だけは進めてたんだ。もし君が入ってくれたらどういう体制になるか、なんの仕事をやってもらうか。シミュレーションしてスムーズな業務開始に活いかすつもりだった」

「はぁ」

　ならばよしとは言えないが、さすがに案を練ることまで止められない。手元に留とどめていたのならとやかく言う筋合いはないが。

「で、これを社長に見られた」

　!?

「ちょ、ちょっと待ってください！　なんで、どうして!?」

「落ち着いて！　桜さくら坂ざか君、首、絞まる！　絞まってる！」

　知らぬ間に襟ぐりをつかんでいた。採用担当は咳せきこみながら身を引いた。

「だから事故なんだって。作った素案を棄すてようと思ってシュレッダーの横に置いておいたんだ。あとで他資料と一緒に処理するつもりで、そうしたら」

　──おい、いつになったら例の上場プロジェクト、計画ができあがるんだ！　先週には幹事会社のレビューを受けようと話していただろう！　忘れたのか！

　──ん？　なんだこれは、おお、もうできてるじゃないか。これでいいだろう。あ？　何を待つことがあるんだ。決まり、決まりだ！　関係者の辞令も出しておいてくれ！　いいな。

　……。

「てなわけでさ」

　採用担当の目は倦うみ疲れていた。断片を聞かされただけで、どんなやりとりがあったかは想像がつく。おそらくいつもの社長のノリだろう。強引で不条理で、且かつ一方的な指示・命令。

　もう一度、深々と頭を下げられる。

「まぁ僕としても甚だ不本意な形ではあるけれど、こういう結論になっちゃったんで、一つよろしく」

　いや。

　いやいやいや。

「よろしくじゃないでしょう！　困りますよ。赤あか城ぎ・神楽かぐらの案件だって始まるのに。そう、そうだ。僕、まだエンジニアを辞める覚悟なんて全然できてないんですから！」

「もう決まったことだから」

　返ってきた声はひどく冷ややかだった。凍りつくこちらの前で、茶髪の男は居住まいを正した。

「タイムリミットは疾とうの昔に過ぎてたんだ。証券会社にはプロジェクトに先だち、スルガ側のＰＭを選出するよう言われている。分かるかい？　全てのアクションは僕らの体制構築をもって始まるんだ。そのキーパーソンとして桜さくら坂ざか君の名前が出てしまった。対外的に、公式にだよ。今さら取り下げなんてできやしない。どのみち代わりの人材を調整している暇もないしね」

「……」

「人事発令も出た。部長陣への連絡もすんでいる。桜さくら坂ざか工こう兵へいは来月づけで総務部の所属になるんだ。兼務はなし。ＳＥ部としての君は正式に解職になる」

　血の気が引いた。

　恐怖が身体を満たしていく。四肢が金縛りにでもあったように強こわばっている。

　気まずい沈黙の中、採用担当は後ろめたげに視線を逸そらした。重苦しい吐息が漏れる。

「桜さくら坂ざか君も悪いんだよ。オファーの件、どうなってる？　って訊きいても全然返事くれないんだもの。そんなに嫌ならちゃんと断ってくれれば考えたのに。君の名前も資料からすっぱり消しちゃってさ」

　確かに、非はこちらにあった。忙しさにかまけて結論を先送りしていたのは他でもない自分だ。ＮＯならＮＯと言うべきだった。ＳＥ部に残りたいと宣言するべきだった。

　だがもはや手遅れだ。賽さいは投げられ、あらゆる歯車が動き出している。後戻りは利きかず、転進も許されない。眼前に広がるのはただ上場プロジェクトという異世界の戦場のみ。

　採用担当は体制図を引き取ると、袖机にしまった。

「プロジェクトキックオフは三日後、それまでに業務の引き継ぎは終わらせてほしい。名刺も新しいものを渡すから、早く新業務に向けて気持ちを切り替えてください。以上」

　返す言葉はなかった。




　凶報は野火のごとく社内に広まっていった。

　事態発覚から数時間後には他部署へ、半日後にはＤＶ社まで情報が伝わっていた。

　株式上場、赤あか城ぎ・神楽かぐらプロジェクト受注、桜さくら坂ざか異動。一つでも大変なニュースが複数絡からまって御お茶ちやノ水みずの社屋を揺るがす。

　は？　総務、なんで？

　そんな言葉を何度かけられただろう。二言目には『で、俺の（私の）仕事どうするの？』と訊たずねられた。タスクの〆しめ切きり迫ってたよね？　誰に引き継ぐの？　どこまで後任に情報共有してるの？　バックサポートはできるの？

　何も答えられなかった。というよりこっちが訊ききたかった。自分が抜けた穴をどう埋めるのか。誰に託すのか。本当に三日程度で異動の準備ができると思っているのか。

　分からない。状況の変化に頭がついていかない。

　何度も間違いだと思いこもうとした。これはきっと採用担当の早とちりだ。社長の思いつきに過敏に反応しているだけ。事態の深刻さが分かれば考え直してもらえる。そう、藤ふじ崎さき達たちがストップをかけるはずで。

　希望的観測に対し、だが現実は容赦なかった。藤ふじ崎さき、およびＯＳ部長の連名で届いた会議招集メールには『引き継ぎ打ち合わせ』のタイトルがついていた。
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「納得いきません！」

　室むろ見みの口調は火を吐くようだった。

　午前十一時、狭いミーティングスペースには緊迫した空気が満ちている。定員六名の部屋に十人以上が詰めかけているのだ。各おの々おのがたとえようのない不満と憤いきどおりを溜ためこみ、場に集っている。一触即発の火薬庫を思わせる雰囲気だった。

「室むろ見みさん、ちょっと落ち着いて」

　藤ふじ崎さきが疲れた様子でたしなめる。だが室むろ見みは昨日の穏やかさが噓うそのように声を張り上げた。

「これが落ち着いていられますか!?　桜さくら坂ざかを異動させて誰が赤あか城ぎ・神楽かぐらの案件をやるんですか。業なり平ひら産さん業ぎようのプロジェクトは？　ベターメディアの提案だって控えてるんですよ。そうでなくても四半期の変わり目で仕事が立てこんでるんです。二日後にＳＥ部の戦力が減るとか、ありえません！」

　無言の賛意が場に渦巻く。今ここにいるのは現場のエンジニアがほとんどだ。梢こずえ、箱はこ崎ざき、福ふく大だい、三みつ沢さわ、茶ちや山やま、室むろ見み。いずれも現在進行形で激務をこなしている。上の都合でメンバー減と言われて納得する者はいないだろう。口にこそ出さないが、ほぼ全員が室むろ見みと同意見に見えた。

「代わりに派遣を一人入れていいと言われている」

　藤ふじ崎さきのつぶやきに、室むろ見みは鼻を鳴らした。

「ぽっと出の要員が使い物になると本気で思ってるんですか？　既存の提案・システム構成、私わたし達たちの社内インフラ、そういうものを一から教えこまないといけないんですよ。戦力化するまで最低三ヶ月はかかります。しかも全てが滞りなく、支障なく進む前提で。ええ、何もかもが順調に行くなんてありえません。つまり今ある案件のいくつかは確実に破綻するんです。そんな話を無批判に受け入れろって言うんですか！」

「室むろ見みさん」

「だいいち人を入れる原資があるなら、そのお金で総務の要員を雇えばいいじゃないですか。わざわざお金を払って総務とＳＥ部に新メンバーを配置するとか、意味が分かりません。誰も彼も頭がどうかしてるんじゃないですか」

「わ、私も室むろ見みさんと同じ考えです！」

　梢こずえが席を立つ。ふっくらした頰が紅潮していた。寝癖を思わせる髪が帯電したように撥はねている。

「わ、私は桜さくら坂ざかさんの依頼だから運用を受けてるんです。もし担当が代わるなら、アサインを考え直させてほしいです。見積もりや前提条件も全部見直して──きゃっ！」

　悲鳴に頭をはたく音が重なった。

　片かた桐ぎりはいり似のＯＳ部長が手を振る。仏ぶつ頂ちよう面づらで場を睥へい睨げいした。

「そんなことできるわけないだろ。お客さんに出てる見積もりだよ。社内の都合で足したり引いたりなんて許されるもんか」

「で、でも」

「いくら気に入らないからって、客に迷惑かけちゃ社会人失格だよ。大人になりな、あんたまで自や棄けになったら誰が現場を守るんだい」

「……」

「お嬢もだよ」

　鷹たかのような眼まな差ざしに室むろ見みが目を背ける。

　沸騰しかけた場が徐々に鎮しずまっていった。怒りの塊が空気に拡散し溶けていく。代わりに漂い始めたのはどうしようもない諦めと無力感だった。室むろ見みは下唇を嚙かんだ。

「断れないんですか、どうしても」

　絞り出すような声。

「どうあっても桜さくら坂ざかを出さなきゃだめなんですか」

　藤ふじ崎さきは無言で腕組みしていた。口元を歪ゆがめて深呼吸する。無感情な眼まな差ざしが周囲に向けられた。

「僕ぼく達たちは会社に雇われている。業務上正当な理由があり、法律上の問題もない限り、異動命令は有効だよ。現場の判断で覆くつがえすことはできない」

「理不尽な命令でもですか」

「理不尽な命令でもだよ」

　藤ふじ崎さきの声は静かだった。

「会社には色々な側面がある。あるレイヤーでは最適解でも、あるレイヤーでは最悪手なんてことは腐るほどある。誰もが自分の最適解だけ追い求めたら組織は身動きが取れない。だから誰かが頂点に立ってリソースをコントロールする必要があるんだ。全体の利益を見据えて、将来のあるべき論を考えてね」

「それが社長だって言うんですか」

「うん。強引で横暴で考えなしで、頑固で技術音痴でごうつくばりで、でも今こうしてみんなの居場所を維持している、僕ら全員の雇い主だよ」

　沈黙が訪れた。藤ふじ崎さきはゆっくりこちらに向き直ってきた。

「桜さくら坂ざか君は株式上場の件、どう思ってるの？　悪いことだ、やめるべきだと考えてるの？」

　全員の視線が集まる。無言の圧力を感じながら、だが今の話を聞いて噓うそはつけない。弱々しく首を振る。

「いえ」

　かすれ声が漏れた。

「会社が大きくなるのはいいことだと思います」

「そのために誰かが手を動かさなきゃいけない。頭を使わないといけない。で、総務部と社長が君を選んだ。外と様ざまではない社員代表として、現場の意見をより反映できるメンバーとしてノミネートした。この判断が出で鱈たら目めだと思うかい？」

「……」

　納得はいかない。だが藤ふじ崎さきの言葉はどうしようもないほど正論だった。

　そして何より、当の彼こそ苦しんでいる様が見て取れる。自分がいなくなったあとどうやって仕事を回していくか。人繰りをつけていくか。多分途方にくれているのだろう。だが上長まで不満を述べ始めては収拾がつかなくなる。だからあえて憎まれ役を買って出ている。冷徹なまでに原則論を貫いている。

　そんな姿を見せられては個人的な好みなど主張できるはずもなかった。

「出で鱈たら目めとは……思いません」

　鸚おう鵡む返がえしに答えるのがやっとだった。うなだれた瞬間、場の緊張が途切れる。誰の顔にも疲労と敗北感が滲にじんでいた。

　他に意見が出ないことを確認して藤ふじ崎さきは息をついた。

「じゃあ本来のトピックに戻ろう。桜さくら坂ざか君の持っている仕事をどう引き継いでいくか。さっきも言ったように追加の要員は手配するけど、さすがに二、三日じゃ無理だ。だからまずはこのメンバーで分担して、あとで後任に引き継ぎ直す。で、室むろ見みさんの言う通り新メンバーの戦力化にも時間がかかるから、せめてその間は桜さくら坂ざか君のサポート工数を残してもらう。三割か、最低でも二割。ここの調整は部長陣でやるよ。二日後にぶつ切りにはさせない。そこだけは安心してもらっていいから」

　メモを取る音が響く。ＯＳ部長がホワイトボードに引き継ぎタスクを記し始める。

　全てが留まることなく進行していった。もはや異議を唱える者もいない。最悪の状況で、いかに最善をつかみ取るかが論点になっている。

　案件名が、担当者名が、引き継ぎスケジュールがホワイトボードに追記されていった。あわせて関連している業者もリストアップされていく。淡々と桜さくら坂ざか工こう兵へいの異動が既成事実化していった。

「桜さくら坂ざか君」

　藤ふじ崎さきが顔を向けてきた。

「とりあえず赤あか城ぎ・神楽かぐら案件で絡からんでいるベンダーには早めに連絡してもらえるかな。大きな話だし、先方も検討が必要になるだろうから。さしあたって担当変更の旨むねだけでもメールしておいて。後任は追って伝えるからって」

「……はい」

　視線を落とす。室むろ見みがどんな表情をしているかは見たくなかった。




　会議後、自席に戻ってマウスを操作した。

　省電力モードが解除されデスクトップが表示される。通知領域に新着メールのアイコンとチャットメッセージのバルーンが現れていた。見ている間にもまた数通、メールが着信する。多分現在進行形で依頼が届いているのだろう。普段ならすぐ内容をチェックし、ＡＳＡＰの用件とそうでないものを振り分けるところだ。だが今は確かめる気にもなれない。どうせ数日中には全案件が手から離れるのだ。ここで一分一秒を争い対応して何になるだろう。

　未読表示から目を逸そらし、新規メールの作成ボタンを押す。真っ白なサブジェクト欄に『ご連絡』と入力した。




　──お世話になっております、スルガシステムの桜さくら坂ざかです。

　先日の説明会では色々とありがとうございました。

　さて、突然ですが私、桜さくら坂ざかは異動により本案件から外れることになりました。後任は追って連絡しますが、まずは取り急ぎ状況の共有となります。

　よろしくお願いします。




　……。

　なんだこれ。書いてる自分が目を疑いたくなる。相手にしてみれば怒るか呆あきれ果はてるかどちらかだろう。そのくらい突飛で意味不明なメールだった。

（もうちょっと、経緯を書いた方がいいのかな）

　総務部の仕事があって、二日後に異動が予定されていて、引き継ぎの準備が必要で、と補足しかけて首を振る。

　だめだ、一層理解不能になる。上場の件を明かせない以上、下手な注釈は逆効果だ。でも、だったら何を書ける？　どうすれば納得感を得られる？

（納得感なんて）

　当の本人が現実味を持てていないのだ。他の誰かを説得できるはずがない。いや、というか説得なんて考えること自体、傲慢なのか？　相手が怒るのは当然。どんな不興や非難も甘んじて受け入れるべきだと。

　……。

「ああ、もう」

　思考がまとまらない。何を書いて何を書かざるべきか。判断がつかない。いや、そもそもメール自体出したくない。下書きごと削除して席を離れたい。

　だが、遅かれ早かれ担当変更の連絡はしなければならなかった。藤ふじ崎さきの言う通り、先方にも検討の余裕を与える必要がある。

　覚悟を決めてアドレス帳を開く。次じ郎ろう丸まる、梅うめ林ばやし、Ｍ本もと。関係者のメアドをコピーして宛先欄にペーストした。誤字脱字をチェック。一呼吸置いて送信ボタンを押しかけた時だった。

　胸ポケットの携帯が震えた。

　液晶に０３の市外局番が表示されている。知らない番号だった。お客？　障害連絡だろうか。

「はい、もしもし？」

『お世話になっております！　イグゼク・ソリューションズのＭ本もとです！』

　エネルギーの塊めいた声がスピーカーから飛び出してきた。

『すみません。こちら桜さくら坂ざかさんの携帯でよろしいでしょうか？　メールのシグネチャに書かれた番号にお電話したんですが』

「ああ」

　署名欄にある連絡先を見たのか。納得して携帯を持ち直す。

「はい、桜さくら坂ざかです。どうしました？　何かトラブルでも」

『いや、そういうわけじゃないです。全然何も問題は起きていません。万事、すこぶる順調ですよ！　ええ！』

　随分とテンションが高い。昨日の緊張ぶりが噓うそのようだ。

　Ｍ本もとは興奮気味に息を吸いこんだ。

『社内でも赤あか城ぎ・神楽かぐら案件の顚てん末まつは話題になっていましてね。各部署が全力でサポートしてくれる話になっています。聞いてくださいよ。今頃になってＳＤＮの部隊が、プライムコネクトを本案件に使えないのかなんて言ってきたんですよ！　一昨日来やがれ！　って言ってやりましたけどね！』

「そ、そうですか」

『いやぁ世界が変わるってのはこういうことを言うんですかねぇ。周囲の目とか態度とか全然違って、上は妙に優しいですし、同じ職場にいるとは思えないです。一夜にして有名人というか』

「はぁ」

　なんの電話なのだろう。世間話をするような間柄ではなかったはずだが、大商いの成立で気が大きくなっているのか。

　だがタイミング的には丁度よかった。担当交替の件を伝えてしまおう。話の区切りがついたところで。

　Ｍ本もとさん、実は。

『ただ、今回私って本当役立たずだったんですよね』

「え？」と顔を上げる。

　Ｍ本もとは自嘲気味に苦笑した。

『周囲から評価されることは何一つしていないと言うか。説明会でもテンパりまくりで、社内調整も満足にできませんでしたし。ええ、本当フロントとは名ばかりのお荷物だったと自覚しています』

　苛いら々いらしたでしょう、と低い笑い声を上げる。

『正直私もロクに手を動かすつもりはなかったんです。最初にお話しした通り、商流だけ調整してあとはよろしくのつもりでした。でも、なんでしょうね。次々にトラブルが起きて、みんなでどうしたらよいか考えて。困難を解決するのが気持ちいいというか。仕事をしている実感が久しぶりに湧いてきて』

「……」

『お礼を言いたかったんです。案件が取れたことと、何よりこんな気分を思い起こさせてくれたことに。昨日はバタバタしてちゃんとご挨拶もできませんでしたから』

「Ｍ本もとさん、僕は」

『ああ、いや。だから許してくれと言うつもりはないです。実際私は使い物になりませんでしたし、今回の件は掛け値なしに桜さくら坂ざかさん達たちの手柄ですから。ただ今後は頑張ります。同じチームのメンバーとして恥じない働き方をしていくつもりです。なので、これからもどうぞよろしくお願いします』

　──頑張りましょう！　では！

　一方的に告げてＭ本もとは電話を切った。

　耳元で終話音が響く。なんとも言えない沈黙が訪れた。

（頑張りましょう……って）

　今、最も言ってほしくない台詞せりふだった。あんな熱意に満ちた、希望にあふれた言葉をかけられても。

　ブゥンと再び携帯が震えた。今度はメッセージの着信だ。液晶画面に『キックオフについて』のタイトルが現れている。送信者は──ＪＴ＆Ｗ梅うめ林ばやし。

『送ったメール確認しているか？　内部キックオフの日取りを調整したいから、早めに予定を教えてくれ。というかなんで僕が一番あくせく働いているんだ。この仕事をリードしてきたのは君と次じ郎ろう丸まるさんだろ。傍若無人な無茶振りが君らの真骨頂なんだから、とっとと次のタスクを寄こせ。こっちの手を空けさせるんじゃない。いいな』

　ぶっきらぼうな文面から情熱が感じ取れる。なんだかんだ言いながら、あの人も仕事が好きなのだ。逆境を創意工夫で切り抜けることに無上の喜びを覚えている。

　力なくうなだれるとディスプレイのメーラーが見えた。簡素な下書きに『異動』『後任』の文字を認める。

（だめだ）

　こんなメール一通で関係を清算するなど許されない。きちんと対面で説明するべきだ。詰なじられようと責められようと、臆することなく。

　下書きを削除しメーラーを閉じた。一呼吸置いて携帯の履歴を表示する。もっともやりとりの多い宛先をタップした。

（そうだ。少なくともあの人にはきちんと話さなきゃだめだ。今回の提案で一番長く一緒にいて、一番多く議論したあの人とは）

　電話が繫つながる。

　携帯を握りしめ、相手が喋しやべるのを待たず呼びかけていた。

「次じ郎ろう丸まるさん、今、大丈夫ですか？　少しお話ししたいことがあるんですが」
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　怒られる覚悟はしていた。謝罪を求められる気構えもできていた。

　だから状況説明後、アルマダ社に来るよう言われた時もさして驚きはなかった。時間は十九時半でと指定されたところで「ああ、なるほど」としか思わなかった。戦場を離脱する人間に、貴重なビジネスタイムは割けない。言いたいことは聞いてやるから業後にこっそり来いと、そんな意図でとらえていた。

　異常を感じたのはロビーで次じ郎ろう丸まると会った時だった。普段なら脇のスタバでと言い出しそうなものなのに、迷うことなくゲストカードを手渡してきた。スマホを確認。やたら時間を気にした様子でセキュリティゲートにエスコートしてくる。

　エレベーターの目的階が押された瞬間、背筋が凍った。

「次じ郎ろう丸まるさん、ひょっとして今日の打ち合わせって」

　こくりとうなずかれた。

「はい、社長も同席します」

　高層フロアの階数表示がまたたいている。四十一階、エグゼクティブフロア。激しい焦あせりと不安が込み上げてくる。

　考えてみれば当然か。今回の案件、一番の大立ち回りを演じたのは他でもないローズ社長だ。グローバルの調整をさせられた挙げ句、「はい、さよなら」ではたまらないだろう。なんらかのけじめを求めてくるはずだ。場合によってはＡＣ本体への謝罪を要求されるかも。

　酸欠気味の金魚のように口をぱくぱくさせる。照明が弱くなったように思えた。息が苦しい。鼓動が激しさを増していく。

「どうぞ」

　開いた扉を押えて次じ郎ろう丸まるが促す。仕方なくエレベーターホールに出た。見覚えのある観葉植物を横目に廊下を歩いていく。

　両開きのゲートに到着すると次じ郎ろう丸まるは躊ちゆう躇ちよなく内線電話を取り上げた。制止する暇もない。ロックを解除して入室すると、流れ作業のように前室を抜け、奥の扉を開ける。

　夜の闇が広がっていた。

　ガラス窓の向こうに都心の夜景が横たわっている。照明が暗いせいか、夜空に調度が浮かび上がって見えた。漆黒の水面に一ひと際きわ黒い影が立ち上がっている。ダークスーツの男性、チェスター・ローズ。

「お連れしました」

　次じ郎ろう丸まるが一礼して壁かべ際ぎわに引き下がる。街明かりから離れたせいで身体が闇に溶けこんだ。スーツの色が影と一体化して気配が消える。

　ローズと相対した瞬間、心音が跳ねた。全身の筋肉が強こわばる。爪先から震えが這はい上あがってきた。

「悪かったね。遅い時間に、わざわざ」

　ローズの声は静かだった。内にどんな感情を秘めているにせよ表面からはうかがいしれない。音もなく細身のシルエットを向けてくる。

「本当はもっと早く予定を空けたかったんだが、外出続きでね。こんな時間になってしまった。申し訳ない」

「い、いえ、そんな」

　罪悪感に駆られて頭を下げる。水飲み鳥のように腰を折り曲げた。

「この度は、本当に申し訳ないことになってしまい……！　その、なんてお詫わびしたらいいのか！」

「桜さくら坂ざか君」

　青い目が冴さえ冴ざえと輝いた。

「謝罪はいい。ただことの経緯をもう少し詳しく話してもらえないか。縁ゆかりから概要は聞いたが、どうにもよく分からなくてね」

「はい」

　無理もない。社内でさえ非ひ難なん囂ごう々ごうなのだ。他社の人間にはより一層理解不能だろう。

　なぜこの時期に？　これだけの案件を前にして？　総務部に？

　言葉を選びつつ説明していく。二ヶ月前、採用担当に異動を持ちかけられたこと。時を同じくして赤あか城ぎ・神楽かぐら案件が始まったこと。エンジニアと出世のどちらを取るか悩んでいたこと。検討を繰り延べるうちに新組織の体制案が一人歩きしたこと。そして。

「僕が悪いんです。何をするべきか、どこに打ちこむべきか、理解していたのに結論を先送りしていたんですから。もっと早く決断していたら迷惑をかけることもなかったと思うんです。だから本当に、なんと言っていいか」

　格好悪い。謝罪にもなっていない。ただ己の無様をさらけ出しているだけだ。僕はこんなに愚かです。間抜けなんです。期待を裏切ってすみません。どうぞ好きなだけ罵倒してください。

　──。

　いつしか静寂が満ちていた。低い空調の音だけが規則的に響いている。誰も口を利きかない。言葉を発しない。多分呆あきれられているのだろう。居心地が悪い。いたたまれない。逃げ出してしまいたい。

　耐えきれず暇いとまを告げかけた時だった。ローズが視線を外した。感情を感じさせない面持ちで、じっと外を見る。

「今夜は月が綺き麗れいだね」

「え？」

　大振りな居待月に照らされつつ、異邦の社長は静かに提案してきた。

「少し、外を歩こうか。ここは息が詰まる」




　本社ビルの二階を出ると、そこはウッドデッキになっていた。

　眼下を車の列が流れていく。ビル群の向こうに東京タワーが浮かび上がっていた。壁かべ際ぎわに置かれた椅子やテーブルはカフェの設備か。昼間なら賑にぎわいを見せているであろう空間は、だがさすがに閑散としている。黒々とした街路樹が風に揺れていた。

　次じ郎ろう丸まるはたなびく髪を押えた。無言のまま冷え冷えとした月を見上げている。何を思っているのか、先ほどから影のごとくローズと自分に従っている。

　ローズは革靴の底でデッキをきしませた。街灯の明かりに端正な横顔が浮かび上がる。

「桜さくら坂ざか君、君の武器はなんだ？」

　細い首が傾いた。

「プロとして今、君は顧客に何を提供できる？」

「何を、ですか」

　漠とした問いに戸惑う。

　自分の武器、プロとしての価値。

　少し考えた末、答えた。

「ネットワーク／サーバー・インフラの設計・構築、プロジェクト管理、そんなところでしょうか。あとは提案活動とか」

「なるほど。では総務という分野ではどうだ？　人事・経理・経営企画・ＩＲ、そのいずれかに対し君はなんらかの知見を持っているのかな」

「いいえ」

　素直に首を振った。

「特に人に言えるような知識はありません。業務経験も、実績の類いも」

「だろうな」

　ローズは答えを予期していたようにうなずいた。手すりにつかまり身体を向けてくる。

「ある分野のエキスパートをまったく別のジョブに配置する。売り物になるナレッジを捨てさせて完全なルーキーとして扱う。こうした人事を、君は変だと思わないか？」

「……」

「私はおかしいと感じるよ、明確にね」

　青い瞳が闇の中にまたたいた。

「ジョブローテ、と言えば聞こえはいいが要は不毛なスクラップ＆ビルドだ。社員の専門性に価値を認めずズブの素人しろうとで代替可能だと思っている。同じ金を払う客にしてみれば随分と馬鹿にした話だ。力のあるエンジニアを買ったつもりが、途中で派遣社員や新人に切り替わるのだからな。羊よう頭とう狗く肉にく、詐欺の類いと罵られても仕方がない」

　ローズの口調が硬くなった。

「この国のＩＴ産業はいつもこうだ。どこのＳＩｅｒも『高い技術力』『高度な専門性』を謳うたっている。だがその内実はどうだ？　優秀な人材ほどすぐ現場から引き抜かれ、お門違いのマネージメントや戦略策定のポジションにつけられる。かわりに残されるのは二線級のメンバーだ。なぁ桜さくら坂ざか君、一体なぜこんなことが起こる？　どうして技術の追求を謳うたう企業がこんな行動を繰り返しているんだ？」

　なぜ。

　どうして。

　悩んだ末に首をひねる。

「分かりません……」

「簡単だよ。ＩＴ系のスキルが重要なんて誰も本気で思っちゃいないからだ」

　衝撃的な台詞せりふに耳を疑う。ローズは、だが、生真面目な顔のままだった。

「少なくとも国内ＳＩｅｒの経営層はエンジニアリングに価値を認めていない。手順書さえあれば誰でもできる単純作業としかとらえていないんだ。だからすぐワークを外に出したがる。あるいは安価な非正規に仕事を引き継ごうとする。コアな正社員には一切技術を求めない」

　そんな馬鹿な、と言いかけて凍りつく。

　ローズの話が過去の記憶と結びついた。室むろ見みの前の現場になぜ正社員がいなかったのか。ＮＢＬのプロジェクトルームで協力社員が人間扱いされていなかった理由は。そして他でもない、ＳＥがブラックの代名詞として語られる背景。

　全てが音を立てて嚙かみ合あっていく。

　そうだ、技術を重視していなければエンジニアが尊重されるはずもない。単純作業の要員として無慈悲に消費されるだけ。壊れたら取り替えればいい。大量供給可能な消耗品。

　ぞっとしかけて頭を振る。理性がローズの論理を否定していた。

「い、いや、おかしいですよ。だって今じゃＩＴは社会の基盤じゃないですか。買い物も日々の連絡も全部ＩＴありきでしょう。なのにそれを作ってるエンジニアを軽視するとか、変ですよね？」

「変さ。だが逆に訊きくがね。それほど重要なインフラを作るのに、なぜ『未経験者歓迎』、『文系でもなれる』なんて募集があふれているんだ？　それも新卒採用だけでなく中途採用に至るまで」

「……」

「君は家を作るのに未経験の建築士を雇うか？　病気になった時、無免許の医師を頼るか？　冗談じゃあるまい。きちんと教育を受け、経験豊富なエキスパートを求めるはずだ。だがＩＴ産業だけはこうした常識が無視されている。なぜだ？　どうしてサーバーの素人しろうとに適切なクラスタが構成できると考える。ネットワークの門外漢がルーターを制御できると思うんだ？」

　もはやローズは内心の不満を隠していなかった。眉根を寄せて睨にらむような目つきになる。

「なぜそんなことになっているか。それは日本のＩＴ産業が製造業の成功体験をべースにしているからだ。少数の設計者と大量の単純作業者。現場に求められるのはカイゼンという名のコストダウンのみ。上に決められたアウトプットを作り上げるため、いかに効率よく動けるかが全て。無理もない。日本で最初にＩＴ産業を立ち上げたのは電機メーカーだからな。工場でやっていた勝ちパターンをそのまま持ちこむのが簡単だった。だから設計図を引く人間と組み立てる人間を別にするなんて発想が出てくる。システム設計の設計者とプログラマーを別職種にするなんて考え方もな。結果生まれたのがプログラミングもできないＳＥと、創造性の欠片かけらもないプログラマー達たちだ」

　私は、とローズは声のトーンを落とした。骨張った拳を強く握りしめる。

「そんな馬鹿げた慣行を打破したくて今の会社を立ち上げた。エンジニアが技術を磨き、それによって評価される環境をな。だから外注は使わない。安易なジョブローテーションも行わない」

「ローズ社長……」

「桜さくら坂ざか君」

　強い眼まな差ざしにとらえられた。心の底まで射貫くような視線に足を縫いつけられる。

「君、うちに来る気はないか」

　！

「アルマダなら君の能力に相応ふさわしいフィールドを準備できる。望むだけの裁量と責任を与えられる。赤あか城ぎ・神楽かぐら案件を引き続き担当したいなら、それもまた自由だ。縁ゆかりと二人で思う存分ビジネスを広げるといい。もちろんＡＣの後援も今まで通り活用可能だ」

　言葉の一つ一つが意識を打ち据える。凍いてついた心を溶かしていく。

「どんなサービスを使うか、どこの事業者と提携するか、君が最適と思うものが即すなわち答えだ。結果を出し続ける限り、会社は君の判断を肯定する。望むなら協力会社の一つにスルガシステムを加えてもいい。運用窓口や構築作業という単位で協業すれば、今と変わらない体制で案件をこなせるはずだ」

「そんな……ことが」

「不可能と思うか？　他でもない、縁ゆかりの動きを一番近くで見てきた君が」

　ボブカットの女の子は静かにこちらを見ていた。

　確かに、彼女は新人ではありえないくらいの権限を与えられていた。アカウント戦略を立て、パートナーを選定し、システムの全体像をデザインする。いずれも息をするように自然に行っていた。組織の軛くびきなど何一つないとでも言うように。

（できるのか）

　赤あか城ぎ・神楽かぐら案件に継続して関わり、スルガシステムの仲間達たちとも付き合っていく。運用は梢こずえ、構築で室むろ見み、開発では福ふく大だいと。

　提示された可能性の眩まばゆさに呆ぼう然ぜんとなる。視界が一気に開けたように思えた。

「話は以上だ。よく考えて返事をしてほしい」

　ローズが踵きびすを返かえす。思い出したように車の排気音が聞こえてきた。

　静止するこちらの前で次じ郎ろう丸まるが振り向いてくる。月明かりのもと、彼女は清せい冽れつな笑みを浮かべた。

「私、桜さくら坂ざかさんと一緒に働けるのを楽しみにしてます！　よい回答を期待しています！」

　決定的な一言を残しスーツの背中を追いかけていった。

　何も反応できない。事態の急転に思考がついていかない。

　転職？　次じ郎ろう丸まると同じ職場に？　自分が？

　一時間前までは想像もしなかった選択肢、全てを解決する魔法の鍵が目の前に置かれている。手に取るか取らないか、一切は自分次第。栄光も苦難も、あらゆる可能性は己が選択の先に。

　風の音がごうと背後で響いた。
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　夢見心地のまま会社に戻った。

　頭がぐらぐらする。二日酔いの朝のように世界が揺れていた。

　夜遅いのが幸いだった。オフィスは閑散としていて人の目はない。誰憚はばかることなく自席に沈みこみ足を投げ出した。

（アルマダに移るとか）

　現実味がないにもほどがある。最強の敵、最大の脅威に身を寄せるとか。しかも今の職場を捨てて。いくら業務的に理想型だろうと、良心の疼うずきは止められない。

　だが、だからと言って総務に赴けば赤あか城ぎ・神楽かぐら案件との縁は断ち切られる。梅うめ林ばやしやプログレス社の甘あま木き、Ｍ本もと、次じ郎ろう丸まる、ローズ、関わってきた全員に多大な迷惑をかける。

　結論、どちらを取っても無事ではすまない。必ず何かを裏切ることになる。

　そして何より、今示された選択肢に「ＳＥ部に残る」という道はないのだ。このデスク、この風景には絶対別れを告げなければならない。そう考えるとどんな判断も色あせて見えた。

　一体どうすれば。

　思考が堂々巡りする。できれば判断を先送りしたい、が、総務部への異動は二日後だ。悠長に悩んでいる暇はない。決断しろ。決められない。タイムリミットが迫る。答えを出さなければ。無理だ。急がないと──

「あれ？　工こう兵へい君」

　気づくと扉が開いていた。廊下にパンツルックの女性が立っている。長く艶つややかな黒髪を揺らしてまばたきしていた。
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「カモメさん？」

「てっきり直帰したかと思ってたのに、どうしたの？　また飛びこみの仕事が入ってきたとか？」

「……いえ」

　そういえばカモメにはまだ例の件を直接伝えていなかった。きちんと話さなければ、と考えて口ごもる。答えの出ない問題をうまく説明できる気がしなかった。

「ちょっとやり残したことがあって」

「ふぅん」

　周囲を見渡す彼女に「あの」と声がけする。

「カモメさんこそこんな時間に何かあったんですか？　もう九時ですよ。いつもなら定時にさっと帰ってるじゃないですか」

「そうなんだけどねー。今日はちょっと特別っていうか、やりかけの仕事に一区切りつけておきたくて」

　一区切り？

　なんでまた。

「言ってなかったっけ。あたし、少し長めの休暇もらって旅行に出るんだ」

　はぁ。

「また日本一周か何かですか？」

「ううん、アマゾン川流域で遺跡発掘」

　!?

「実はあたし、ボリビアの考古学会に所属しててねー、今回かなり大規模な調査になるから同行してくれって。ゲリラの襲撃も多いらしいし、その護衛も兼ねて」

「なんでもやってますね！　てか護衛って言いましたか!?　ゲリラ!?」

　相変わらず謎スペックなアシスタントだった。本当に、なぜこんな泡ほう沫まつ会社で事務職などやっているのだろう。望みさえすれば、彼女ならいかなるポジションでも手に入るはずだ。それこそ大組織の要職から銀幕のスターに至るまで。

「カモメさんって、本当自由人ですよね」

　しみじみと感想をもらしていた。

　フットワークの軽さがまぶしい。がんじがらめの自分とはえらい違いだ。多分彼女はどこにでも行き、なんにでもなれるのだろう。組織のしがらみなど歯し牙がにもかけないに違いない。正真正銘、純じゆん粋すい無む垢くの独立人。

　羨せん望ぼうの眼まな差ざしにカモメは目をぱちくりさせた。居心地悪げに肩をすくめて。

「あたしはただ無責任で考えなしなだけだよ。今日のことは今日、明日のことは明日考えればいいと思ってる。だから将来の保証もなーんにもない。正直こんな生き方、他人にはおすすめできないな」

「……」

「でもね」とキャビネの鍵をかける。書類を片づけて自席に戻ってきた。

「人間なんてどうせ、放っておいても色んなものに縛られてるんだもの。お金や身体、物理法則、時間、他にも色々。だったらせめて自分の心くらい自由にしてあげてもいいんじゃない？」

「心」

「やりたいことをやって進みたい方向に進む。無理だとか無駄だとか考えない。今の自分の感性を全肯定してあげる。他の誰が否定しても、あたしならきっとできると認めてあげる」

　カモメは悪戯いたずらっぽく笑った。

「まだ見ぬ自分の可能性を求めて──ってね？」

　どくりと心臓が高鳴った。

　それは、その言葉は。

　忘れるはずもない。就活時代、スルガシステムの求人広告で見かけた一文だ。

　カモメのゴーストライティングで生まれた架空の社員紹介。人手不足の弱小ベンチャーが出した撒まき餌え同然のキャッチ。詐欺に等しい募集は、だが確かに門外漢の学生の心を打った。

　あの言葉があったからこそ自分はここにいる。数多あまたの修羅場をくぐり抜け、唯一無二の仲間を得て、居場所を作り上げられた。

　そして今、紆う余よ曲きよく折せつの末、再び人生の岐路に立たされている。

（僕は）

　僕の可能性は。

　呆ぼう然ぜんとしていると袖机の閉まる音が響いた。カモメが自席から荷物を取り上げている。卓上を確認し「よし」とうなずいた。

「てなわけでしばらく留守にするから、よろしくね。急ぎの仕事はＯＳ部のアシスタントさんにお願いしてもらえればいいから」

「……はい」

「お土産はウワリビールでいい？　それとも定番でウユニの塩とか」

「よく分かりませんし。カモメさんのセンスに任せます」

「了解」

　元気よく言って荷物を肩にかける。

「じゃ、いってきまーす」

　色気のある敬礼を残してカモメは出ていった。

　あとにはなんとも言えない沈黙が残された。ＰＣのファン音だけが低く、単調に鳴り続けている。

『自分の心くらい自由にしてあげてもいいんじゃない？』

　カモメの言葉が蘇よみがえる。

　そうだ。大切なことを忘れていた。会社がどうとか辞令がどうとか関係ない。結局桜さくら坂ざか工こう兵へい、おまえはどうしたいんだ？　何を目指し、どこに進みたいんだ。そこが曖昧だから色々なものに揺り動かされる。状況次第で迷いが増えていく。考えろ。全てのしがらみを取り払った先に何が残る。おまえの心はどこに進みたがっている。

（ああ）

　唐突に答えが認識された。

　悩むまでもない。自分はＳＥであり続けたい。高度なスキルさえあれば一人で何人分もの働きをこなせる仕事。一体どれだけの驚きと刺激を、この業務から受け取ってきただろう。スクリプトで大量のデータを処理する度、ルーティングで遠隔地の機器を繫つなぐ度、０と１バイナリの魔法に魅せられてきた。新たなテクノロジーを覚えれば、それがすぐ成長に直結する。あまりにもめまぐるしく、多忙で、且かつ魅力的な世界。

　ではもう選択肢など決まっているではないか。総務に異動するなど考えられない。日本的なＩＴの常識・キャリアプランにもついていけない。なら、すぐにでもローズに転職の意を告げるべきだ。お誘いありがとうございます。是非御社の一員に加えてくださいと。

（アルマダで、エンジニアとして、これからの生活を）

　気づけば立ち上がっていた。高揚が背筋を伸ばす。胸の内が沸き返る。握りしめた携帯を持ち上げかけて、ふっと隣のデスクが目に入った。

　積み上げられた検証機材、山のような資料、そして「高卒認定」と書かれた予備校のテキスト。

　室むろ見みの机。

　一瞬で熱が冷めた。込み上げた興奮が引いていく。数分前の無力感が勢いを増して押し寄せてきた。

（だめだ）

　自分がスルガシステムにいる理由は、個人的な希望だけではない。七なな隈くま陣じんと交わした契約のためだ。室むろ見みが社会人であり続けるためにこの会社を守る。彼女の居場所を維持する。アルマダに移るというのは、その約束を破ることだ。当然室むろ見みの処遇も変わってくるだろう。学業を優先するために休職、いや問答無用で退職という可能性もありうる。七なな隈くま陣じんは甘い人物ではない。やるといったら必ずやる。

（僕の可能性を追求するために、室むろ見みさんの人生を潰す──）

　無理だ。できるわけがない。つまり、端はなから自分に選択権などないのだ。社長にＩＲの体制案を見られた時点で結末は決まっていた。エンジニアを辞め経営の分野に進む。唯一にして不可逆の道。

　嫌だ。

　一度認識してしまったからこそ強烈な衝動が心を震わす。エンジニアを辞めたくない。もっと今の仕事を続けていきたい。まだまだ関わりたい分野も技術もたくさんある。こんな中ちゆう途と半はん端ぱなところで退場したくない。

　……。

　どのくらい悩んでいたのだろう。

　身を引き裂かれそうな痛みに悶もだえていると、扉の開く音がした。

　カモメが戻ってきたのか。呼吸を整えられないまま振り向く。しかし、そこにいたのは黒髪のアシスタントではなかった。明るい色の髪が揺れている。白いレースキャミソールとチェック柄のプリーツスカート、マシュマロを思わせる頰と宝石のような鳶とび色いろの瞳。一般的なオフィスにはあまりにも不釣り合いで可か憐れんな姿。

「室むろ見みさん」

　つぶやき声に緊張が答える。室むろ見みは一瞬身体を強こわばらせてから肩の力を抜いた。

「戻ってたの」

　不意打ちの邂かい逅こうだったのか、硬い表情のまま近づいてくる。手に持ったノートＰＣをデスクに置いた。

「アルマダに行ってきたのよね」

「はい」

「謝罪は？　受け入れてもらえた？」

「……ええ」

　可能な限り簡潔に受け答えする。深く話をすればするほど心のほころびが表出しそうに思えた。

　耐えろ。室むろ見みに今の心中を悟られるな。負い目を抱かせるな。彼女には何も知らせず幸せになってもらおう。社長と自分が悪者になれば全て片がつく。何もかも仕方ない、避ける方法はなかったのだと。

「引き抜きを受けたんじゃない？」

　息が止まりかけた。単刀直入な確認に繕うことさえできない。ぎょっとなり顔を向けて、全ての虚勢が無駄になったことを知る。彼女は「やっぱりね」と肩をすくめた。

「な、なんで」

　震え声が漏れた。

「どうして、そのことを」

「業なり平ひらの件で向こうの社長、随分あんたのことを気に入ってたじゃない？　それはもう、客先でなりふり構わずヘッドハントを仕掛けてくるくらい。優秀な人材の獲得には手間を惜しまない感じだったし、あんたがエンジニアを離れるって聞いたら絶対引き留めてくると思っただけよ」

「……」

「で、どうするの？」

「どうって」

「オファーを受けるの？　受けないの？」

　他ひ人と事ごとのような台詞せりふに面めん食くらう。

「受けるわけないでしょう。室むろ見みさんがこの会社で働くためには、僕も居続けなきゃいけないんですから。自分のやりたい仕事があるからって辞めるわけにはいかないですよ」

「ふぅん」

　さして感銘を受けた様子もなく室むろ見みはデスクに手をかけた。小さな腰を縁に乗せる。

「行ったら？　アルマダ」

「はい？」

「やりたい仕事があるんでしょう。だったらそれが一番じゃない。他のことなんて考えるだけ無駄よ。会社は仕事をするところ、福祉やボランティアの場じゃない」

　一瞬何を言われているか分からなかった。言葉の真意をちゃんととらえられていないのかとさえ思う。だが室むろ見みの顔は真剣だった。冗談や揶や揄ゆの色は欠片かけらも見えない。

「な、何言ってるんですか！　僕がＳＥをやりたいとしたら室むろ見みさんも同じでしょう。いや、僕なんかよりずっとこの仕事に愛着を持ってるはずです。なのにそんな呆あつ気けなく投げ出せるんですか!?　どうでもいいと思えるんですか」

「どうでもいいなんて、思うわけないでしょう」

「だったら！」

「桜さくら坂ざか」

　訴えかけるような口調で呼ばわれた。鳶とび色いろの瞳がまっすぐに見つめてくる。

「確かに、あんたが辞めたら私は陣じん兄にいに連れ戻されるかもしれない。ううん、かもしれないじゃないわね。間違いなく七なな隈くまの家に帰れと言われる。でも、三ヶ月前の騒ぎであんたが本当に守りたかったものは何？　スルガシステムって会社？　ＳＥ部って組織？」

　室むろ見みの目が細まった。

「社長の思い通り、株式上場して成長を続けたら多分この会社は変わっていくわ。やれ標準化だ効率化だとか言って、エンジニア個人の資質はどんどん不要になっていくはず。ＪＴ＆Ｗと一緒よ。行き着く先はパートナーだらけの空っぽな組織。マーケティングと企画屋だけの無個性な集団」

　真摯な声が胸に響いた。

「ねぇ、それがあんたの守りたかったもの？　私に残してくれようとしていたもの？」

（あ）

　理解できた。彼女の言わんとすることが、意図した内容が。

　考えるまでもない話だ。三ヶ月前に勝ち取ったのは「室むろ見みが」「室むろ見みらしく」働ける場だ。ただ食くい扶ぶ持ちを稼ぐ先があればいいわけではない。スルガシステムやＳＥ部という「箱」が残っても、その中身が変質していてはなんの意味もなかった。

「私はね、桜さくら坂ざか、あんたの作る職場が見てみたい。エンジニアがエンジニアらしくいられる空間で働いてみたいの。誰の顔色もうかがわなくていい、本当の意味で仕事に打ちこめる場、組織。そこにたどりついて初めて私わたし達たちは自分の主人になれる。理想の人生を歩んでいける。だから」

　だから、と彼女は一拍置き、柔らかな笑みを浮かべた。

「こんなところで立ち止まらないで。思うままに突っ走りなさい。変な気遣いはごめんよ」

「室むろ見みさん」

　目の前の上司の表情は温かかった。厳しさと、それを上回る優しさが同時に伝わってくる。目先の執着もこだわりも乗り越え、彼女は最終的な理想型を示していた。自じ分ぶん達たちが自然体で働ける組織・空間を目指すべきだと。

　衝撃が過ぎ去るにつれて心が静まっていく。山積みの不安や重圧が薄れていく。

　深呼吸を一回、体内の不純物を吐き出した。もはや迷いはない。進むべき道がはっきりと定まって見えた。

　……。

「分かりました。もう大丈夫です。ありがとうございます」

「心は決まった？」

　柔和な眼まな差ざしに「ええ」とうなずく。

　脳裏に様々な思い出が過よぎった。出会って最初の衝突、そのあとの和解、ともにこなした修羅場の数々。どれもかけがえのない、宝石のような記憶だ。

（室むろ見みさん、大好きですよ。大好きでした）

　長く息を吸う。

　今までの指導とフォローに最大限の感謝を込めて、恩師の目を見据えた。

「決めましたよ。僕の進む道は──」
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「もしもし、もしもーし。あ、聞こえますか？　私、スルガシステムの茶ちや山やまと申します。はい、お世話になっています。すみません、実は月末納品でお願いしていた認証サーバーですけど、二週間納期を早めていただきたくて……え？　無茶？　月末でもやばいくらい？　いや、こちらも随分まずい感じなんすよ。一週間押しならなんとか？　あ、箱はこ崎ざきさん！　箱はこ崎ざきさん、最新版のスケジュール見せて、Ａ３のやつ！」




「えっと、ＯＳ部の箱はこ崎ざきですけど。作業手順書をレビューしてほしくて、はい、三みつ沢さわさんにです。あの、みんな忙しくて相手してくれなくて、姪めい乃の浜はまさんに言ったら誰でも空いてる人をつかまえてって。え？　ネットワークは分からない？　福ふく大だいさんにお願いして？　ふぇええええ」




「あぁ？　だからそんな仕様聞いてないし、もう作っちまったんだってば。この件で俺の仕事は終了。あとはソースコード読んで、好きなように改変して。コメント文読めばだいたい動きが分かるようにしといたから。……ああ何？　ＯＳ部の箱はこ崎ざきさん？　手順書のレビュー？　知らないよ！　って、なんで泣くんだよ!?　俺!?　俺が悪いの!?」




「はい、ＤＶ社の赤あか坂さかです。今、ＳＤ部で打ち合わせしているんですけど、新人の女の子が泣き出しちゃって、ええ、福ふく大だいさんがちょっと……なので、引き取りに来ていただきたくて。はい、藤ふじ崎さき部長しか携帯が繫つながらなくて、ごめんなさい」




「ええっと？　ごめん、呼ばれて来たんだけど、一体何が？　僕と茶ちや山やま君、今、社長の無茶振りの後始末でえらいことになってるんだけど」




「すみませーん、ＳＤ部のメンバーがＯＳ部に喧けん嘩か売ってるって聞いたんですけどー、とりあえずそこの肉塊、校舎裏に連れてっていいですか？　一対一で話した方が早く終わると思うんでー」




「（姪めい乃の浜はまさん、マウントレール持って社内を歩き回るのはやめた方が。あとオフィスビルに校舎裏とかないし）」




「三みつ沢さわさん、顔芸でいくら話しても伝わらないから」




「ちょっと！　ちょっと寝癖頭、何ミーティングほっぽり出して遊んでるのよ。まだ話は終わってないでしょ。今回の運用要件、是が非でも受けてもらうんだから！」




「だからその件はもうお断りしましたー。万よろず相談窓口なんて要件は要件とはいいません。どうぞＳＥ部でよろしくサポート体制でも立ち上げてください。二十四時間三百六十五日で」




「それができないから相談してるんでしょ！　だいいちお客さんの性格上、無茶な問い合わせはないって言ってるじゃない。なるべく引き継ぎ資料を充実させるとも。なのに端はなから聞く耳持たないってどういう了りよう簡けん!?」




「普段の行いの悪さ？　人間性の信用のなさ？」




「よーし分かった。つまり最初からやり合う気満々ってわけね。上等よ。三みつ沢さわさん、ちょっと椅子どけてもらえますか？」




「ていうか、おまえらなんでＳＤ部に集まってるんだよ！　仕事の邪魔だからとっとと出てけ！」




「箱はこ崎ざきさん、スケジュールどうなったのさ。機器納期調整しないとやばいんだって。あ、リシーさんいいところに。トークンのキッティングってどんくらい期間短縮できます？　できれば一週間は縮めてほしいんですけど」




「それはさすがに……。三日なら」




「はい、もしもし、箱はこ崎ざきの携帯です。え？　ペイパームーン．Ｃｏの新ブランドサイト、オープン？　ＬＢの設定追加？　やれますやれます！　四日後？　わー、楽しみにしてます」




「あんた、何、新しい仕事受けてるのよ!?　誰がやるの？　今抱えているタスクはどうするつもり!?」




「姪めい乃の浜はまさん、忙しいのは分かるんだけど、なんとか検討してもらえないかな。見積もり変更が必要なら調整するし」




「お金の問題じゃないんですよね。今はよくても先方の担当が変わった時に条件が明文化されていないと危険っていうか」




「（ＬＢの設定くらいだったら僕でもなんとか）」




「というか私の手順書、誰かレビューしてほしいんですけど……。もうあと一時間もしないうちに作業で」




「わ、このコメント文、全然分からない。仕様書とかないんですか。マニュアルとか」




「ソースコードが仕様書だの一点張りで」




「突貫で作ったんだからしょうがないだろ！　業務アプリレベルの成果物を求めるなら、正式に部署間の仕事として依頼しろよ。毎回毎回気軽に口頭で相談してきて」




「あ、障害連絡」




「すみませーん、ベターメディアのフロア増床、見積もったの誰ですか？　お客さんからＡＰの数、増やしてほしいって連絡が」




「分かりました。分かりましたよ、じゃあ前提条件切ります。対応回数と時間を定義して、あとは保守範囲を四半期単位で見直せるようにして」




「茶ちや山やま君、例の件、スケジュールは？」




「まだ四日くらい足が出てます。ベンダーには追加の調整を依頼中ですけど、どうにも望み薄かなと。あ、来た。はい、もしもし……やっぱり、だめ？　どうしても？」




「社長を殺せばいいと思う」




「レビュー」




「設定追加のスケジュールを」




「見積もりは」




「あああ、もう、人手が足りない！」




　バタン！

　と扉を開けた瞬間、全員の視線が突き刺さった。

　狭いＳＤ部の執務スペースは人いきれでむっとしていた。誰もがしかつめらしい顔で額を突き合わせている。熱意と焦燥、混乱と煩はん悶もんが渾こん然ぜん一いつ体たいとなり廊下に押し寄せてきた。説明されずとも場の紛糾が見て取れる。納期短縮、追加要件、突発インシデントに伴う稼か動どう逼ひつ迫ぱく。つまりはいつものスルガシステムということだ。乱れた息を整えつつ頭を下げる。大きく深呼吸して。

「すみません！　お待たせしました！」

　謝罪した瞬間、「遅い！」と合唱された。茶ちや山やまが眉を吊つり上あげて前に出てくる。

「ひどいですよ、桜さくら坂ざかさん。認証基盤の構築スケジュール、お客さんとの握りは桜さくら坂ざかさんの担当じゃないですか。普通に社長がスルーして、前倒しねじこんできましたよ。ベンダーとの交渉、手伝ってくださいよ」

「レビューの予定も言われた通りお昼に入れていたんですけど」

　詰め寄る新人二人に「あはは」と苦笑いする。バツの悪い思いで後頭部を搔かいた。

「ごめん、午前のアポが長引いちゃって。今から二つとも対応するよ。えーっと、あとは」

　視線を巡らせるなり室むろ見みに睨にらみつけられた。剝むき出だしの腕を組んで仁王立ちになっている。白キャミソールの少女は「あんたね」と視線を鋭くした。

「派遣社員が随分、調子こいてるじゃない。遅刻した挙げ句、タメ口で謝罪とか。客に対する礼儀はないの？」

　あー。まぁ、確かに。

「ごめんなさい。つい前の癖が出ちゃって。茶ちや山やまさん・箱はこ崎ざきさん、申し訳ありません。スケジュール、再調整させてもらってもいいですか？」

「いやいやいや！」

「困りますー。そんなのー」

　茶ちや山やまは弱り切った顔で室むろ見みを見た。

「勘弁してくださいよ。こんな態度取られたら逆にやりづらいです。俺おれ達たちにとって桜さくら坂ざかさんは先輩なんですから」

「そうですよー、桜さくら坂ざかさんは桜さくら坂ざかさんですー」

　箱はこ崎ざきの苦言に室むろ見みは苦虫を嚙かみ潰したような顔になった。

「で、でも物事には最低限のけじめってものが」

　バツ悪げな彼女の横で藤ふじ崎さきの手が叩たたかれた。

「ほら、みんな、一度引き揚げよう。ＳＤ部の業務の邪魔になるし、福ふく大だい君だけ連れていけば話は続けられるわけだから」

「俺もＳＤ部なんですけど!?　てか、この話、まだ続くの!?」

　抗議する福ふく大だいを引きずるようにしてＳＤ部室から出る。あちこちで議論が再開される中、室むろ見みがすっと脇に並んできた。

「本当に無茶するんだから、あんた。まだ信じられないわ」

「？　遅刻の件ですか」

「派遣の話よ！　まさか会社を辞めて、技術派遣で契約し直すなんて」

　そう。今の自分はスルガシステムの正社員ではない。とある人材紹介会社に登録し、フリーランスでＳＥ部に入っていた。もともと赤あか城ぎ・神楽かぐら案件で要員を補充する予定だったため、原資に関する問題はなし。仕事もかつて抱えていたものを継続できている。立場の違いさえ除けば、なんの変わりもないスルガシステムの日常を送っていた。

　鞄かばんの肩かた紐ひもをつかんで首をすくめる。

「だって正社員じゃなければ、さすがに管理・上場プロジェクトなんてさせられませんし、採用担当さんも『しょうがないな』って受うけ容いれてくれましたよ。まぁ、社長は随分ごねてましたけど、最終的には藤ふじ崎さきさんやＯＳ部長が説得してくれましたからね。『社員の退職は止められないし、どんな派遣を雇うかは現場の判断です。たまたま必要なスキルを提供できる人材が桜さくら坂ざか君だっただけで、退職の件とは全然別問題です（キリッ）』て」

　反則気味の策を突きつけられた社長の顔は見物だった。鬼瓦じみた顔を引きつらせ、狐きつねにつままれた様子になっていた。

　ことの複雑さを勘案してくれたのか、今のところ七なな隈くま陣じんからのクレームもない（苦情に至らないヒアリングは何度となく受けたが）。あくまで就業形態の変更、雇用契約の調整、という説明で見逃してもらっていた。

　理想型に限りなく近いハッピーエンド。絶体絶命からの大逆転。

　だが室むろ見みの顔は晴れなかった。眉間に皺しわを刻んだまま口元を歪ゆがめる。

「でも今のあんたの調達費は赤あか城ぎ・神楽かぐら案件のプロジェクト費用でまかなわれているのよ。構築が終わったらどうするの？　普通に考えれば契約打ち切り・更新なしって話になるでしょ」

「それは、まぁ」

「半年たったら今度こそここからいなくなるかもってことよね」

　室むろ見みの懸け念ねんは分かる。正社員と違ってフリーランスにはなんの保証もない。会社が不要と言えば即、契約を切られる。同じ仕事をしているようで実際はひどく危うい立場だった。

　そう、自分は決してこの業界の理不尽を乗り越えたわけではないのだ。

　だが──

「その時はまた別のプロジェクトで雇ってもらえるよう精進しますよ」

　予想以上に楽観的な声音が漏れた。

　優秀なエンジニアは常に需要がある。自分が腕を磨き続ける限り、仕事がなくなることはあるまい。何よりスルガシステムは慢性的な人手不足だ。即戦力は可能な限り手元に置いておかれるはずだった。

（会社の一員じゃない、純粋な技術者・専門家としての働き方）

　多分、自分がどう動こうとスルガは変わっていくのだろう。大きくなって窮屈になって室むろ見みや梢こずえにとり居心地の悪い環境になっていくはずだ。だからこそと言うべきか、自分のような生き方があることを示したい。やりたい仕事を続けられる道があると証明したかった。

「それにこの立場なら現場の声も上げやすいですしね。社長・総務とも繫つながっていますし、あんまりにも無茶な指示が出たら『ちょっと待ってください』と言えるわけですから」

　希望的な観測に室むろ見みは虚を突かれた様子になった。沈黙した後、視線を逸そらす。桜色の唇がもごもごと動いた。

　……ありがとう。

「え？　なんですか。よく聞こえなかったんですけど」

「な、なんでもないわよ。ほら、仕事に戻りましょう。あー、忙しい忙しい。やることばっかりで頭がパンクしそうだわ」

「いやいや、ちょっと、聞かせてくださいよ。何か不ふ手て際ぎわがあるなら改めたいですし」

「しつこいわね。なんでもないって言ってるでしょ」

「だって顔真っ赤じゃないですか。怒ってるんですよね？　どこか気に障さわったんですよね？　僕がいつものように無神経なせいで──」

「さくらざかさぁああん！」

　横からふわふわした塊が飛びついてきた。甘い香りが鼻孔いっぱいに広がる。寝癖のついた髪が頰をなでた。

　梢こずえは幸せそうに顔をすりつけてきた。

「お話ししたいこといっぱいあったんですよ！　会議室押えてお待ちしていたんですから。さ、たっぷり打ち合わせしましょう！　認識のズレがないようしっかりフィット・アンド・ギャップして！」

「こ、梢こずえさん。ここじゃちょっと。周りの目が」

「こら寝癖頭！　何、外部の人間に馴なれ馴なれしくしてるのよ！　そいつはもううちの社員じゃないんだから、ちゃんと一線引きなさい！」

「桜さくら坂ざかさんに引くような一線はあいにく持ち合わせていませーん。室むろ見みさんについては百本くらい準備していますけど」

「あんたねぇ！」

「わ、わ、二人ともこんなところで喧けん嘩かしないでください！　いや、みんな笑って見てないで。止めてくださーい！」

　……。
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ＳＥシステムエンジニアは最高の仕事だ。この世に存在するあらゆる仕事の中で


──とあるプロジェクトマネージャーの言葉












　あとがき




　こんなシリーズを書いておいて何ですが、僕は日本のＩＴ産業に明るい見通しを持てていません。

　コストカットとアウトソースのみ叫び続けるマネージメント、工数売りビジネスへの過度な依存、ユーザー環境ごとに増殖する無意味なカスタマイズ。

　現場は現場で、与えられたツールを使うのに汲きゆう々きゆうとし、新しいものを生み出す意識がありません。だって毎日忙しいし、余分な仕事を増やしたくないし、空いた時間までコンピュータに触れていたくないよね？　普通。

　そういう話を聞く度に、結局みんな技術なんて好きじゃないんだよね？　と思います。ＩＴという名前のついた会社でサラリーマンをやってるだけだよね？　と。

　ＩＴの本質は自動化です。日常のちょっとした不便をプログラムで解消する。全てのモチベーションはそこが起点です。本来なら日々の業務をどうシステム化するか、人の手を空けていくか考えるのがエンジニアリングでしょう。ですが多くの場合、対策は人海戦術かアウトソースになりがちです。上は上で「外部リソースの活用」を謳うたい、下は下で「人が足りない」「仕事を減らしたい」と主張します。そこに技術の観点はありません。無駄な業務は無駄なまま、冗長なタスクは冗長なまま引き継がれていきます。

　もちろん、全部が全部、そういう会社ではありません。日々創意工夫を行い新たな価値を生み出している人ひと達たちもたくさんいます。ですが国内のＩＴ産業全体を見渡した時に、何か大きなイノベーションが生まれる空気を感じないのです。

　九十年代にアマゾンやグーグルが出てきた時、僕の周囲の受け止め方は冷ややかでした。成功しない理由を山ほど並べ立て、万年赤字企業と揶や揄ゆし、もっと地に足のついたビジネスをと主張していました。

　結果どうなったかはご存じの通りです。彼らは中長期的な投資と技術で世界を変えてしまいました。もはやあの規模のサービス・インフラに追いつくのは容易ではないでしょう。買収や法廷闘争などの政治的トピックが目立つ彼らですが、その源に「どうすればもっと便利になるか」「新しいことができるか」という技術者魂があったのを見逃すべきではありません。フェイスブックもＬｉｎｕｘも、全てプログラム好きなギーク（おたく）が「こんなサービス／ソフトがあったら便利だな」と手を動かし作ったものです。アウトソースだコストカットだなどという観点は少なくとも最初の最初にはなかったはずです。




　本シリーズ一巻のあとがきで、恩師に「ＳＥにだけはなるな」と言われたと書きました。今となっては僕も同意見です。あなたが就活中の学生で、サラリーマンとして成功したいなら、もっと割りのよい仕事はたくさんあります。また技術者として成功したければ、そこに「ＳＥ」という肩書きは不要です。手元のＰＣとクラウドのリソースで何か一つでも便利なサービスを作ってみるべきでしょう。それが魅力的であれば投資してくれる会社はいくつもあります。ＳＩｅｒに入って目的のよく分からないシステムを作る必要はありません。

　もし就活時期にあれほどの氷河期でなかったら、もし恩師の言葉の意味をもう少し深く考えられていたら、僕はＳＥになっていなかったと思います。多分ゼミの先輩達たちと同じく、メーカーか保険会社で気ままな社会人ライフを過ごしていたことでしょう。結果としてＩＴ業界特有の理不尽にも揉もまれず、本シリーズが生まれることもなかったと思います。ＳＥ？　なんですかそれ？　サウンドエフェクトの略？　という感じで。

　ですがこの手の話をする度に、必ず思い出すエピソードがあります。

　あれはまだ新人一年目のＯＪＴ期間のことです。とある業務システムの改修でミスがあり帳票の桁ずれが起こりました。データの出力期限は迫り、もう一度汎用機のジョブを動かしている余裕もありません。当然ながら部署内は大混乱になりました。主任から課長、部長に至るまでほぼ全員が搔かき集あつめられ対応を相談させられました。

『一体なぜこんなことに』と問題提起したのは課長です。

『ミスの原因を突き止めて、レビューのプロセスも確認して、責任の所在をはっきりさせるべきだろう』

　逆に『犯人捜しをしている場合ではない』とたしなめたのは部長です。

『全員で帳票をチェックしてデータを修正しよう。十人がかりでやれば今晩中には終わるはずだ』

　そこに遅れて中堅のＳＥがやってきました。紛糾する場を前に、技術オタクで有名な彼はあっけらかんと言い放ちました。

『ＣＳＶでデータをもらえたら修正スクリプト回しますよ。手元のサーバ使って、一時間ほどで帳票整形してみせます』

　僕のＳＥに対する憧れは、おそらくこの時の体験がもとになっています。




　最後になりますが、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編集の湯ゆ浅あさ様・小お野の寺でら様、美麗な挿画で本を彩いろどってくださったイラストのＩｘｙ様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧ささげたいと思います。ありがとうございました。

　またどこかでお会いしましょう。





二〇一七年五月　夏なつ海み公こう司じ
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「夏海公司先生」係

「Ixy先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。









[image: ]










なれる！SE16




2年ねん目めでわかる？SE入にゅう門もん








夏なつ海み公こう司じ





電撃文庫





2017年9月8日　発行





ver.002





©KOHJI NATSUMI 2017





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『なれる！SE16 2年目でわかる？SE入門』

2017年8月10日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/p232-p233.jpg
H\

ket

H\
A

H

A

H\

RO 5L N 03 m RO Sv1 )V LW |

[ LD—JHHS O P —T—$LOHREE O MO Mok ]

IO WUHALA—F—REOSCRERCEE - DDLOLFBUN WL |
FEIOWNAKIEIFO N LM G
OB RS -SSR LB o Mo~ 40 Bl
D AKIRJREE—N N\ IR A — L
MEE O TAKIFIAIRN =& (0=
)] ]

[46" & 0 VIROELAe SHBLILS O MO
£

[N L CEBERS” ¥ J—2L - NNLyW
HLEN H—F—EECA\NKINJNEEE M
WIO SIOEHRXK A\ Lo MG TR S8
NHOCASCRH]

KRRV =OC—]
[OL£ETUH O MR IS EHOHIOR" [CRABIEWCH HYoHA\LH—F—
6 HREPWRRS LA AT MG L4+ I CEULERIKND) £ (h— T\ — kN0 ¢
MRRG

PEKES
8 nE
Eseasse 2
<o 468 F—uUNXNOTV: - vm
. : e
tse g g
MIxna (F—UKNOTR) | P B
DIRMBERC T — M KM S : Do I
VR WLLIICHCREBRL 4 N | ) =
THO O VKR M”20 o3 W eda w €
VRO RE—UNNX— N %@ = : &
osgronzne (i | g | EHRgle T n p
KALT—UKNOZR) O ___ M{s\ I0m o
BT NNLIDKERAIN h N = D @
DLYE NN N EE SN N Bt D ganes
<Wwa (NDTE—AMAF—MK - <
NOTVR) LM %> Lp— i h
DEHIO\ NS — KD LB N ,
HET- 00 D P ET g 1D
ONo HEENEDN] Lo bR
£y

[P+ O Hmv< SIS

F—

YINN\DR

A—F—






item/image/t001.jpg





item/image/t003.jpg
PR \Sakmp policy 1\
NCY 3Aes
ash mdh
Aunentication pre-share
O 2
COYDIO \sakmp key cisco address 64.104.2.1
C{Y\JD\Q \sakmp keepalive 30

CYPTo psec transtorm-set \PSEC esp-3des esp-md5
\

.C\'\Jv\Q \psec profile VT
set ranstorm-set \PSEC

nterface Loopbacko
1P 2address 6422140 255.255.255.0
\

nterface FastbEiherneto
no \p 2address
PPPoe enable
pppoe-client dial-pool-number 1
\

nterface FastEthernets
switchport access vian 20
\

Antertace Vian20
\p 2ddress 192168 32.254 255.255.255.0
1P tep adjust-mss 1356

\
nterface Dialer
P unnumbered Loopbacko
P a1 ASA

Ava\fir—sroun
vodlautnentication chap callin

Shap hostname Flet's@cisco.com
b chap password O cisco

AT}
AWOrK 192.168.100.0 0.0.0.255 arca O
CAwork 1§21 68.32.0 0.0.0.255 area O
> route 0.0.0.0 0.0.0.0 Dialert
Qialer-Wist A protocol 1p permit

ena





item/image/t002.jpg
érypto iPsec Profile vy
Set transform«set IPSEC
]

2.1 68.32 i, 55 o
J Ust-mgga 1354 =55, 255.255 5.0






item/image/p228-p229.jpg
B&oEVWDDEE BV ERFEVLDTIH
BENEMAGAZINENKICH DEET
20FHRDIRBZEHVR EEDEBSLE
KRDENKBVEEIFIRTDEBODFHETNER I H I~
HEVWFEZUCDZER A TEI,

k~15.6850LHE?

CEZCF TRV TENERSITE
WICTTREEUDICEEL TER LD
W TLERWE L.

5ol

g ¢
R

I

TEERFAEVDD

AHETBADHISELTULRWVERLED

FE2EHTI KN

20FRICVK[CIF—FENTE T OEBRDBUNEFATEDIDN

FNB I SERFBEIEDHEHFvSIT—HTET
ENTLTHLIEFv305—%
IFVCETRORACHEDTRRALTIZDT
BEEUHFHATEU.
EDBRFARISHENDOBLVEIH
FIBLSHRHELT
WBLBEBNHLIEVWERNET!

REBICEEDEBSAZEUD. BEXERERDTZICH
ZUCTDFERZEGA TN NTDAIC
ETHRHUCBDET!

BNB I SECVSERICEHNT

AHICKDDETT,

Ixy

BTNBD!ISE
EUTIEVWTWeHESADEMNST
AiFEEBETHBLEL,

AH(CHOPESTENET,

sl SE K)g%.\/% W

&\\ﬂﬁ"t'?-/ / (~
/4S R

4!






item/image/cover.jpg
rentication pre-share

mf@ﬁ?@cﬁ%ﬁérof -

BENE





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p037.jpg





item/image/allcover-001.jpg
%h2! SE16
2B ATH7?SE

T, i Hiikvs
L %o PRATIE 01 ¥ 7 T8
AL WS 5 RE) v 747, 1
BofrAbbY. Tae s auT
BITEREMZ S,
SRINEI
FEDPDBONY 2

i, TROBHIAOIIED 5>
7l LIRS, ANH Y AT 2OKK
L VHOVBSEREFHI L, ZL
TJZ7ELTOF Y YT

D) =X

223 L

PR
SRS, [REHORICE] THUEBRNRARGE
#: iGhR) 2R A, SWHLS BlueTooth 1+
VBN 1 FU—ERITT DO THNES
BSOTOVEUDRNCTNBER | THEIT
BOEKNC [RBRR] RETEBOD - (F)






item/image/p195.jpg





item/image/p149.jpg





item/image/p234-p235.jpg
A

H

ket

H

i

H\

A

H

LLl
(7p]

HEIERHCNKIFDITRIEONMIN xNaf MEHEBRHENSMI—AUNKCHER O MV
L RRPFPTN UL S O OV X O ORI A 80

[646" RITsEI HIOSHB VTR e RUA PR VYR CE B>
L KOIPWPREROISR ORI BEERES.C

[£7 SHEMVIEIH #M SCECHI VR SHMUEMERCOXRAV NI
R H R ROBWEV ) LD O V448 O VRO M CmERY O R MENR

LB SN LN SRR
[HEHEIO O SGr CHS LSRR ) LU OO SN O M1 e i O S8 oS
FORCCe ]

[ WS O S — 407 ¢
<ol WCEEREE BB —JENBOWNH
o SR T8~ |

MG WRCTKE—I% Wikl
X A(0) =T (W) ° #2r3r2]
[KGIINEVRXI FR VR OSSN W
CESIBENOSLM ORIELRK YR
RIKROIO— IO TSRS RO~
[T 30— 37 KL OAKEK OO SIS 45
HOUE N | KN N\ (0) DR (W) ]

[W—" BEECHEHTIILPENT I — To3— OLEHREVVOCHR S 6—
O Wt BT DRIET ST RVICTIN SO 1)C 1] D WEEH o4 S e Rb e S
SGTE S ¢ LRNECHRY GTHEMHS O 1IN e #6421 IR M IRREMI ) N
FHOLLON N ERMOWEESH 1)SUN | e Ny SR o
LS HANTRTADIN- N — |

I &3

R—R—"¢A™—" AXKIRITNRD A - — (N —0w) HHLE
HAXINISVUSRIHBWINDIEN RS KIRIVISKR®

<00 (h—UXKDOZI ) BIEERKER S D — UKk KITS §
RO’ Wimeh—UKLI$OINVSOO (M N—DRANLH—
UKNOZINYR) £—00 (WAX—NDALH—UKNOZTR)
FVERHCNe°

MRS PAKERDIDAS NI






item/image/gaiji-kugiri.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		＊レイヤー１＊



		＊レイヤー２＊



		＊レイヤー３＊



		＊レイヤー４＊



		＊クロージング＊



		あとがき



		巻末特別付録　立華の優しいＩＴ説教部屋



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p230-p231.jpg
1’=}$§%

=R i1

T“mm%m._ﬂw__ﬁ

H
A
H

i

H

A
H

H
A

H

Eet

H
A

H\

Eeb

ST =

[10-GH6 6464646 — |
[§8 & NICONRG CHCE LS KWL ISIE O]
MRS )N LUK D SO S04 # MU ECHIC LN HOC NR A=
REF-AUKDPOINDNREOMUDEFE SR’ (ABR—LRERHCE S@LPON
WE—NR]

[0 RCge]

[ CH SIS CVBBEON SR O M e— 8§80 #r O AT -
OB NHUC WEMPHIIX—R—0]

[EHIMe— ACAARYIEY CRENM - HERBELN (R) Py (-)
NS OO RARARE]

e —— mMRE— MREHEEHE—]

[ WOHL CRIFVOMGCINRI | HIH " | EDMXHBRRNCIEEK SR
A M D KGR O O UHIER 108~ SCRBXH FRW oL—0vg
OS]

[I0I0 R IR AVIRAVEER LD EIHGE R X — NN B QIR OSSN D 1T
E‘%DﬁZ5C€ui¢°7\%h%h25uﬁﬁuﬁ$3A7¢ﬁom|>€&L07
MO NMBEOMASH®

[ (13 0 CHENMCEEMIROL) - W CMICHBE W o LT ?EL._rnm.b/\
REERNMENMVISL e — -8 D LD —J g 1) SRR
FISLHE [X—R—]° AKMNRIANRGIHIN]

[HCREM (S W) KUOX—R—" AN L

MO LHEIFRI D LD HNEMUX —R=FEEV [N LIDK] NERCW M 040
HOMPECCHITS [$00] 1J05%° D48 IRMXFETSC VIO C4oTsid - L3
HMCEER HiRf (SWzo) KRR, [CAR—]° CAIRY AR A= AVREESY
LIS Do 4§.C E L |

[LARTADDN= A\ 4648 MR oRT SN iofk CHEH & D radie VRER
[ e |
[CAD=BX—R=NVT— L+ —RKEREZ ) NV ABIBRHL Cr Qe P R—L
HERRWER| O MM S o £ O WEHRIHG N 2D MR L MRS






item/image/p220-p221.jpg





item/image/titlepage.jpg
oowey \

J0 pre-snaxe
e Key CAsCo 2ddress 6LAOA2ZA
'A\\e} weepawe 20

—maS-nmac
sec Lransiorm-set \PSEC esp-3Aes esb ™A

psec pyote NT\
Jnstorm-set \PSeC

e Tunne\Q . o
;XgSQSS AG2ALBAO0N 255255255 Q
nel source Loopbackd
anel destination 6AAOM2A
mnel mode psec ey .
ANNE\ PYOtecion \psec pY ot
\

Anterface Loopbackd .
P 2Qdress bA2Z2 AN 255 255!
\

nterface FasttinernetQ
NO \p 2Qdress
PoPoe enao\e
D\Dvoe—c\'\eﬁt A2\ -Poo\—

"\V\tg\'ﬁ ace FasttEinerneR>!
S\\N WCNPOYT access wWan

-‘\.r\\ex’tace N\2am20
\P AU eSS \F2LAGR 22510 25
P ACP 2dlust-mss V356

\

nerface Dialer
P unnumbered \_oopo

D W\ ASN, S
Sncapsulation

Aler pool \ o

Axler ~group \
PO authentication
<
PP chap Nosthame F%e
\)\DD CN2P Dassw ord Q

YOuter osps \

NEWNONK VG2 A\ br A
5 AV Q0 =
(WO A A6837 & o 2;)‘:: —

pfroute Q000000 Q

QAv —\i
) RARY sy PYotocy

end





item/image/kuchie-001.jpg
pentication pre-share

‘ryptc isakmp key cisco addr¥
cryptu isakmp keebalive 3

yDio ipsec profile VTI
A transform-set IPSEC

tunnel source Locpback
Kunnel destlnauon 64.10
g

N

™

o)
[

Bans

«5zrelXy

A





item/image/kuchie-006.jpg
H\: 2 45 G R R ok SR -
Yo HU GBS vl te

{Fa MR S e

RGN =—KA¢ E IR 1 —

F+1 >/ BEE-PEE





item/image/p121.jpg





item/image/kuchie-004.jpg
AFSler. JTEWD#E. T
REREBBAICHFDN. SED
RHCBMIBTLEIT ERE
AERBRERSHENTD,

FRXYFo— PRI A
=Y PrIOEFHA. TR
PRI AL SR
BALLCED, SETETH Ve =

L8 \ B OERGS <R PR
T3 LBLOHEARY - SHIREL. < b= Em
R AR R IR
CHREDS FEEPERE L,

R AEiseE4E )]

T T 2R E \6-& <

B2 o B O N? \ﬂ‘ . > l






item/image/t005.jpg
enc 2Aes
wosn mab
a\xtk\em*(\ca’{\m\
exoue 2
D key C\sCo 2Qdyess 6L A0

COYPTIO S C
COUDIO SO veepAWNe E

Dre-SNAS

AbsAQQ!
O\ T Loopbackd
NG 6AAOM2A

\psec WA
Hon \psec profie NT\

booackO
\ 9 2 AL 2557255 2550

—numoey 1\

Fasteiney ne
% access W\an 29

> \\an20
e \G2A 6B 32250 2552552550

husST-MssS 1256

e Dialer\
pered Loopbackd

A
entication chap cal\in
s ame Flets@cisco.com

ord O cisco

21000 0.0.0.255 area 0
6%32.0 0.0.0255 area O






item/image/kuchie-005.jpg
EHDBHSERDHRICLNE
RBLDL, SHORETRIR
EHPRAICEoTUED U
REEELTOBT— AR,

/,\\






item/image/t004.jpg
S\A\\\PERAPAVARL D
S
\>)
JCcax\on PY e-shavre

'3'\sa\«mx> wey C\sco address 64.

O \S2DKMP wveepalive 30

= es
OO \psec ransform-—set \PSEC

E \ AV
~xyOLo \psec profile
gej’ﬁ. wanstorm-set \PStEC
\

Intertace Loopbacko o
AP 2QAress GA2Z2N\A 255 255 255.0
\

nterface FastEtnernetO
No v 2address
verpoe enan\e
veeoe—client dial-pool-number 1
\

IMtertace FasteEther net=
SWItchnport access vian 20
\

Intertace Vianz2o

AP 2Qdress \F2ZA68 32 254 255255 . 255 .0
P toe adlust-mss V356
\
Nterface Dialer
1P LWnnumbered Locopbacko
Ve wtu A ASA
Sncavsulation pep
AN=|\er ool A
MANer — e
©ee = Ao =
vre offas nostname Flet s
RPP Fhar password O eisc

Youfer oswt A\

255 area o

S Y9z em100.0 o.0
S ST P OET

WO ASTAEE 228 0.0 4
Youte 0.0.0.0 0.0.0.0 &
N=ver

hern
WSt erotocol 1ol e mic
cna





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/p049.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
em \
ST RO L b,
x&gﬁﬁomaw—)bu‘ﬁgw
U RO DREIED LD g
CeBBsnEST
(| L






